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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物PhycologicalResearch (英文誌)を年4回， r藻類J(和文誌)を年3回刊行し，会員に無料で頒布
する。普通会員は本年度の年会費8，000円(学生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は15，000円，

賛助会員の会費は 1口30，000円とする。

問い合わせ，連絡先

(庶務)干 305・8572つくば市天王台ト1・l筑波大学生物科学系宮村新一 (Tel0298・53-4532，Fax 0298-53-6614， 

e-mail miyamura@sakura∞tsukuba.ac必)
(会計)〒 305・8572つくば市天王台 1-1・l筑波大学生物科学系中山 剛 (Tel0298-53-4533， Fax 0298-53-6614， 

e-mail phylogen@sakura.cc却 lkuba.ac.jp)

(会員事務担当:入退会，住所変更，会費)干 305-8572つくば市天王台 1-1-1筑波大学生物科学系岩本浩二

(Tel 0298-53-4908， Fax 0298-53-6614， e-mail ivanov@anet.ne担)
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日本藻類学会秋季シンポジウム案内

平成 12年度の日本藻類学会秋季シンポジウムを下記の要領で実施致します。伝統食品である海藻類は，高齢

化時代に入り健康食品として，世界的に注目されており ，海藻を食べる国が広がりつつあります。海藻利用の新

しい展開は，寒天，アルギン固ま，カラギナ ンの用途の拡大です。今年度のシンポジウムは，21 世紀を迎えるにあ

たり，海藻研究の諜題，海藻業界の課題について行なわれます。このシンポジウムは，海藻に関する研究と利用

について，一般の方々にも理解できるように講演されます。奮って御参加下さい。

日 時 10月27日 (金曜日)午後 l時より 51時まで

場所 : 学士会館 (東京 -神田一ツ橋) Tel: 03-3292-5931(代)

参加費 . 無料 (講演集300円)

懇親会費・ 6，000円

共催 日本藻類学会，マリンバイオテクノロジ一学会， 日本海藻協会

間合先

日本藻類学会 :宮村新一(筑波大学生物平|学系)

Tel: 0298-53-4532 Fax: 0298-53-6614 

e-mail: miyamura@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 

懇親会申し込み

日本海藻協会事務局 :大野正夫 (高知大学海洋生物教育研究センター)

Tel: 088-856-0462 Fax: 088-856-0425 

巴-mail:mohno@cc.kochi-u.ac.jp 



日本藻類学会第25回大会(東京)案内

日本i築類学会第25回大会を下記の要領で開催いたします。なお、詳細につきましては，次号 (11月号)の案

内をご覧下さし、。

大会期日 :2001年 3月27日(火) 編集委員会，評議委員会，公開シンポジウム

3月初 日(水) 一般講演，総会，懇親会など

3月初 日 (木) 一般講演

大会会場 .日本歯科大学歯学部本館など

大会会長 .小宮定志(日本歯科大学生物学教室)

大会準備 ・南雲 保，長田敬五(日本歯平|大学生物学教室)

連絡先 :干 102-8159 東京都千代田区富士見 1-9-20 日本歯科大学生物学教室

日本藻類学会第25回大会準備委員会

電話 ・03・3261-8601(南雲 FAX:03-3264-8399 

Email: r-nagllmo@tokyo.ndll.ac.jp 

東京までの交通・会期中の宿泊について

年度末は学会シーズンでもあり，東京の適当な宿泊先の確保は困難な場合もあり ま

す。そのためより多くの方々がご参加いただけますよう ，交通および‘宿泊，学会前後

の宿泊なとの予約については，旅行代理庖が便宜をはかる予定です。こちらにつきま

しでも，次号で詳細をお知らせいたします。
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本邦新産属珪藻Cyclotubicoalitusundatus Stoermer， Kociolek & Cody 
(Centra1es， Bacillariophyceae) 

田中宏之1・南雲保2

l群馬県立中央高校 (370・∞03群馬県高崎市新保田中町 196)
2日本歯科大学生物学教室 (102・8159東京都千代田区富士見 1-9・20)

Hiroyuki T:副総aI andTamo凶 Nagumo2. 2000. First田portof Cyc/otubicoalitus undatus Stoermer， Kociolek & 

Cody (Centrales， Bacill町iophy田 ae)in Japan. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 48: 105・108.

Cyc/otubic，四 litusundatus St田 m町"Kociolek & Cody w酪 foundin曲目eponds in Gunma pr芭fecture，cen凶 Ja戸n.It 
w白血e日間tfinding except血etype 10caIity. Japanese specimens are characterized by the center of由es甘iaebeing 

町田ntricand蹄 olaerows being w田k1yfasciculated. In SEM ob田刊紙ioo，ou附加besof marginaI fi凶to卯 IrtuI田町田nged

around曲ejunction of vaIve fa四 andmantle， and血eyhave the spatula-shaped processes projecting externally. In 

internaI view， marginal fultoportulae wi由twosatellite pores locate at the junction of valve f:副理卸dm田氏.悶moportula

stands on the same line of fultoportulae. Fultoportula is absent in the valve face. A問。.Iaeon the valve face are larger 

血曲目loseon the mantle and have the domed crib悶.The mantle areolae have the f1at cribra. The担 ch町ac旬四a毘血e

same as the original discription of C. u.出量atus.

Keylnd，町 Words:CyclotubicoaIitus undatus-Centrales-Bacillariophyceae 

I Chuoh Senior High School， Shinbo阻naka196， Takasaki， Gunma， 370・0∞13Japan 
2 Department of Biology，官官NipponDental University， Fujimi 1-9-20， Chiyoda-ku， Tokyo， 102-8159 Japan 

緒言

1991年，関東地方の湖沼の珪藻の種組成を調査を

する中で，いままで本邦から記載されたことのない中

心類の一種を群馬県波志江沼から見い出した (Figs2・

5)。その後，同種と思われる個体を岡県内の多々良沼，

城沼からも見い出した (Figs6同 9)。本種はアメリカ合

衆国から記載されたプランクトン性のの'C/otubicl叫 i附

w曲師S旬開neI;Kociolek &α均 (Stoermeret al. (990)に

類似しており，この種との比較のためSEMによる微細

構造の観察をおこなった。その結果，群馬県の3池沼

から見い出した種は本種であることが明らかとなっ

た。本種は原産地であるアメリカ合衆国サウスカロラ

イナ州の発電所の冷却用水域であるL湖以外からは知

られていない。したがって本報告は，本邦初の記載で

あると共に原記載された地域以外からの初めての報告

である。

本種は光顕観察等では殻面が波打ち，弱い胞紋束を

もち，縁辺部に突起をもつなどStephanodiscus属と共

通した特徴をもっ。そのためこれまで本属の種として

同定されるか，この属の種の奇形として扱われてきた

可能性がある。今後SEMによる詳しい観察によって，

日本各地から新たに報告されると恩われる。

材料と方法

試料は， 3池沼とも採水した湖水をホルマリン水溶

液によって固定，静置沈殿させたものである。採集地

のデータは次のとおりである。(1)波志江沼(Hashie-

nurna pond):群馬県伊勢崎市，(36.21礼 139・12'E)，標高

88m， 1991-9・30採集， HAS-201， 2020(2)多々良沼

(Ta国 a-nurnapond):群馬県館林市，(36.15・N，139. 30'E)， 
標高 20m，1991-10・21採集， TAT-030(3)城沼(Jou-nurna

pond):群馬県館林市，(36.14'N， 139.33'E)，標高 17.5m，

1991-10・21採集， JON・03。

光顕観察試料は酸処理により被殻の洗浄をおこな

い，プルーラックスで封入した。走査電子顕微鏡は目

立S-4∞oおよびS-50ooを使用した。
原産地であるサウスカロライナ州のL湖の水質は，

試料を採取した1988年5月測定値からみて，富栄養で

暖水の水域である (Stoermeret aJ. 1990)。多々良沼と

城沼で視IJ定したBODはそれぞれ22mg/l，16mg/lであ
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り(群馬県衛生環境部公害課 1990)，両沼は富栄養の

水域といえる。このことはL湖の水質と良く一致する。

なお，波志江沼は淡水魚の養殖をおこなっているため，

富栄養化した水域と思われる。

結果と考察

はじめに原記載にもとづいて，本種の特徴をまと

め，ついで，今回得られた光顕とSEMによる観察結果，

および原記載との比較について述べる。

Family Thalassiosiraceae 

Genus Cyclotubicoalitus 

Cyclotubicoalitus undatus Stoermer， Kociolek & Cody， 

Diatom Res. 22: 172，173. Figs 1・9.1990.

Type locality: L Lake， Barnwell County， South Carolina， 

U.S.A. 

Ho1otype: Slide no. GC55688 in出eDiatom Herbarium， 

Academy of Natural Sciences of Philade1phia 

本種は現在のところ 1属1種である。属名は有基突

起の外管(outertubes)に付随したへら状の突起を持つこ

とに由来する。本属の特徴は，殻面の条線は弱く束出

するが，肋によって分離されない。殻面と殻套の接

合部には有基突起の外管の基部で接合するへら状突起

が存在し，その数は 32-40個である。中心域に有基

突起はなく， 1個の唇状突起が殻縁有基突起の間にあ

る。殻は円形で直径 10.5-16μm，殻面は偏心的にうね

り，条線は 10μmに約 24本である。孔状胞紋は外側

では単純であるが，内候ijではドーム状の網目状師板を

もっ。有基突起は短い管で，内側に2個の付随孔を持

つ。殻套部の胞紋は細かく，内側では平らな網状師板

である。唇状突起の外側の関口は，目立たないが2つ

の有基突起の聞に位置する。

波志江沼，多々良沼，城沼から出現した本種の殻径

は，波志江沼 13-15μm，多々良沼 13・15μm，城沼 12.5

-14.0μmで共に原記載 (10.5-16.0μm)の範囲内にあ

る。条線列の中心はしばしば殻の中心からずれており，

殻蘭は偏心的にうねっている (Figs2・7，10， 12)。条

線列は放射状で弱く東出する。条線数は波志江沼で 19

-22本/10.μm，多々良沼で20-26本/1O，um，城沼では

20 -23本/10.μmである。胞紋の密度は波志江沼で 18司

25個/10.仰n，多々良沼で20個/10μm，城沼では22-24 

個/10.μmであった。殻套部は殻面より細かい平行の胞

紋列になる (Fig.11)0殻縁近くで黒〈見える点が本属

の特徴とされる突起である。これは殻縁有基突起の管

状の関口とへら状の突起が接着したもので，殻套側が

殻縁有基突起，殻面側がへら状突起である (Figs13 -

Niigata Pref. 

Saitama Pref. 

Fig. 1. Map showing the sampling sites. 

15)。その数は波志江沼で30-37個，多々良沼で27・

34個，城沼では 28-33個であった。殻の内側では殻

縁有基突起は2脚の付随孔を伴っている(Figs17， 19)。

殻面有基突起は存在しない。唇状突起は殻縁有基突起

とほぼ同じ高さに l個存在する (Fig.19)。殻内面では

胞紋はドーム状の師板をもっている (Figs17 -19)。殻

套部の胞紋は殻面よりも小さく師板は平らである

(Figs 17， 19)。胞紋束を形作る肋は内側ではまったく

見られない。

光学顕微鏡下では (Figs2・9)，本種は弱く束出し

た条線列，および殻縁の閉鎖突起の存在から小形の

Stephanodiscus属(cf.Stephanodiscus hantzschii Grun.;小

林ら.1985)やこの類縁種 (CycJostephanoscostatilimbus 

(Kobayasi & Kobayashi) Stoermer， Hakansson & Theriot; 

Stoermer et al. 1987， Pliocaenicus omarensis (Kuptz.) 

Round & Hakansson ; Tanaka & Kobayasi 1999) と区別

が難しい。しかし，本種の条線は， 1 列の胞紋列によっ

て構成される。このことは，本穫と Stephanodiscus属，

CycJostephanos属とを区別する手掛かりとなる。また，

CycJostephanos属とは殻套部における肋の発達が無い

ことからも区別することができる，さらに，殻面が条

線の束出中心から同心円的にうねることで，殻面を横

にうねる Pliocaenicus属と区別できるo

引用文献
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pp335.群馬県衛生環境部，前橋.

小林弘・井上裕喜・小林秀明 1985.日本産小形ステ
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類 33:233-238. 
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Figs 2-15. Cyc/olllbicoalil/ls IlIIdallls SlOcrmcr. Kociolck & Cody. LM and SEM 
Figs 2-3. 4・5.6-7or 8-9 are same ¥'al¥'c shown m diffcrcnt focul plancs、vithLM. Figs 2-5 frol11 Hashic-numa. Figs 6.7 from Tntara-numa. Figs 
8.9 fTom Jou-numil. Fig. 10. External vicw of CQncave valvc. Fig. 11. Enlarged view of Fig. 10 showing valvc face and mantle areolae rows and 

fused processes. Fig. 12. External vicw 01' convex valvc. Figs 13-15. Enlarged vic¥V of ouler tubcs of marginal rultoportulae wIth spalUla-

shaped processes. LM. Scale bars = 1 0μm (Figs 2-9). 2pm (Figs 10.12). 1μm (Fig. 11).0.5μm(Figs 13・15)
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Figs 16-19. Cyc!otl/bicoa!itl/s I/Ild{{/I/s Stoenner， Kociolek & Cody， SEM 
Fig. 16. Il1ternal view ofconvex valve. Fig. 17. El1larged view ofFig. 16 showing rimoportula. fultoporlulae、，vitht¥VO sate¥lite pores and valve 
face and mantle. Fig. 18. Internal view of concave valve. Fig. 19. Enlarged view 01' Fig. 18 showing rimoporlula， fultoporlulae with two sate¥lile 

po悶sand domed cribra on the valve face and nat cribra 011 'the manlle. SEM. Scale bars = 2μJ1l (Figs 16， 18)， 1μJ1l(Figs 17， 19). 

Cyclostephanos species newly reportecl from North 

America: C. tholiformis sp. nov. ancl C. coslatilimbus 

comb. nov. Br. Phycol. J. 22: 349司458

Stoerm巴r，E. F.， Kociolelく， J. P. & Cocly， W. 1990. 

Cyclotubicoalitus undatus， g巴nllset sp巴clesnova 

Diatom R巴search5: 171-177 

Tanaka， H. & 1くobayasi，H. 1999. Pliocaetucus costallls ancl 

P. omarensis fOllncl in Japan. p. 135-143. [n: Mayama， 

S.， Tclei， M. & Koizumi， I. (ecls.) Proceeclings of the 14th 

lnternational Diatom Symposium. Koeltz， Ko巴I1Igstell1.

(Reciev巴CI19 Jan. 2000， Accepted 15 Mar. 2000) 
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御前崎における漂着サガラメの葉状部消失

堀内俊助 1・中山恭彦2

1株式会社テクノ中部 (455・8512愛知県名古屋市港区大江町3-12)

z三洋テクノマリン株式会社 (103・0012東京都中央区日本橋掘留町 1-3・17)

Shunsuke Horiuchi 1 and Yasuhiko Nakayama 2. 2000. Loss of laminae observed on the drifting plan臼ofEisenia 

arboreaon白eco酪tof Omaezaki， Shizuoka Prefecture， Japan. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 48: 109・112.

In Hainan County of Shizuoka Prefecture， kelp forests of Eisenia arborea have col1apsed since the middle of the 

1980・s，whereas the local population has remained unaffected off Cape Om師団ki.Eisenia thalli cast ashore were 
sampled at the cape every month from August to December in 1999. Sporangial sori we陪 foundon the pinna from 

October to November. However， bite marks of the herbivorous自sh，Siganus fuscescens， were ob田rvedon 1副叫naeof

all collected thalli， particularly on the tip of each pinna from August to December. The ratio of pinnae shonened by 

耳目zingincreased month by month， and pinnae were rarely found among the col1国防d由alIiinDe田mber.Sucha随時間

loss of pinnae， including during the陪productiveseason， may陪sultinlow陪cruitment，and in tum， delay the問covery

of曲eE. arborea population. 

Key Index Words: drifting plants -Eisenia町'bo問a-grazing -herbivorous fish -Siganus向sc自国間

lT，田:hnoChubu Co.， Ltd.， Oe・cho3・12，Minato-ku， Nagoya， Aichi 455・8512，Japan. 

2 Sanyo Techno Marine， Inc.， Nihonbashi Horidome-cho 1-3-17， Chuo-ku， Tokyo 103-0012， Japan. 

カジメ属 Ecklonia，アラメ属 Eisenia海藻は，日本

沿岸の重要な海中林構成種である。黒潮影響域では，

これら海藻の葉状部が消失する現象が報告されている

(吉村・清本 1999)。静岡県においては，河尻ら (1977，

1981)が下回市田牛においてカジメ Eckloniacavaが高

水温により凋落，枯死したことを報告しており，由比

町山下地先(佐々木 1980)，由比町山下地先~西倉沢

沖漁場と焼津地先(松岡ら 1977)，坂井平田~地頭方

地先(長谷川 1996)においても，凋落，枯死が発生し

たという。一方，宮崎県日向灘北部の熊野江，門川地

先において，アイゴSiganusfuscescensの食害によりク

ロメ Eckloniakurome群落の葉状部が消失し(清水ら

1999) ，長崎県下では，プダイ CaJotomusjaponicusやア

イゴによるアラメ類の葉状部の欠損が発生している

(桐山ら 1999)。このように，カジメ属，アラメ属海藻

の葉状部が消失する原因として，枯死と食害の2例が

報告されているが，両者を識別するために適切な調査

方法の必要性も指摘されている(新井 1996)。

静岡県榛南地方には，かつてサガラメ Eisenia

u加lrea，カジメの大群落が形成されていたが，昭和60

年頃から衰退し，現在は，磯焼け状態が持続しており，

わずかに御前崎の仰の先端に位置する平磯 (Fig.1)に

サガラメ群落が生残する状況となっている(長谷川

1996)。ここは沖合約400mまで平均勾配約1/80の岩

盤による緩斜面が続いており，突出した岩が点在し，

複雑な地形を呈している。この平磯は，年間を通して

波当たりが強<，汀線際にサガラメの漂着を観察する

ことができる。著者らは，サガラメの成熟時期である

夏から秋にかけて，御前崎町地先の海岸に漂着するサ

ガラメの子護斑形成について経時的に観察を行なって

きたが， 1999年夏から秋にかけて，葉状部の消失した

漂着サガラメが認められ，その原因が藻食性魚類の採

食活動であることが判明したので報告する。

調査は， 1999年8月から 12月に静岡県榛原郡御前

崎町地先の海岸において行った (Fig.1)。早朝に汀線

の距離10伽1の範囲において，茎部に傷みが少なく，葉

状部に変質のない新鮮な漂着サガラメを採集し，その

うちの葉状部のある藻体について 10-20個体を無作
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に示した。漂着サガラメの謀体数は 11月24日に肢も

多く ，茎部のみとなった深体の剖合は調査開始時から

経H寺的に増加する傾向にあり ， 1 2 月 1 3 日 に 'II~ も多く

認められた。調査期間中，採集された探活サガラメの

禁状音11は程度に差があるものの，総じて著しくt負傷し

ており， 1l!1l 業には， 三 日月型の連続した :}l~閥、が例外な

く認められた (Fig.4)。その痕跡は， 1:1"山・ 新井(1999) 

が示したアイゴの採食痕の特徴とよく 一致しており，

採集した諜体の損傷が，アイコAの採食により引き起こ

されたものと判断された。川俣 (1998)は，千葉県銚

子市海鹿島の海岸で，基盤から剥附したアラメ Eisenia

bicyclisが潔着するまで lカ月を要すると推察してい

るが，現地で観察された漂着サガラメは新鮮で変質や

擦り傷などの傷みが少ないことから，基撚から剥出Iv.し

た後ごく短期間にI訴えすしたもので，基盤に着生してい

為抽出した。禁状部の被食状況は，被食の少ない最大

側菜の形状を基準とし，0:被食なし， 1:官!II紫の約半分以

Fの被食， 2:1則禁の約半分の被食， 3目↑l!Il*の約半分以上

の被食，4分叉校の直上まで被食または分叉校のみ，

の5段階の被食度に区分し (Fig.2)，採集したi液体の

おおむね最大長に達した中央~上告11の1l!1l*すべてにつ

いて評価した。ただし，最上部の1f!IJ業(全1l!11業数の約

10%にあたる数の側菜)では末枯れによる欠損が想定

されたため，これについては除外した。同H寺に，上記

と同一部位の側業について，子義政Tの有無を調べた。

この|時 ， 被食度 3 以上の側来ーでは子~~l涯を確認できな

いことが想定されたため，被食j支2以下の111リ設に限定

して，子嚢斑の有無を調べた。

採集した漂着サガラメの謀体数と，そのうち禁状音11

が消失し茎音11のみとなった議体の占める剖合を Fig.3
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る11寺点で被食したものと判断された。

採食痕の位置は，多くの場合，1.則禁先端部に集中し

ており (Fig.5-1)，まれに側業縁辺音1¥で述統している

ものも認められた (Fig.5-2)。カジメでは，アイゴが

遊泳中に採食しやすい来状部の上部に採食jl~が多く認

められることが報告されている (中111'新井 1999)が，

今回，サガラメのすべての側業に採食jL~が均等に認め

られた理由を推察してみると，官!IJ繋が分叉校から羽状

に生じ高さがほぼ一様であるため，アイゴが均等に採

食した結果と恵、われる。このような異なった被食犠式

Fig. 7. Drifting Eisenhl arborea plant collected along the coaSI 01 

Omaezaki in Novell1ber 1999. Pinnae grazed up 10 the stipe 
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は，群落の組成や密度，周辺環境に起因するものと考

えられるが，さらに詳しい調査が必要て・ある。

採集された深体の側業の被食状況の経時変化をFig.

6に示した。調査を開始したB月下旬には，すでにほぼ

すべての側業の一部が被食しており，被食が経I時的に

進行し， 10月上旬には側繋が極端に短くなり (Fig.5-
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1)， 11月中旬には側葉の半数が消失し， 12月には，側

葉の大部分が消失した (Fig.7)。このような漂着サガ

ラメ藻体の被食とその経時的な進行は，御前崎の岬の

海岸全域に認められた現象であることから，海域に

残っているサガラメ群落においても葉状部の消失が発

生しているものと考えられた。採集された藻体に子嚢

斑が観察された時期は 10月下旬から 11月下旬であり

(Fig. 8)，この時期の葉状部面積の縮小は，海域への遊

走子供給量の減少，群落維持・更新機能の低下を示唆

している。

今回，海岸に漂着するサガラメの葉状部を経時的に

詳しく調べることにより，藻食性魚類によるサガラメ

の食害過程を観察することができた。漂着海藻を用い

た調査は，年間を通して波当たりが強い海域で定期的

に実施が可能であること，海藻群落に対して非破壊的

なサンプリング方法であることなどの点において優れ

ており，藻食性魚類による海藻群落の食害過程をモニ

タリングする手法のーっとして有効であると考えられ

る。

本研究を行うにあたりご協力戴いた，静岡県漁業

協同組合連合会浜岡温水利用研究センター主任の稲葉

義之氏，同センター研究員の佐竹顕一氏に深く感謝申

し上げる。
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吉田忠生 1・吉永一男 2・中嶋泰2.日本産海藻目録 (2000年改訂版)

Tadao Yoshida 1， Kazuo Yoshinaga 2 and Yasushi Nak吋ima2:

Check List of Marine Algae of Japan (Revised in 2000) 

， (818・0103福岡県太宰府市朱雀6・13・13)
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1985年までに日本の沿岸から記録された既知の種を

予備的にまとめて「日本産海藻目録」を刊行してから，

その後の知見によって 5年ごとに 1990年， 1995年に

改訂版を刊行してきた。編集の方針として，報告され

た種をすべて収録することとして，それぞれの種につ

いての分類学的な検討を行わなかった。その後，吉田

によって「新日本海藻誌」が1998年に出版され，命名

規約に反する名前や，不確実な記録が整理され，約

1400種が記述された。ここに2000年春までに発表さ

れた情報を加えて改訂を行ない， 2000年改訂版として

刊行することとした。

目録の編集にあたっての方針を下記に示す:

-採録した範囲は南は与那国島，小笠原島から北は北

海道までの現在の行政範囲内で，これまでに記録さ

れた種に限る。

・目までの分類体系は吉田(1998)に従い，科と属，種の

配列はalphabet順とした。

・属名の綴りなどはNCU-3(Namesin Current Use-3. 

Regnum Vegetabile vol. 3. 1993)のものを採用した。

-種小名はすべて小文字とし，その語尾は規約に従つ

て改めてある。種以下の分類群が認められている場

合には，イワズタ属など一部を除いてノートの中に

取り上げた。人名にはスモールキャピタルを用いな

いことにした。

-国際植物命名規約(ICBN)"TokyoCode"(i994)に従つ

て，著者引用に"ex"だけを表記し， lIin"は文献引用

の場合のみ使用することとした。著者引用が長くな

るとき， 3人以上の場合には2番目以下をetal.で省

略する。また "ex"の前の著者名は省略しでもよい。

組み合わせの場合には基名basionymの著者を示す

カッコ内の著者名も省略することがある。著者名が

よく知られていて混同の恐れが無いときには

Linnaeus→Linne， L.， Kutzing→Kutz.， Kg.， Agardh 

→ Ag.などのような習慣的な略し方をしてもよい。

-異名synonymは岡村「日本海藻誌jなどに用いられ

ているような主なものと，前回の「目録jで採用さ

れたものを[1に入れて示した。
-種の和名はすでに発表されたものを採用した。ここ

で新しく発表されたものには(新称)と付記した。種

が纏められたために和名が二つ以上になった場合に

はそのひとつを用いるようにした。属と属以上の分

類群については代表的な種の和名から付けることを

原則とした。その他の場合はカタカナ書きとした0

.注記の必要な種には名前のあとにカッコ付き番号を

つけ，緑，褐，紅藻のリストのあとに列記した。

・この目録で新しく収録された名前には種小名の前に

*をつけて示した。

・この目録の中で用いられている略語には次のような

ものがある:

auct. japon. = auctorum japonicorum日本の多くの著者に

よって習慣的に用いられてきた名前。

auct. non=原著者のものと異なる。

frat. = frater兄弟。 f.= filius子。

ineditaeラテン誇記載を伴わず，正式の発表でない。

nom. cons. = nomen conservandumより古い名前に対し

て保留が認められ，国際植物命名規約付録に収録

されている名前。保留(保存)名。

orth. cons. = orthographia conservanda最初に発表された

ときと異なる綴りが慣用により一般化し，保留が

認められたもの。

sensuある著者が同定の誤りなどにより用いた名前。

この目録の改訂には多くの方々のご意見やご指摘を

頂いた。とくに北海道大学増田道夫教授，(財)海洋生物

環境研究所馬場将輔博士からは細部にわたってご教示

頂いた。厚くお礼申し上げる。このような「目録Jは
研究の進展に伴って常に改訂されるべきもので，これ

からもご意見と情報をいただければ幸いである。
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CHLOROPHYCEAE Wille in Warming， 1884緑藻綱

(UL VOPHYCEAE Stewart et M叫 ox，1978)

TETRASPORALES Pascher， 1915ょっめも目 In陪moretiaSetchell et Gardner， 1920インテルノレテイ

ア属 (5)

Tetrasporaceae Wittr∞k， 1872 nom. cons.ょっめも科
PaJmophyllum Kutzing， 1847パルモフィルム属

crassum (Naccari) Rabenhorst v低 orbicu1are(Bornet) 

Feldmann 

CHLOROCOCCALES Pascher， 1915 

クロロコックム目

Endosphaeraceae (Klebs) Artari， 1892エンドスフアエ

ラ科

Chloroch列1・umCohn， 1872クロロキトリウム属 (1)

porphyrae Setchell et Gardner 

Codiolum A. Braun， 1855コデイオルム属

g官:gariumA. Braun 

Gomontia Bornet et Flaha叫t，1888かいみどり属

po~戸企iza(Lagerheim) Bornet et Flahaultかいみどり

ULOTRICHALES Borzi， 1895ひぴみどろ目

Collinsiellaceae Chihara， 1967らんそうもどき科

Collinsiella Setchell et Gardner， 1903らんそうもどき属

cava (Yendo) Prinzしわらんそうもどき

japonica (Yendo)針intzこつぶらんそうもどき

tubercu1a飽Setchellet Gar由ぽらんそうもどき

Collinsiellopsis口lihara，1967にせらんそうもどき属

expansa Chih闘にせらんそうもどき

Ulotrichaceae K首位ing，1843ひぴみどろ科

目。白色Kutzing，1833ひぴみどろ属 (2)

fIacca (Dillwyn) Thw官tひぴみどろ

[pseudofIaccaほそひぴみどろI
implexa (Kutzing) Kutzing 

CHAETOPHORALES Wille in Engler et Prantl， 1909 

カエトフォラ目

Chaetophoraceae Greville， 1824カエトフォラ(たまも)

科

Bolbocoleon Pringsheim， 1863ボルボコレオン属

piliferum Pringsheim (3) 

Entocladia Re泊ke，1879エントクラデイア属 (4)

hypoglossiae Nodaないせいほそいとも

polysiphoniae Setchell et Gar由巴r

fry棚 aSetchell et Gardner 

Pringsheimiella Hohnel， 1920プリングスハイミエラ属

* scutata (Reinke) Hohnel ex Marchewianka (6) 
Ulvella Crou組合at.， 1859あわぴも属 (7)

lens Crouan frat.あわぴも

PHAEOPHILALES Chappell， O'Kelly， Wilcox et Floyd， 

1990ねじれみどり目

Phaeophuaceae Chappell， O'Kelly， Wilcox et Floyd， 1990 

ねじれみどり科

Phaeophila Hauck， 1876ねじれみどり属

dendroides (Crouan frat.) Battersねじれみどり (8)

UL V ALES Blackmann et Tansley， 1902あおき目

Capsosiphonaceae Chapman， 1952かぷさあおのり科

Capsosiphon Gobi， 1879かぷさあおのり属

命lvescens(C. Agardh) Setchell et Gardnerかぷさあお

のり

grc国，nlandicus(J. Agardh) Vinogradovaひもひとえぐ

さ

[Monostroma groenlandicum] 

Kornmanniaceae Golden et Cole， 1986もつきひとえぐ

さ科

Kommannia Bliding， 1969もつきひとえ属 (9)

leptoderma (悶ellman)Blidingもつきひとえ

[z，ωtericola] 

[Mono.喧加.mazostericola] 

MOD<ωtroma旬ceaeKunieda， 1934ひとえぐさ科

Monostroma Thuret， 1854ひとえぐさ属

aJittorale Tanaka et K. Nozawaしんかいひとえぐさ

angicava Kjellmanえぞひとえぐさ

crassidermum Tokidaあつかわひとえ

crassissimum Iw細 otoあつばひとえ

g官villei(百 uret)Wittrockうすひとえぐさ

nitidum Wittrockひとえぐさ(10)

[latissimumひろはのひとえぐさ]

oxyspermum (Kutzing) Dotyまきひとえ(11)

[tubiformeらっぱひとえ]
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[ wittrockiI1 
Protomonostroma Vinogradova， 1969しわひとえぐさ属

unduJatum (Wit町ock)Vinogradovaしわひとえぐさ

[Monostroma unduJatwη] 

[Monostroma puJchrum sensu Yendo) 

U1vaceae Lamouroux ex Dumortier， 1822あおさ科

Blidingia Kylin， 1947ひめあおのり属

marginata (J. Ag紅dh)Dangeardほそひめあおのり

[Enteromorpha marginata) 

minima (Nageli) Ky1inひめあおのり

[Enteromorpha micrococca] 

[Enteromorpha nana var. minima] 

ChJoropeJta Tanner， 1980ひめぼたんあおさ属

caespiω'saTannerひめぼたんあおさ(12)

Enteromorpha Link in Nees， 1820 nom. cons.あおのり属

(13) 

cJathrata (Roth) Grevilleたれつあおのり

compressa (Linnaeus) Neesひらあおのり

crinita (Roth) Neesほそえだあおのり

[ramuJosaひげあおのり]

flexuosa (Wulfen) J. Agardh 

[pJumo飽きぬいとあおのり，わたげあおのり]

intestinalis (Linnaeus) Neesぼうあおのり

[ capillarisいとあおのり]

Jinza (Linnaeus) J. Agardhうすばあおのり

proJifera (M凶ler)J. Agardhすじあおのり

Percursaria Bory， 1823ペルクルサリア属

percursa (c. Ag訂品)Rosenvinge 

日vaLinnaeus， 1753あおさ属

amamiensis Tanakaうしゅくあおさ

arasakii Chiharaながあおさ

congJobata Kjellmanぼたんあおさ(14)

fasciata Delileりぼんあおさ

fenestrata Postels et Ruprechtちしまあなあおき(15)

japonica (Holmes) Papenfussやぶれぐさ

[Letter古tedtiajaponica] 

Jactuca Linnaeusおおばあおさ

[latissima sensu Nagai] 

pertusa Kjellmanあなあおさ

reticuJata Forsskalあみあおさ

spinuJosa Okamura et Segawa 

subJittoralis Segawaおおあおさ

Ulvaria Ruprecht in Middendorff， 1851 くろひとえぐさ

属

率良lscaRup問chitくろひとえぐさ(16)

[obscura) 

[Monostroma fusca] 

[Monostroma fuscum v釘 .spJendens 

おおひとえぐさl

PRASIOLALES Fritsch in West et Fritsch， 1927 

かわのり目

Prasiolaceae Blackman et Tansley， 1902かわのり科

PrasioJa (C. Agardh) Meneghini， 1838 nom. cons. かわ

のり属

deJicata Setchell et Gardnerひめいそかわのり

CLADOPHORALES West 1904しおぐさ目

Anadyomenaceae Kutzing， 1843うきおりそう干ヰ

Anadyomene Lamouroux， 1812うきおりそう属

wrightii Harveyうきおりそう

Microdictyon Decaisne， 1841あみもょう属

japonicum Setchellあみもょう

nigrescens (Yamada) Setchellくろあみもょう

okamurae Setchellたのもぐさ

vanbosseae Setchellしぼりあみもょう

VaJoniopsis B回rgesen，1934，ほそぼろにあ属

pachynema (Ma巾 ns)Borgesen ほそばろにあ

[VaJonia confervoides] 

WilleeJla Borgesen， 1930ひらしおぐさ属(17)

japonica Yamada et Segawaひらしおぐさ

ordinata B世rgesenなんかいひらしおぐさ

[CJadophora ordinata) 

C1adophoraceae Wille in Warming， 1884 nom. cons 

しおぐさ科

Chaetomorpha Kutzing， 1845じゅずも属

aerea (Dillwyn) Kutzingたるがたじゅずも

antennina (Bory) Kutzingえながじゅずも

[media) 

basiretrorsa Setchellちやほじゅずも

brachygona Harvey 

crassa (c. Agardh) Kutzingほそじゅずも

graαjis Kutzingわたじゅずも

Jinum (Muller) Kutzingうすいろじゅずも

meJagonium (Weber et Mohr) Kutzing 

はりがねじゅずも

moniJ怨'eraKjellmanたまじゅずも

pachynema (Montagne) Kutzingぼうじゅずも

spiraJis Okamuraふとじゅずも

Cladophora Kutzing， 1843 nom. cons.しおぐさ属

aJbida (Nees) Kutzingわたしおぐさ

aokii Yamadaあおきしおぐさ
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arenaria Sakaiすなしおぐさ

catenata (Linnaeus) Kutzingかびしおぐさ

[fuliginosa] 

conchopheria Sakaiかいごろも

fascicularis (Mertens ex C. Agardh) Kutzingふさしお

ぐさ

gracilis Kutzingなよしおぐさ

japonica Yamadaおおしおぐさ

meridionalis Sakai et Y oshidaみなみしおぐさ

[patula Sakai] 

ohkuboana Holmesかたしおぐさ

oligocJada Harveyさいだしおぐさ

opacaSakaiつゃなししおぐさ

[glaucescens auct. japon.] 

pusilla Sakaiこしおぐさ

rudolphiana (C. Agardh) Kutzingたまりしおぐさ(18)

rugulosa Martensくろしおぐさ

rupestris (Linna，巴us)Kutzingいわしおぐさ

ryukyuensis Sakai et Y oshidaちやほしおぐさ

[魚崎iataH町 ey]

sakaii Abbottあさみどりしおぐさ

[densa Harvey] 

sibogae Reinboldねだししおぐさ

speciosa Sakaiみやびしおぐさ

stimpsonii Harveyきぬしおぐさ

uncinella Harveyまきしおぐさ

wrightiana Harveyちゃしおぐさ

RhizocJonium Kutzing，ねだしぐさ属

grandeB回rgesenおおねだしぐさ

hookeri Kutzingおきなわねだしぐさ

implexum (Dillwyn) K首位mgかわぐちみどろ(19)

[kemer司

[kochianumびろうどみどろ]

riparium (Ro血)Kutzing ex Harvey ほそねだしぐさ

[arenosum] 

tortuosum (Dillwyn) Kutzingながもつれ

ACROSIPHONIALES Kommann ex Silva， 1982 

もつれぐさ目

Acrosiphoniaceae Jonsson， 1959もつれぐさ科

Spongomorpha Kutzing， 1843もつれぐさ属 (20)

duriuscula (Ruprecht) Collinsもつれぐさ (21)

[ breviarticula飽きたみもつれぐさ]

heterocJadia Sakaiいぶりもつれぐさ

[mertensii f. tenuis ほそもつれぐさ]

mertensii (Y endo) Setche¥l et Gardnerかぎもつれぐさ

[Acrosiphonia mertensiI] 

saxatilis (Ruprecht) Collinsとげなしもつれぐさ

spiralis Sakaiうずもつれぐさ

Urospora Areschoug， 1866 nom. cons.しりおみどろ属

penicilliforrnis (Roth) Areschougしりおみどろ

[mirabilis] 

worrnskioldii (Mertens) Rosenvingeおおしりおみど

ろ

SIPHONOCLADALES (Blackman et Tansley) 

Oltmanns， 1904みどりげ目

Boodleaceae B回rgesen，1925あおもぐさ科

Boodlea Murray et De Toni in Murray， 1889あおもぐさ

属

coacta (Dicki巴)Murray et De Toniあおもぐさ

composita (Harvey) Brandはねあおもぐさ

[siamensisゆるあおもぐさ]

Phyllodictyon J.E. Gray， 1866おおあみは属 (22)

haterumense (ltono) Kraft et W戸meひめあみは

[Struvea haterumensis] 

orientale (A. et E.S. Gepp) Kraft et Wynneおおあみは

[Struvea orientalis] 

S加 veaSonder， 1845 nom. cons.あみは属

anastomosans (Harvey) Piccone et Grunowさいのめあ

みは (23)

[enomotoi Chihara (ineditae)] 

[ delicatula] 

[tenuisあみは]

japonica Okamura et Segawaまるあみは

Siphonocladaceae Schmitz， 1879 nom. cons.まがたまも

科

Boergesenia Feldmann， 1938まがたまも属

forbesii (Harvey) Feldmannまがたまも

[Valonia forbesiI] 

Chamaedoris Montagne， 1842たんぼやり属

orientalis Okamura et Higashi たんぼやり

Cladophoropsis B日rgesen，1905 nom. cons.みどりげ属

corallinicola Kajimura (24) 

* fascicuJatus (Kjellman) WilIeみどりげ(25)
herpestica (Montagne) Howeかたばみどりげ

[zollingeri sensu Y amada] 

sundanensis Reinboldひめみどりげ

vaucheriaeforrnis (A陀schoug)Papenfussきつねのお

SiphonocJadus Schmitz， 1879くだねだしぐさ属

tropicus J. Agardhくだねだしぐさ

Valoniaceae Kutzing， 1849 !t.ろにあ手ヰ
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Dictyosphaeria Decaisne ex Endlicher， 1843 きっこうぐ

さ属

cavemosa (Forsskal) B日rgesenきっこうぐさ

[fabulosa] 

versluysii Weber-van Bosseむくきっこうぐさ

[ bokotensisとげきっこうぐさ]

Valonia C. Agardh， 1822ぼろにあ属

aegagropila C. Agar世1たまぼろにあ

fastigiata Harvey ex 1. Agardh 

macrophysa Kutzingたまごばろにあ

oblongata J. Agardh (26) 

utricularis (Roth) C. Agardh ばろにあ

Ventric，叩 iaOlsen et West， 1988おおばろにあ属

ventricosa (J. Ag訂仙)Olsen et Westおおばろにあ

[Valonia ven凶'cosa]

CAULERPALES Fel也nann，1946いわずた目

Caulerpaceae Kutzing， 1843いわずた科

Caulerpa Lamouroux， 1809いわずた属

brachypus Harveyへらいわずた

cupressoides (VaJ叫)C. Agardh 

var. cupressoides 

var. lycopodium Weber-v飢 Bosse

f. amicorum (Harvey) Weber-van Bosseびゃくしん

ずた

f. disticha Weber-van Bosse 

f. elegans Weber-van Bosseうつくしずた

fastigiata Montagneけいわずた

fergusonii Murrayふじのはずた

filicoides Yamadaひめしだずた

[venicillata f. acuta] 

lentillifera J. Agardhくびれずた

microphysa (Weber-van Bosse) Feldmannこつぶせん

なりずた

nummularia Harvey ex J. Agardhすずかけずた

旬eltatavar. n凶nmularia]

okamurae Weber-van Bosseふさいわずた (27)

f. oligophylla Okamura 

[tatey.創naensisY endo] 
parvifolia Harveyひないわずた

racemosa (Forssk創)J. Agardh (28) 

var. clavifera (Tumer) Weber-van Bosse 

f. macrophysa (Kutzing) Weber-van Bosseせんなり

ずた

f. reducta B匝rgesen

V訂 .laete-virens (Montagne) Weber-van Bosseすりこ

ぎずた

V訂 .lamourouxii (Tumer) Weber-van Bosse ひらえ

ずた

var. occidentalis (J. Agardh) B回rgesenえっきずた

var. peltata (Lamouroux) Eubankたかっきずた

var. uvifera (C. Agardh) J. Agardhこはぎずた

scalpelliformis (R. Brown ex Tl町ner)C. Agardh 

var. denticulata (Decaisne) Weber-van Bosseあまみ

のくろきずた

* var. scalpelliformisくろきずた (29)
serrulata (Forsskal) J. Agardh 

[斤eycinetiI1
var. boryana (J. Agardh) Yamada et Tanaka 

f. occidentalis (Weber-van Bosse) Yamada et Tanaka 

さいはいずた

var. serrulata 

五lata(Weber-van Bosse) Tsengよれずた

senularioides (Gmelin) Howe 

f.long伊s(J. Agardh) Collinsたかのはずた

subserrata Okamuraきざみずた

taxifolia (V油1)C. Agardhいちいずた

venicillata J. Agardh 

f. charoides Harvey ex Weber-van Bosseうちわずた

webbiana Montagne 

f. disticha Weber-van Bosse 

f. elegans Yamada et Tanaka 

f. tomentella (Harvey) Weber-van Bosseこけいわず

た

Caulerpella Prud'homme van Reine et Lokhorst， 1992 

ひめいわずた属

ambigua (Okamura) Prud'homme van Reine et Lokhorst 

ひめいわずた

Chaetosiphonaceae Blackman et Tansley， 1902 ケート

シフォン科

Blastophysa Reinke， 1889あわみどり属

rhizopus Reinkeあわみどり

Udoteaceae J. Agardh， 1887はごろも科

A vrainvillea Decaisne， 1842はうちわ属

amadelpha (Montagne) A. et E.S. Geppくさびがたは

うちわ (30)

[lacerata] 

[lacerata var. robustior] 

erecta (Berkeley) A. et E.S. Geppこてんぐのはうち

わ

nigricans Decaisneくろはうちわ

obscula (C. Agardh) J. Agardhまるばはうちわ

[ capituliformisうみきのこ]
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riukiuensis Yamadaてんぐのはうちわ

Boodleopsis A. et E.S. Gepp， 1911もつれちょうちん属

pusilla (Collins) Taylor， Joly et Bematowiczもつれ

ちょうちん

Chlorodesmis Harvey et Bailey， 1851まゅはきも属

caespitosa J. Agardh いとげのまゅはき

[fonnosana] 

fastigiata (C. Agardh) Duckerまゅはきも

[comosa] 

haterumana Tanaka et Itonoひなまゅはきも

Halimeda Lamouroux， 1812 nom. et orth. cons.さぼてん

ぐさ属

discoidea Decaisneうちわさぼてんぐさ

[cuneata auct. japon.] 

distorta (Yamada) Hillis-Collinvauxそりはさぼてん

ぐさ

fragilis Taylorもろさほ'てんぐさ

incrassata (Ellis) Lamourouxみつでさぽてんぐさ

(31) 

macroloba Decaisneひろはさほてんぐさ

micronesica Yamadaこばのさぼてんぐさ

opuntia (Linnaeus) Lamourouxさぼてんぐさ (32)

renschii Hauckひめさぼてんぐさ

[opuntia f. renschiI] 

simulans Howeふささぼてんぐさ

[incrassata var. lamourouxII] 

tuna (Ellis et Solander) Lamourouxつなさぽてんぐさ

velasquezii Taylorひらさぼてんぐさ

[opuntia f. intennedia] 

Pseudochlorodesmis Borgesen， 1925にせまゆはき属

furcellata (Zanardini) Borgesenにせまゅはき

Rhipilia Kutzing， 1858にせはうちわ属

* amamiensis Enomoto (ineditae)なんかいにせはうち
わ(33)

orientalis A.巴tE.S.Geppにせはうちわ

Rh伊，jJiopsisA. et E.S. Geppリピリオプシス属

echinocaulos (Cribb) Farghalyにせひめいちょう

[Geppella japonica] 

yaeyamensis (Tanaka) Kraftひめいちょうもどき

[Geppella yaeyamensis] 

Tydemania Weber-van Bosse， 1901すずかけも属

expeditionis Weber-van Bosseすずかけも

Udotea Lamouroux， 1812はごろも属

argentea Zanardiniおおはごろも

glaucescens Harveyちぢみひめいちょう

javensis (Montagne) A. et E.S. Geppひめいちょう

orientalis A. et E.S. Geppはごろも

yamadae Tanaka et Itonoうすばはごろも

CODIALES Feldmann， 1954みる目

Codiaceae Kutzing， 1843みる科

Codium Stackhouse， 1799みる属 (34)

arabicum Kutzingなんばんはいみる

barbatum Okamuraひげみる

[tenue auct. japon.いとみる]

coactum Okamuraねざしみる

[coarctatum] 

contractum Kjellmanさきぶとみる

cyl白dricumHolmesながみる

fragile (Suringar) Hariotみる

hubbsii Dawsonはいみるもどき

intricatum Okamuraもつれみる

latum Suringarひらみる

* lucasii Setchellはいみる (35)
[adhaerens auct. japon.] 

minus (Schmidt) Silvaたまみる

[mamillosum v紅.minus] 

ovale Zanardiniえっきたまみる

repens Crouan frat.やせがたもつれみる

saccatum Okamuraふくろみる

* spongiosum Harveyこぶしみる (36)
[pugnifonne] 

* subtubulosum Okamuraくろみる (37)
[divaricatum Holmes] 

yezoense (Tokida) Vinogradovaえぞみる

[dichotomum var. dichotomum subvar. yezoense] 

[tomentosum auct. japon.いもせみるl

Ostreobium Bomet et Flahault， 1889かいがらみどりい

と属

* quekettii Bomet et Flahaultかいがらみどりいと (38)

BRYOPSIDALES Schaffner， 1922はねも目

Bryopsidaceae Bory， 1829はねも科

Bryopsis Lamouroux， 1809はねも属 (39)

corticulans Setchellねざしはねも

corymbosa J. Agardhふさはねも

han吋 anaJ. Agardhかたはのはねも

hypnoides Lamourouxおばなはねも

indica A. et E.S. Geppいんどはねも

maxima Okamura ex Segawaおおはねも (40)

muscosa Lamourouxながほのはねも

plumosa (Hudson) C. Agardh はねも (41)

ryukyuensis Yamadaわたはねも

* triploramosa Kobara et Chiharaなんかいはねも
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Pseudobryopsis Be抽 oldin Oltmanns， 1904にせはねも

属(42)

hainanensis Tsengはねももどき

[Trichosolen hainanensis] 

[Bryopsis myUl百sensuYendo] 

Derbesiaceae Hauck， 1884つゅのいと科

Derbesia Solier， 1847つゅのいと属

marina(L:戸19bye)Solierほそっゅのいと (43)

min加aWeber-v飢 Bosseみるつゅのいと

rhizophora Yamadaねだしつゅのいと

tenuissima (Moris et De Notaris) Crouan frat.つゅのい

とけば(44)

Pedobesia MacRaild et Womersley， 1974あしっきいと

げ属

lamourouxii (J. Ag紅dh)J. Feldmann et al.あしっきふ

といとげ

[Del也esialamourouxiiつゅのいと]

ryukyuens.お(Yamadaet Tanaka) Kobara et Chiharaあ

しっきひめいとげ

[Derbesia ryukyuensisひめつゅのいと]

DASYCLADALES Pascher， 1931かさのり目

Dasycladaceae Kutzing， 1843ダジクラズス科

Bometella Munier~Chalmas， 1877みずたま属

clavellina Tanakaほそみずたま

nitida Sonderながみずたま

oligospora Solms-Laubachかたみずたま

sphaerica (Zanardini) Solms・Laubachみずたま

[ovalis] 

Cymopolia Lamo町'Oux，1816うすがさね属

vanbosseae Solms-Laubachうすがさね

Dasycladus C. Agardh， 1828ダジクラズス属

vermicularis (Scopoli) Krasser 

Neomeris Lantouroux， 1816ふでのほ属

annulata Dickieふでのほ

* biJ加bataKosterぬれふでのほ
[mucosa sensu Yamada et Tanaka] 

vanbosseae Howeこなはだふでのほ

Polyphy鈍 EωeKutzing， 1843かさのり科

Acetabularia Lamouroux， 1821 nom. cons.かさのり属

(45) 

caJiculus Lamourouxほそえがさ

[caJyculus] 

[caraibica sensu Okamura] 

clavata Yamadaはなれがき

denta臼Solms-Laubachりゅうきゅうがさ

exigua Solms-Laubachほしがたかさのり

parvula Solms-Laubachひなかさのり

[moebiI] 

ryukyuensis Okamura et Yamadaかさのり

HaJicoryne Harvey， 1859いそすぎな属

wrightii Harvey いそすぎな

緑藻に関するノート
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(1) Chlol1∞'hytrium inclusumミドリウズミモはSpongomorphaのいくつかの種の胞子体世代である(宮地・黒木 197ι 。
(2)異名についてはLokhorst(1978)の意見による。 u.f1exuosaは記録が不確実なので除いた(吉田 1998)0. 
(3)小亀・吉田(1988)が北海道南部から報告した。

(4) Entocladia cladophorae は命名規約に従っていない名前であるから除いた。

(5) O'Kelly (1983)によれば，この属は褐藻類である。日本での記録も再検討する必要がある。

(6) K司jimura(1980)が日本海南部から記録した。

(7) Pseudulvella属は Ulvella属と区別できないという Nielsen(1977)の意見により，日本からのPseudulvellasp.の記

録(千原 1957)を収録しなかった。

(8) Ki阻yama& Y oshida( 1992)が北日本から報告した。和名は北山(in:掘1994)が与えた。

(9) Golden & Cole(1986)はKommanniaceaeを提案し，また太平洋産のK.zostericolaが大西洋のK.leptodermaと区

別できないとした。

(10)ヒトエグサの異名については吉田(1998)による。

(11)マキヒトエの異名は吉田(1998)による。

(12)飯間・福澄(1994)が九州西岸から報告した。

(13)くわしい分類学的再検討が必要である。岡村(1936)はE.co抗 tata，E.lingulata， E. coerulescensを記録し，新

崎(1964)はE.bullosa， E. fascia， E. hirsuteを報告している。

(14) f. densaが記載されている(Kjel加 an1897)。
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(15)日本のアオサ類はさまざまな検討がなされている。オオパアオサやιrigidaなどを含めて考えなければなら
ない。

(16)学名については吉田(1998)による。

(17) van den Hoek(1979)はこの属を認めず，口'adophora属に含めた。

(18) f. brevisegmenteaアオタマリシオグサが区別されている(Sakai1964)。

(19)異名についてはKoster(l955)，Womersley( 1984)に従った。

(20)モツレグサ・イブリモツレグサ・カギモツレグサ・ウズモツレグサ:胞子体世代はChlorochy，伯・uminc1usum 

である(宮地・黒木 1976)。トゲナシモツレグサ:胞子体世代はCodiolumpetrocelidisである(宮地 1987)。

(21) var. tenuisホソモツレグサ， v紅 .carti1agineaカタモツレグサが区別されている(Yamada1935)。

(22) Kraft & Wynne(1996)により S削 veaから分離された。ヒメアミハとオオアミハはこの属のものである。

(23)サイノメアミハはStruveaの特徴をもっている。吉田(1998，p. 83)のS.enomotoiはラテン語の記載を伴わず，

正式の発表ではないので，それまで以前の名前を用いる。

(24) K勾imura(l987)が隠.岐島の標本に基づき記載した。

(25)学名に関しては吉田(1998)による。

(26)琉球から記載されて以来，採集記録が無い。

(27)ほかにf.minorが記載された(Narita1915)0 

(28) Ohba & Enomoto(l987)， Petersen(l972)はC.racemosaが環境条件によって形態を著しく変えることを示した。

種内の分類群については再検討が必要である。

(29)種内分類群の学名については吉田(1998)による。

(30)異名についてはOlsen-Stojkowich(1985)による。

(31) f. lamourouxiiラモローサボテングサ， f.ovataコサボテングサが区別される(岡村 1936)。

(32) f. cordataが区別される(岡村 1936)。

(33)吉田(1998，p. 121)ではラテン誇記載を伴っていないので，正式の発表ではない。

(34) C. minutissimum Nodaは命名規約に反しているので採用しない。

(35)これまでC.adhaerensにあてられたものはいくつかの種を含むようで，その一つがC.lucasiiである。

(36)異名はSilvaet aJ.( 1996)の意見による。

(37) C. divaricatum Holmesはlaterhomonymであり，岡村の名前を採用した。

(38) Kobara & Chih釘a(1992)が報告した。

(39) B. caesitosaはYendo(l915)が伊豆下回産のただ1枚の標本によって報告したもので，ここには収録しなかっ

た。

(40)岡村(1936)では暫定的に予報された形で，瀬JII(l956)で正式に発表されたものとして扱う。

(41) var. condensata Kjellmanが区別されている(岡村 1936)。

(42) Henne & Schnetter(l999)の研究でTrichosolenとPseudob乃10psisが別属とされた。

(43)配偶体はHaJicystisovalisである(Kob訂a& Chihara 1981)。

(判)配偶体はHalicystisparvulaであるほobara& Chihara 1981)。

(45) Acetabularia属と Polyphysa属との区別をしなかった(Si1vaet a1. 1996)。

PHAEOPHYCEAE Kjellman in Eng1er et Prantl， 1891褐藻網

ECTOCARPALES Setchell et Gardner， 1922 

しおみどろB

Ectocarpaceae C. Agardh， 1828しおみどろ科

Acinetospora Bomet， 1892アキネトスポラ属

crinita (Carmichae1 ex Harvey) Kommann 

[EctocaIpuS fil細 entosus]

[EctocaIpuS ugoensis) 

EctocaJpus Lyngbye， 1819しおみどろ属(1)

arctus Kutzingけなししおみどろ

[confervoides] 

fusiformis Nagaiつむがたしおみどろ

laurenciae Yamadaちゃぽしおみどろ

si1iculosus (Dillwyn) Lyngbyeしおみどろ

sociaJis Setchell et Gardnerひめみるしおみどろ

yezoensis Yamada et Tanakaえぞしおみどろ
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Feldmannia Hame1， 1939フェルドマニア属

formωana (Yamada) Itonoなんかいしおみどろ

[EctocB1puS formosanus) 

釘官~gularis(Ku包泊ig)Hame1みるしおみどろ

[EctocB1puS in官ogularis)

[EctocB1pus izuensis) 

Hincksia J.E. Gray， 1864ヒンクシア属

brevi，副 iculataσ.Agardh) Si1vaたまがたしおみどろ
[EctocB1pωbreviarticulatus) 

[Feldmannia breviarticula飽]

granulosa (J.E. Smith) Silva 

[E仰 cB1pusgranulosus) 

[GifゐIrdiagranuJosa) 

indica (Sonder) J. Tanakaながみしおみどろ

[EctocB1puS血dicus)

[Fell伽 anniaindica) 

[Gif泌氏liaindica) 

mitchellae (Harvey) Silvaたわらがたしおみどろ

[Ec~町'B1pusmitchellae) 

[Giffordia mitchellae) 

ovata (Kjellman) Silva 

[EctocB1puS ovatus) 

[Giffordia ovata) 

S創出ana(Zanardini) Silva 

[EctocB1pus sandrianus) 

[Gi肋Irdiasan出:ana]

Laminariocolax Kylin， 1947ラミナリオコラックス属

aecidioides (Ro路nvinge)Petersわかめやどりみどろ

(2) 

[Gononema aecidioides) 

[S，帥blonemaaecidioides) 

Laminarionema Kawai et Tokuyama， 1995ラミナリオネ

マ属

ホelsbetiaeKawai et Tokuyama (3) 

Spongonema Kutzing， 1849かぎしおみどろ属

tomentosum (Hudson) Kutzingかぎしおみどろ

S帥 blonemaDerbes et Solier in Cぉ阻.gne，1851やどりみ

どろ属

evagatum Setchell et Gar叫nerこぶやどりみどろ

fasciculatum Th町宮t

PilayeUa倒 eP，ωersen，1984ぴらえら科

Bachelotia (Bom巴t)Kuckuck ex Hame1， 1939みなみしお
みどろ属

antillarum (Grunow) Gerloffみなみしおみどろ(67)

Pilayella Bory， 1823ぴらえら属

littoraJis (Linnaeus) Kjellmanぴらえら

Sorocarpaceae Pedersen， 1977いそぶどう科

Botrytella Bory， 1822いそぶどう属 (4)

parva (Takamatsu) Kimいそぶどう

[micromora) 

[SorocB1pUS uvaeformis) 

Polytretus Sauvageau， 1900きたしおみどろ属

reinboldii (Reinke) Sauvageauきたしおみどろ (5)

[EctocB1pus intrica加]

[Ectoc，却 usiwadatensis) 

[EctocB1puS recurvatus) 

RALFSIALES Nakamura， 1972いそがわら目

Lithodermataceae Hauck， 1883にせいしのかわ科

Pseudolithoderma Svedelius in Eng1er et附加t1，1911にせ

いしのかわ属

subextensum (Waem) S. Lundにせいしのかわ

Mesosporac回 eJ. Tanaka et Chihara， 1982メソスポラ科

Mesospora Weber-van Bosse， 1911メソスポラ属 (6)

schmidtiiWeber-van Bosse 

Ralf旨iac，伺eE釘low，1881いそがわら科

An吻usKjellman， 1889まつも属

filiformis (Ruprecht) Papenfuss いとまっも

gunjii (Yendo) Kogame et Y oshidaぐんじまつも (7)

[Chordaria gunjiJ] 

japonicus (H紅vey)Wynneまつも

[He館~rochordaJぜ:aabietina) 

Diplura Hollenberg， 1969くろはんもん属

simplex J. Tanaka et Chiharaくろはんもん

Endoplura Hollenberg， 1969きんいろはんもん属

aurea Hollenbergきんいろはんもん

HeteroraJfsia Kawai， 1989いしっきごぴあ属

saxicola (Okamura et Yamada) Kawaiいしっきごぴあ

[Gobia saxicola) 

[Saundersella saxicola) 

RaJfsia Berke1ey in Smith et Sowerby， 1843いそカfわら

属

bometii Kuckuck 

endopluroides J. Tanaka et Chihara 

expansa (J. Agardh) J. Agardh 

fungiformis (Gunnerus) Setchell et Gardner いそがわ

ら

integI百Hollenberg

戸dicella飽J.Tanaka et Chihara 

tenuis Kylin 
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verrucosa (Areschoug) Areschoug いそいわたけ(いそ

はんもん，はんもんそう)

SYR町GODERMATALESHenry， 1984 
うすばおおぎ目

Syringodermataceae Henry， 1984うすばおおぎ科

Syringoderma Levring， 1940うすばおおぎ属

abyssicola (Setchell et G紅白er)Levringうすばおおぎ

[austraJe sensu Matsunaga et Yamada] 

SPHACELARIALES Migula 1909くろカ宝しら目

Sphacelariaceae Dec自ne，1842くろがしら科

Sphacelaria Lyngbye in Homem釦n，1818くろがしら属

caJifomIca Sauvageau はねぐんせんくろがしら

comuta Sauvageauほそぐんせんくろがしら

divaricata Montagneょっでくろがしら

[ti脚 igerasensu Reinkeわいじがたくろがしら]

[hizooaeひじきのくろがしら]

[pros同館にっぽんまたざきくろがしら]

[radicans sensu Yendoこもんくろがしら]

[館'nuis]

nipponica Kitayamaながぐんせんくろがしら

plumigera Holmes ex Hauckはねくろがしら (8)

rigiduJa Kutzingみつでくろカfしら (9)

[apicaJis] 

[caespitosa] 

[expansaじゅうたんくろがしら]

[furcigera ] 

[iridaeophyticaぎんあんくろがしら]

[iwagasakensisえちごくろがしら]

[linell1お]

[sessilis] 

[subfuscaみつまたくろがしら]

[ variabilisまたざきくろがしら]

soJi.臼ria(Pringshe回)Kylinほそえくろがしら

[divaricata f. japonica] 

[shiiyaensis] 

[viridis] 

tribuloides Meneghiniぐんせんくろがしら

yamadae Segawaつくばねくろがしら

[pyriformisなしのみくろがしら]

[radiataくぴれくろがしら]

StypoωulaceaeOl回 anns，1922かしらざき科

HaJopteris Kutzing， 1843かしらざき属

fllicina (Grateloup) Kutzingかしらざき

S仰 ocaulonK首位ing，1843えぞかしらざき属

durum (Ruprecht) Okamuraえぞかしらぎき

[HaJopteris SCOpll1ぜasensu Tokida] 

DICTYOTALES悶ellmanin Engler et Prant1， 1896 

あみじぐさ自

Dictyo飽ceaeLamouroux ex Dumortier， 1822あみじぐさ

科

Dictyopteris Lamouroux， 1809 nom. cons.やはずぐさ属

(10) 

divaricata (Okamura) Okamuraえぞやはず

fucoides Tanakaおおばやはず

latiuscula (Ok創nura)Okamuraやはずぐさ

papenfussii Tanakaりぼんやはず

plagiogramma (Montagne) Vickersすじゃはず

polypodioides (De Candolle) Lamoumuxうらぼしや

はず

[membranacea] 

[punctataうすばやはず]

prolifera (Okamura) Okamuraへらやはず

repens (Okamura) B回rgesenひめやはず

undulata Ho!mesしわやはず(11)

Dictyota Lamouroux， 1809 nom.cons.あみじぐさ属 (12)

bartayresii Lamourouxおおまたあみじ

dentata Lamourouxとげあみじ

dichotoma (Hudson) Lamoumuxあみじぐさ

dilata臼Yamadaさきぴろあみじ

divaricata Lamourouxかずのあみじ

βiabilis Setchell 

linearis (C. Agardh) Grevi11e いとあみじ

maxima Zanardiniおおばあみじぐさ

patens J. Agardhこもんあみじ

spa伽 'lataYamadaへらあみじぐさ

sp加ulosaHarveyはりあみじぐさ

Dilophus J. Agarめ， 1882にせあみじ属(13)

Oki銅山富eDawsonふくりんあみじ

[marginatus Okamura] 

Distromium Levring， 1940ふたえおおぎ属

decumbens (Okamura) Levringふたえおおぎ

[Chlanidophora n;戸'ns]

[Chlanido館decumbens]

Homoeostrichus J. Agardh， 1894ゃれおおぎ属

flabellatus Okamuraゃれおおぎ

Lo加ophoraJ. Agardh， 1894はいおおぎ属

variega飽仏amouroux)Womersley ex Oliveira はいお

おぎ

[Gymnosorus collll1お]

[Pocockiella variegata] 



日本産海藻目録2000

Pachydictyon J. Agardh， 1984さなだぐさ属

coriaceum (Holmes) Okamuraさなだぐさ

Padina Adanson， 1763 nom. cons.うみうちわ属

arborescens Holmesうみうちわ

austraJis Hauckうすばうみうちわ(14)

boryana百 ivyあかばうみうちわ

[commersonii auct. non Bory] 

crassa Yamadaこなうみうちわ

japonica Yamadaおきなうちわ

minor Yamadaうすゆきうちわ

ryukyuana Y.P. Lee et Kamura 

st.伊i飼伺Tanakaet Nozawaえっきうみうちわ

Spatoglossum Kutzing， 1843こもんぐさ属

crassum J. Tanakaあつばこもんぐさ

[variabile sensu Yendo] 

latum J. Tanakaひろはこもんぐさ

pacificum Yendoこもんぐさ

[comigerum sensu Yendoほそばこもんぐさ]

[solieri sensu Yendo] 

Stypopodium Kutzing， 1843じがみぐさ属

zonale (Lamouroux) Papenfussじがみぐさ

[lobatum] 

Zonaria C. Agardh， 1817 nom. cons.しまおおぎ属

diesingiana J. Agardhしまおおぎ

st伊itataT飢 akaet K. Nozawaえっきしまおおぎ

CHORDARIALES Setchell et Gardner， 1925 

ながまつも目

Acrotrichaceae Kuckuck， 1929にせもずく科

Acrothrix Kylin， 1907にせもずく属

gracilis Kylinきたにせもずく

pacifica Okamura et Yamadaにせもずく(15)

Chordariaceae Grevi11e， 1830なカfまつも手ヰ

Chordaria C. Agardh， 1817ながまつも属

flagelliformis (O.F. Muller) C. Agar，めながまつも

(16) 

gracilis Setchell et Gardner ほそまつも

Cladosiphon Kutzing， 1843おきなわもずく属

okamuranus Tokidaおきなわもずく

[Eudesme virescens sensu Okamura] 

Eudesme J. Ag紅白， 1882にせふともずく属

virescens (Carmichael ex Berkeley) J. Agardhにせふ

ともずく

Heterosaundersella Tokida， 1942からふともずく属

hattoriana Tokiぬからふともずく

Myriogloea Kuckuck ex OItmanns， 1922ふさもずく属

simplex (Segawa et Ohta) Inagakiふさもずく(17)

Papenfussiella Kylin， 1940くろも属

kuromo (Y endo) Inagakiくろも(18)

[Myriocladia kuromo] 

Saundersella Kylin， 1940もつきちゃそうめん属

simplex (Saunders) Kylinもつきちゃそうめん

[Gobia simplex] 

Sauvageaugloia Hamel ex Kylin， 1940くろもずく属

ikomae(N紅ita)Inagakiくろもずく

Sphaerotrichia Kylin， 1940いしもずく属

divaricata (c. Agardh) Kylin いしもずく(19)

Uaponica] 

[sadoensisおけさもずく]

[白stagneadivaricata] 

[Chordaria cJadosiphonくさもずく]

[Chordaria firma] 

Tinocladia Kylin， 1940ふともずく属

crassa (Suringar) Kylinふともずく

[Eudesme crassa] 

Elachistaceae Kjellman， 1890なみまくら科

Elachista Duby， 1830 nom. et orth. cons.なみまくら属

coccophorae Takamatsuすぎもくのなみまくら

mollis Takamatsu 

nigra Takamatsu 

nipponica. Umezaki 

okamurae Y oshidaなみまくら (20)

[fucicola sensu Okamura] 

[globosa] 

orbicularis (Ohta) Skinnerまるがたごのけのり

taeniaeformis Yamadaひるなみまくら (21)

[crassa] 

[flaccida auct・japon.]

[sadoensis] 

tenuis Yamada ほそなみまくら (22)

vellosa Takamatsu 

Halothrix Reinke， 1888そめわけぐさ属

ambigua Yamadaそめわけぐさ (23)

lumbricaJis (Kutzing) Reinkeひなのそめわけぐさ

tortuosa Takamatsu 

Leptonematella Silva， 1959なみまくらもどき属

fa!iciculata (Reinke) Silvaなみまくらもどき

Ishigeaceae Okamura in Segawa， 1935いしげ科

Ishige Yendo， 1907いしげ属

okamurae Yendoいしげ

sinicola (Setchell et Gardner) Chihara いろろ

[foliacea] 

123 



124 吉悶他

Leathesiaceae Farlow， 1881ねばりも科

Kurogiella Kawai， 1993いそぐるみ属

saxicola Kawaiいそぐるみ

L倒的esiaS.F. Gray， 1821ねばりも属

cras，中，ilosaTakama凶えだうちねばりも

diffonnoides Takamatsu 

diffonnis (Linnaeus) Areschougねばりも (24)

japonica Inagakiこごめねばりも

monilicellulata Takamatsuなんきんねばりも

primaria Takamatsu いとねばりも (25)

pulvinata Takam拙 uひなねばりも

sadoensis Inagakiおけさねばりも

saxicola Takamatsuいわねばりも (26)

[granulosa] 

sphaerocephala Yamadaひめねばりも

yezoensis Inagakiこつぶねばりも

[umbella臼sensuYendo] 

AそyriactulaKuntze， 1898ミリアクチユラ属(27)

clavata (T:紘ama'臼u)Feldmann (28) 

sargassi (Yendo) Feldmannごのけのり

saromaensis Yamada et Iwamotoもくのつゆ

Petrospongium Nageli ex Kutzing， 1858しわのかわ属

rugosum (Okamura) Setchell et Gardnerしわのかわ

[Cylin伽 C叩 usrugω叫

Myrionemataceae Nageli， 1847ミリオネマ科(29)

Compsonema Kuckuck， 1899コンプソネマ属(30)

coniferum Setchell et Gardner 

nummuloides Setchell et Gardnerもくのはりも

secundum Setchell et Gardner f. tenninale Setchell et 

Gardner 

Hecatonema Sauvageau， 1898ヘカトネマ属

maculans (Collins) Sauvageauそろいへかとねま

tenninale (Kutzing) Kylinへかとねま

Microspongium Reinke， 1888ミクロスポンギウム属

globosum Reinke 

[1¥⑫rionema globosum] 

AそyrionemaGreville， 1827ミリオネマ属(31)

corunnae Sauvageauみりおねま

obscurum Setchell et Gardner 

orbiculare J. Agardh 

Protectocarpus Kuckuck ex Kommann， 1955むかししお

みどろ属

speciosus (B回，rgesen)Kuckuck ex Kommannむかしし

おみどろ

[Compsonema ramulosum sensu Nodaてんいこん

ぷそねま]

Sperma旬chnaceaeKjellman， 1890もずく科

NemacysωsDe，巾eset Solier， 1850もずく属

decipiens (Suringar) Kuckuckもずく

Stilophora J. Agardh， 1841 nom. cons.ひもまくら属

tenella (Esper) Silvaひもまくら (32)

[泊izodes]

DICTYOSIPHONALES Setchell et Gardr隠れ 1925

ういきょうも目

Asperococcaceae Farlow， 1881こもんぶくろ科

Asperococcus Lamouroux， 1813こもんぶくろ属

bullosus Lamourouxこもんながぶくろ (33)

[tumen1 

Melanω'iphon Wynne， 1969きたいわひげ属(34)

intestInalis (Saunders) Wynneきたいわひげ

仰⑮'elophycusintestinalis] 

晶司yelophycusKjellman in Engler et Prantl， 1893いわひげ

属(34)

cavum J. Tanaka et Chiharaうつろいわひげ

simplex (Harvey) Papenfuss いわひげ

[caespitosus] 

Coilodesmaceae Setchell et Gardner， 1925えぞぷくろ科

Akkesiphycus Yamada et Tanaka， 1944こんぷもどき属

lubricum Yamada et Tanakaこんぶもどき (35)

Coilodesme Stromfelt， 1886えぞふくろ属

cystoseirae (Ruprecht) Setchell et Gardnerほそえぞぶ

くろ

japonica Yamadaえぞふくろ

[cystoseirae sensu Yendo] 

Delamareaceae A.D. Zinova， 1953にせかやも科

Delamarea Hariot， 1889にせかやも属

attenuata (Kjellman) Rosenvingeにせかやも

Stschapovia A.D. Zinova， 1954シチャポピア属

fIagellaris A.D. Zinova 

Dictyosiphonaceae K首位ing，1849ういきょうも科

Dictyosiphon Greville， 1830ういきょうも属

chordaria Areschougふとばういきょうも

corymbosus悶ellman

ゐeniculaceus(Hudson) Grevilleういきょうも

[hippuroides] 

Punctariaceae (百IUret)Kjellman， 1880はばもどき科

Pogotrichum Reinke， 1892こぶのひげ属
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yezoense (Yamada et Nakamura) Sakai et Sagaこぶの

ひげ

[Litosiphon yesoense] 

Punc飽riaG問ville，1830はばもどき属

fJaccida Nagaiちしまはぱもどき

kinoshitae Yamada et Iwamotoおおばはぱもどき (36)

[tenuisうすばはばもどきl

latifolia Greville はぱもどき

mageshimensis Tanakaごあんめ

occidentaJis Setchell et Gar由erがさがさはばもどき

(37) 

[chartacea sensu Umezaki] 

[conglomeI百飽ひだはばもどき]

pilosa Umezakiけぶかはぱもどき

plan飽19inea(Ro出)G偲:villeはlまだまし

[rubescens sensu Yendo] 

projecta Yamadaゆるじはばもどき

Trach戸emaPedersen， 1985いそひげも属

grω'nlandicum (Lund) Pedersen いそひげも

Str旬riaceaeKjellman， 1890よこじまのり科

Coelocladia Rosenvinge， 1893おしよろぐさ属

arctica Rosenvingeおしよろぐさ

Stictyosiphon Kl首位ing，1843さめずぐさ属

soriferus (Reinke) Rosenvingeさめずぐさ

[勾:ellman.おaras，紘II]

Striana Greville， 1828よこじまのり属

attenuata (Greville) Grevilleよこじまのり

SCYTOSIPHONALES J. Feldmann， 1949 

かやものり目

Chr剛施:poraceaeSetchell et Gardner， 1925むらちどり

科

ChnoosponiJ.Agaruh，1847むらちどり属

implexa J. Agardhむらちどり

minima (Hering) Pap号nfussほうがたむらちどり

[pacifica] 

Scyωsiphonaceae Farlow， 1881かやものり科

Colpomenia (Endlicher) Der泌set Solier in Castagne， 

1851ふくろのり属

bullosa (Saunders) Yamadaわたも

[sinuosa f. defonnans] 

戸:regrina(Sauvageau) Hamelうすかわふくろのり

phaeodactyla Wynne et J. N. Norrisほそくぴわたも

sinuosa (Mertens ex Roth) Derbes et Solierふくろのり

尺ydrocla血rusBory， 1825かごめのり属

cJa的'nitus(C. Agardh) Howeかごめのり

tenuis Tseng et Luほそかごめのり

Pe飽loniaDerbes et Solier， 1850せいようはぱのり属

(38) 

binghamiae (J. Agar世1)Vinogradova は'1のり

[Endm百chnebinghamiae] 

fascia (O.F. Muller) Kuntzeせいようはぱのり

[Ilea fascia] 

zosteriゐllia(Reinke) Kuntzeほそばのせいようはぱの

り

Rosenvingea B回rgesen，1914もさくだふくろ属

intricata (1. Agardh) Borgesenもさくだふくろ

orientalis (1. Agardh) Borgesen 

Scytω:iphon C. Agardh， 1820 nom. cons.かやものり属

canaliculatus (Setchell et Gardner) Kogameかやもど

き(39)

伊 cilisKogameうすかやも (40)

lomentana (Lyngbye) Linkかやものり (41)

tent;llus Kogameひらかやも(的

CUTLERIALES Oltmarms， 1922むちも目

Cutleriaceae Hauck， 1883むちも科

CuderiaGI官ville，1830むちも属

adspersa (Roth) De Notarisけべりぐさ

cylindrica Okamuraむちも

multifida (Tumer) Grevilleひらむちも

SPOROCI到 ALESSauvageau， 1926けやりも目

Sporochnaceae Greville， 1830けやりも科

Carpomil回 Kutzing，1843 nom. cons.いちめがさ属

cos僧俗(Stackhouse)Batters いちめカfさ(42)

[cabrenie] 

Nereia Zanardini， 1846うみぼっす属

intricata Yamadaうみぼっす

Sporochnus C. Agardh， 1817けやり属

nidici.命nnis(R. Brown ex Tumer) C. Agardhけやり

(43) 

[scopanus] 

DESMARESTIALES Setchell et Gardner， 1925 

うるしぐさ目

Desmar箇tiaceae(百1UI官t)Kjellman， 1880うるしぐさ科

Desmarestia Lamouroux， 1813うるしぐさ属

I伊lata(Stackhouse) Lamourouxうるしぐさ
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tabacoides Okamuraた';fこぐさ

viridis (Muller) Lamourouxけうるしぐさ

LAMINARIALES Kylin， 1917こんぶ目

Alariace温eSetchell et Gardner， 1925ちがいそ科

A1aria Grevi11e， 1830 nom. cons.あいぬわかめ属

angusta Kjellmanほそばわかめ

crassifo1ia Kjellm飢ちがいそ

fisω10sa Poste1s et Ruprechtおにわかめ

paradisea (Miyabe et Nagai) Widdowsonふうちょう

わかめ

[P1europterum pm百diseum]

prae10nga Kjellmanあいぬわかめ

taeniata Kjellmanくしろわかめ

Undaria Suringar， 1873わかめ属

peterseniana (Kjellman) Okamuraあおわかめ

pinnatifida (Harvey) Suringarわかめ (44)

undarioides (Y endo) Okamuraひろめ

Chordaceae Dumortier， 1822つるも科

Chorda Stackhouse， 1797つるも属

filum (Linnaeus) Stackhouseつるも

Laminariaceae Bory， 1827こんぶ科

Agarum Dumortier， 1822あなめ属

cJathratum Dumortierあなめ (45)

(cribrosum] 

oharaense Yamadaおおのあなめ

AI幼ro伽 mnusRuprecht， 1848ねこあしこんぶ属

bifidus (Gmelin) Ruprechtねこあしこんぶ

Costaria Greville， 1830すじめ属

costata (c. Agardh) Saundersすじめ (46)

Cymathaere J. Agardh， 1868みすじこんぶ属

japonica Miyabe et Nagaiあつばすじこんぶ

[crassifolia sensu Miyabe et Nagai] 

Eck10nia Homemann， 1828かじめ属

cava Kjellmanかじめ

kurome Okamuraくろめ (47)

sto10nifera Okamuraつるあらめ

Eck1oniopsis Okamura， 1927あんとくめ属

radicosa (悶ellman)Okamuraあんとくめ (48)

EiseniaA陀 schoug，1876あらめ属

arborea Areschougさがらめ

bicycJis (Kjellman) Setchellあらめ

Kjellmaniella Miyabe in Okamura， 1902とろろこんぶ属

crassifolia Miyabeがごめ

gyrata (Kjellman) Miyabeとろろこんぶ (49)

Laminaria Lamouroux， 1813こんぶ属

angustata Kjellmanみついしこんぶ

cichorioides Miyabeちじみこんぶ

coriacea Miyabeがつがらこんぶ

diabo1ic丘Miyabeおにこんぶ (50)

japonica Areschougまこんぶ (51)

10ngipedaJis Okamuraえながこんぶ

10ngissima Miyabeながこんぶ

ω'hotensis Miyabeりしりこんぶ

re1igiosa Miyabeほそめこんぶ

saccharina (Linnaeus) Lamouroux 

f. 1inearis J. Agardhからふとこんぶ

sachaJinensis (Miyabe) Miyabeからふととろろこん

~ 

yendoana Miyab巴えんどうこんぶ

yezoensis Miyabeごへいこんぶ

Streptophyllopsis Kajimura， 1981くろしおめ属

kuroshioensis (Segawa) Kajimuraくろしおめ (52)

[Hedophyllum kuroshioense] 

Pseudochordaceae Kawai et Kurogi， 1985にせつるも科

Pseudochorda Yamada， Tokida et Inagaki in Inagaki， 1958 

にせつるも属

gracilis Kawai et Nabata ほそつるも

nagaii (Tokida) lnagakiにせつるも

[ Chordaria nagaiI] 

FUCALES Ky1in， 1917ひ，;J:'また目

Fucaceae Adanson， 1763ひばまた科

Fucus Linnaeus， 1753ひばまた属

distichus Linnaeus 

subsp. evanescens (C. Agardh) Powellひばまた

[evanescens] 

Si1vetia Se町ao，Cho， Boo et Braw1ey in Serrao et al. 1999 

えぞいしげ属 (53)

babingtonii (Harvey) Seπao et al.えぞいしげ

[Pe1vetia babingtoniI] 

[Pe1vetia wrightiI] 

Sargassaceae Kutzing， 1843ほんだわら科(54)

Coccophora Grevi11e， 1830すぎもく属

1angsdorfii (Tumer) Grevi11巴すぎもく

Cystoseira C. Agardh， 1820うがのもく属

crassipes (Mertens ex Tumer) C. Agardhねぶともく

[Cystophyllum crassipes] 

geminata C. Agardhえぞもく



日本産海藻目録2000 127 

[Cystophyll聞 geminatum]

hakodatensis (Yendo) Fensholtうがのもく

[Cystophyllum hakodatense] 

Honnophysa K首位ing，1843やばねもく属

cuneifonnis (Gmelin) Silvaやばねもく (55)

同que回]

[Cystoseira prolifera] 

h司yagropsisKutzing， 1843じよろもく属

myagroides (Mertens ex百rrner)Fensholtじよろもく

(56) 

[yendOll 
[Cystophyllum caespi，ω'sumかいふもく]
[Cystophyllum sisymbrioides] 

[Cystophy世間似meriひえもく]

Sa宮'assumC. Agardh， 1820ほんだわら属(57)

aJtematcトpinnatumY anadaきればもく (58)

[asymmetricumかたわもく]

ammophilum Yoshida et T. Konnoすなびきもく

araii Y oshidaえちごねじもく

assimile Harveyつくしもく

autumnaJe Yoshidaあきよれもく

* boreaJe Yoshida et Horiguchiほっかいもく (59)
bulbiferum Y oshidaたまえだもく

carpophyllum J. Agardhまじりもく

[angustifolium sensu Yanadaほそぱもく]

[vulg町四.linea泊 H削 sensuYendo] 

confusum C. Agardhふしすじもく

crassifolium J. Agar世Eあつぱもく

[ berberifoli聞ぺりべりもく]

crispifolium Yanadaこぶくろもく

cristaefolium C. Agardhとさかもく

duplicatum Boryふたえもく

[brevifolium sensu Yendoひめこもく]

[sandeiなんかいも<] 

五licinumHaraveyしだもく

fulvellum (Tumer) C. Agar曲ほんだわら

[enerve] 

* fusifonne (H紅vey)Setchellひじき (60)
[Hizooa fusifonnis] 

giganteifolium Yanadaおおばのこぎりもく

glaucescens J. Agardhこなふきもく

hemiphyllum (Tumer) C. Agardhいそもく

homeri (Tumer) C. Ag釘dhあかも〈

ilicifolium (Tumer) C. Ag紅dh
V紅 .conduplicaωmGrunowふたえひいらぎもく

incanum Grunowしまうらもく

kashiwajimanum Yendoときもく

kushimotense Yendoしろこもく

longifructum Tseng et Luながみもく

macroclllpum C. Ag紅dhのこぎりもく

[serratifolium auct. japon.] 

micl百can的um(Kutzing) Endlicherとげもく

microceratium (Mertens ex Tumer) C. Agardhふしい

ともく

miyabei Yendoみやぺもく

[kjellmanianum] 

muticum (Yendo) Fensholtたまははきもく

[kjelJmanianum f. muticum] 

myriocystum J. Agardhひめはも<(61) 

[opacum] 

nigrifolium Yendoならさも

nipponicum Yendoたまなしもく

ok.制 uraeY oshida et T. Konnoひらねじも〈

oligocystum Montagne 

pallidum (Tumer) C. Agardhうすいろも〈

patensC. Ag釘dhやつまたもく (62)

piluliferumσ'umer)C. Ag紅dhまめたわら (63)

pinnatifidum Harveyからくさもく

polycystum C. Agardhこぱもく

polyporum Mon旬gneたまきればも〈

ringgoldianum Harvey 

ssp. ringgoldianumおおばもく

ssp. coreanumσ. Agardh) Yoshidaゃなぎもく

sagamianum Yendoねじもく

saJicifolioides Yamadaふくれみもく (64)

[hyugaenseひゅうがもく]

segii Y oshidaながしまもく

[racemosum Yanada et Segi] 

[ringgoldianum f. ell牟ticumまるばのがらも]

serratifolium (C. Agardh) C. Agardhうすばのこぎり

もく

siliquastrum (Tumer) C. Agardhよれもく

[tortile] 

siliquosum J. Agardhきしゅうもく

* spathulophyllum J. Tanaka， Murakani et Araiへらな
らさも (65)

tenuifolium Yanadaうすばもく

thunbergii (Mertens ex Roth) Kuntzeうみとらのお

tosaense Yendoたっくり

trichophyll聞 (K首位ing)Kuntze いとよれもく

wakayamaense Y oshidaなんきもく

yamadae Yoshida et T. Konnoあずまねじもく

yamamoω，iYoshidaよれもくもどき

yendoi Okamura et Y anadaえんどうもく (66)

[肺hens.由lowi，釦捌u聞'mv咽a釘r.cond，切'5a伽えながも，<] 
yezoen5e (Y anada) Y oshida et T. Konnoえぞのねじ
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もく conoides (J. Agardh) Kutzing 

[sagamianum v低 yezoense] omata(Tum巴r)1. Agardhらっぱもく

Turbinaria Lamouroux， 1825らっぱもく属 tria1ata (J. Agardh) Kutzingたかっきもく

褐藻に関するノート

(1)日本から記録された種のうち，合法的でない名前を除き，不確実な E.acuto-ramulis， E. brevicellu1aris， E. 

commixtus， E. confusiophyllus， E. cystophyllophi1us， E. dictyopterico1a， E. e1achistaeformis， E. hemisphaericus， E. 

homerico1a， E. kjellmanioides， E. 1mηinariae， E. 1epasico1a， E. minor， E. mitchelloides， E. monzensis， E. ob1ongatus， 

E. obtuosus， E. penicillatus， E. p1astico1a， E. p1umosus， E. rotundato-apica1is， E. sadoensis， E. sargassicaulinus， E. 

sargassiphyllus， E. shimokitaensis， E. tappiensお， E. tasshaensis， E. tsugaruensis， E. zosteraeを収録しなかった。

(2) Gononemaの他の種とではなく Laminarioco1axのcladeに入るという Burkhardt& Peters(1998)に従う。L.

drappama1dioidesは命名規約に従っていないので除く。

(3) Kawai & Tokuyama(1995)が北海道室蘭から記載した。

(4) Sorocarpusの名前は保留されていないので，Botrytellaを用いるのが正しい。異名は Kim(1996)による。

(5) f. minutusが区別された。異名も Kurogi(1978)による。

(6) Hapalospongidion属と区別できないとの意見もあるが，田中(私信)の考えに従って，当面この名前を使用する。

(7) Kogame & Yoshida (in Yoshida 1997)により独立の種と認められた。

(8)正式の発表は Hauck(1884)で行われた。

(9)異名はPrud'hommevan Reine(1982)， Kitayama(1994)による。

(10) Neurocarpus， Ha1iseris はDictyopterisの異名である。

(11) Neurocarpus undu1atus f. p1anaが記載されている(岡村 1936)。組み合わせはされていない。

(12) D. naevosaはYendo(1909)の報告後，記録も無く実態不明である。命名規約に従っていない名前を除く。 D.

binghamiae， D. cervicomis， D. flabellata， D. indicaは同定に疑問があり，取り上げなかった。

(13) D. radicansヒメフクリンはPadina属のものの基部構造である(Umezaki& Y oneda 1962)。

(14) v低 cuneataキレバノウスバウミウチワが記載されている(T佃 aka& Nozawa 1960)。
(15) f. crassaフトニセモズクが区別された(lnagaki1954)。

(16) f. chordaeformisヒモナガマツモ， f. r.抑uscu1iferaマパラナガマツモが区別されている(lnagaki，1958)。

(17)キツネノオの和名は緑藻 C1adophoropsisvaucheriaeformisと同じなので，変更した。

(18) f. densaフサクロモ， f. graci1isホソクロモが区別される(lnagaki1958)。

(19) f. chordarioidesニセナガマツモ， f. epiphyticaヤセモズク， f. gracilisホソパノニセナガマツモが区別された

(lnagaki 1958)0 S. sadoensisは養殖された体を基にしているという(吉田 1998)。

(20) E. globosa Takamatsu はlaterhomonymなので，新名が与えられた。Takamatsu(1938)はE.g1obosaにf.1umbrica1is， 

f. rigidaを記載した。

(21)異名は上井ら(2000)による。

(22) Takamatsu(1938)により王pacificaが区別された。

(23) Takamatsu(1938)により f.rigidaが区別された。H.coccophoraeはこれに近いもの。

(24) f. globosaが記載されている(Takamatsu1939)。

(25) L. tsugaruensis はこの種に近いものであるという(吉田 1998)。

(26)異名は lnagaki(1958)による。

(27) Gonodia属はMyriactu1aの異名とされているので， G. fusiformis Nodaは命名法上も検討を要する。

(28)上井ら(1999)はE1achista属であろうとしている。

(29) Ascocyc1us dichotomusは所属が不確実なので収録しなかった。

(30)命名規約に反する名前を除いた。

(31)命名規約に反する



日本産海藻目録2000 129 

(33)異名はWomersley(1987)による。

(34)細胞構造や性フェロモン，分子系統の研究からこれら 2属をカヤモノリ自に帰属させるのが妥当である(佐々

木ら 2000)。

(35)川井ら(1999)はニセツルモ科に近縁であり，コンブ目に所属させるべきであるとした。

(36)異名は太田(1984)による。

(37)異名は太田(1984)による。

(38) flea zostenゐ>HaNodaもこの属に入ると思われる。 fleaはPetaJoniaの異名である。

(39) Kogame(1996)報告による。

(40) Kogame(1998)が記載した。

(41) S. simplicissimus (Clemente) Cremadesの名前が正しいとされたが，この名前よりも S.lomentariaが古くから使

われているので，保留されるであろう。

(42)異名はF1etcher(1987)による。

(43)日本産の種は l種だけで，学名はS.radicifonrusを用いる。

(44) f. distansナンプワカメ， f. narutensisナルトワカメ，var. elongata， v低 vulgarisなどが記載されている(岡村 1936，

S町ing紅 1872)。
(45) f. rishirienseリシリアナメ， f. rugosumザラアアナメ， f. yakishirienseテウリアナメが区別されている(Y創nada

1974)。
(46) f. cuneata， f. latifoliaが記載されている(Nagai1940)。

(47) f.∞IJ1torta， f. latiss.加a，f. planaが区別された(岡村 1936)。
(48) f. elonga弘正latifoIiaが区別された(岡村 1936)。

(49)王I却earis，f. latior， f. ovata， f. crispataが記載されている(岡村 1936)。

(50)( angustifoliaホソパオニコンプ(Nagai1940)， f.longipesエナガオニコンプ(岡村 1936)が区別された。

(51) f. membranaceaドテメが記載されている(岡村 1936)。

(52) Widdowson(1965)はLaminaria属であるとし， Kajimura(1981)は新属を代表するとした。

(53) Se同 oet aJ.( 1999)は生卵器の分裂方向の違いと分子系統の結果から属を分離した。

(54)分校様式の違いを根拠としてCystoseiraceaeウガノモク科を区別していた。しかし最近の分子系統の研究結果

はこれを支持していない(Horiguchi& Yoshida 1998)。ここではこの2科を纏めた。

(55)異名はSilvaet aJ.(1987)による。

σ6)異名はYoshida& Kawai(1987)による。

(57) Yendo(1907)が記録したS.aquifoIium， S. cervicome (=cinctum sensu Yendo)， S. gracil伽 um，S. graminifoIi，凹，

S.he館'rocys佃m，S. latifoIiumはその後確認されておらず，実態不明で収録しなかった。

。σ8)異名は野呂・南波(1990)による。

σ9) Yoshida et aJ.(2000)が北海道から記載した。吉田(1998，p. 378)はラテン語記載を伴っていない。

(印)独特の形態から岡村(1932)によって独立の属とされた。分子系統の研究ではBactrophycus亜属の Teretia節に

近いことが示されているので，ホンダワラ属に含める。岡村(1936)はf.cJavigera， f. cyIindrica， f. foIiifera， f. 

1血ifonnisを区別した。

(61)鯵坂(1994)が沖縄県から報告した。異名も彼による。

(62)(schizophyll闘が区別された(岡村 1936)。

(63) var.paωla， var. pinnatifidum， var. serratifoIiumキレパノマメタワラ(山田 1942)が記載されている。

(64)異名はAjisakaet aJ.(l994)による。

(65) Tanaka et aJ. in Murakami et aJ.(1999)によって正式に発表された。吉田(1998.p. 407)ではラテン語の記載が無

b主。

(66)異名は野呂・吉田(1994)による。

(67)ナンカイシオミドロの名前はFeldmanniafonnωanaに既に用いられているので、ミナミシオミドロと改める。
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RHODOPHYCEAE Ruprecht泊Middendorff，1851紅藻綱

PORPHYRIDIALES Kylin， 1937ちのりも目

Porphyridiac鈍 eKylin ex Skuja， 1939ちのりも科

Rhodella Evans， 1970ロデラ属(1)

violacea (Komrnann) Wehnneyer 

Rhodosorus Geitler， 1930ロドソルス属

marinus Geitler 

Rhodospora Geitler， 1927ロドスポラ属

sordida Geitler 

GONIOTRICHALES Sk吋a，1939べにみどろ目

Goniotrichaceae G.M. Smi血， 1933べにみどろ科(2)

Bangiopsis Schmitz in Engler et Prantl， 1896にせうしけ

のり属

subsimplex (Montagne) Schmitzにせうしけのり

[Goniotrichum humphreyi sensu Tanaka) 

Chroodactylon Hansgirg， 1885たまつなぎ属

omatum (C. Agardh) Bassonたまつなぎ

[Asterocytis oma伺]

Colacodictyon Feldmann， 1955あみまゆだま属

reticulatum (Batters) Feldmannあみまゆだま

[Colaconema reticulata) 

Stylonema Reinsch， 1874べにみどろ属

alsidii (Z組担叫ini)Drewぺにみどろ

[elegans) 

[Goniotrichum alsidu] 

comu-cervi Reinschかずのほしのいと

[Goniotrichum comu-cervll 

reniformis Kajimuraにせべにうちわ

ERYTHROPELTIDALES Garbary， Hansen et Scagel， 

1980エリスロペルティス目

Erythropeltidaceae Sk吋a，1939ほしのいと科

Ery曲。c1adiaRosenvinge， 1909いそはなぴ属

in官'Cu1arisRosenvingeとげいそはなぴ

... subintegra Rosenvingeいそはなぴ(3)

Ery幼rotrichiaAreschoug， 1850 nom. cons.ほしのいと属

camea (DilIwyn) J. Agardhほしのいと (4)

[biseriataひめりぼん]

[reflexaゆみがたほしのいと]

[ filibasalisあしぼそいとまくら]

incrassata Tanaka いそりぼん

[s，出:gassicolaもくっきほしのおぴ]

japonica Tokidaほしのおぴ

[Bangia ciliata) 

parietalis Tanaka いとりぼん

Porphyropsis Rosenvinge， 1909ひなのり属

coccineaσ. Agardh ex Areschoug) Rosenvingeひなの
り(136)

BANGIALES Schmitz， 1892うしけのり目

B岨 gialωaeEngler， 1892うしけのり科

Bangia Lyngbye， 1819うしけのり属

atropurpurea (Ro出)C. Agardhうしけのり

[fuscopu.脚朋]

gloiopeltidicola Tanakaふのりのうしげ

Porphyra C. Agardh， 1824 nOffi. cons.あまのり属

akasakae Miuraむろねあまのり

[angusta f. sanrikuensisにせこすじのり]

amplissima (Kjel1man) Setchel1 et Husべにたさ (5)

angusωOkamura et Uedaこすじのり

crassaUedaあっばあまのり

den飼傾向el1m釦おにあまのり

irregularis Fukuharaえりもあまのり

ishigecola Miuraぺんてんあまのり

katadae Miuraそめわけあまのり

kinositae (Yamada et Tanaka) Fukuharaうたすつのり

kuniedae Kurogiまるばあさくさのり

kurogii Linds位。mちしまくろのり

[p岬ureasensu Kurogi] 

[umbilicalis auct. japon.) 

lacerata Miuraやぶれあまのり

moriensis Ohmiかやべのり

occiden飽lisSetchel1 et Husきいろたさ

ochotensis Nagaiあなあまのり (6)

[pe.出 lratasensu Ued吋

okamurae Uedaくろのり

onoiUedaおおののり

[abyssicola sensu Ueda) 

pseudocrassa Yamada et Mikamiまくれあまのり

pseudolinewぜ'sUedaうつぶるいのり

punctata Yamada et Mikamiすなごあまのり

seriata Kjel1manいちまつのり

suborbiculata向el1manまるばあまのり (7)

飽negashimensisShinmuraたねがしまあまのり

tenera Kjel1manあさくさのり (8)

tenu伊edalisMiuraかいがらあまのり

variegata (Kjellman) Kjel1manふいりたさ

[tenuitasaうすぱたさ]
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[uedae] 

* yamadae Y oshidaつくしあまのり (9)
[crispata sensu Ueda] 

yezoensis Uedaすさびのり(10)

ACROCHAETIALES Feldmann， 1953 

アクロカエティウム目

Acrochaetiaceae Fritsch ex Taylor， 1957 nom. cons.アク

ロカエテイウム手ヰ (11)

Acrochaetium Nageli in Nageli et Cramer， 1858アクロカ

エテイウム属

aJariae (Jonsson) Bomet 

[AudouineJJa aJariae] 

catenuJatum Howe 

[AudouineJJa catenuJata] 

densum (Drew) Papen釦ss

[AudouineJJa densa] 

[Rhodochorton densum] 

[Rhodochorton arcuatum] 

humiJe (Rosenvinge) B回rgesen

[AudouineJJa h凶刀iJis]

[AudouineJJa radiata] 

kurogii (Lee et Lindstrom) Lee et Leeはねべにのいと

[AudouineJJa kurogiI1 
scinaiae Dawson 

sessiJe (Nakamura) Le泡etYoshida 

[AudouineJJa sessiJjs] 

[Rhodochorton sessile] 

strictum (Rosenvinge) Hamel 

AudouineJJa Bory， 1823 nom. et orth. cons.オージュイネ

ラ属

attenuata (Rosenvinge) Garbary 

[Rhodochorton attenuatum] 

caJJithamnioides (Nak創nura)Garbary 

[Rhodochorton caJJithamnioides] 

codicola (B日rgesen)Garbary 

[Rhodochorton codicola] 

codii (Crouan frat.) Garbary 

[Rhodochorton codiI1 
daviesii (DiIIw戸)WoeIkerling 

[hyalosiphoniae] 

[Rhodochorton daviesI1] 

[Rhodochorton hyaJosiphoniae] 

howei (Yamada) Garb町yみるのべに

[Acrochaetium howel] 

[Rhodochorton affme Yamada] 

[Rhodochorton howel] 

immersa (Rosenvinge) South et Tittley 

[Acrochaetium immersum] 

[Chantransia immersa] 

infestans (Howe et Hoyt) Dixon 

[Rhodochorton infestans] 

japonica (Papenfuss) Garbaryべにまゆだま

[Acrochaetium japonicum] 

[Colaconema simpJex] 

macropus (Kylin) Garbary 

microscopica (Nageli) Woelkerling 

[moniJjformis] 

[Chantransia crassipes] 

occidentaJis (B回rgesen)Garbary 

[Acrochaetium toyamaense] 

plumosa (Drew) Garbary 

[Rhodochorton pJumosum] 

polyspora (Howe) Garbary 

rhizoidea (Drew) Garbary 

robusta (Borgesen) Garbary 

[Rhodochorton robustum] 

ryukyuensis (Nakamura) Garbary 

[Rhodochorton ryukyuense] 

sanctae-thomae (B回rgesen)Garbary 

[Rhodochorton sancti-thomae] 

secundata (Lyngbye) Woelkerling 

[Chantransia secundata] 

seriata (Borgesen) Garbary 

[Rhodochorton seriatum] 

terminaJis (Nakamura) G訂b訂y

[Kylinia terminalis] 

[Rhodochorton terminaJe] 

CoJaconema Batters， 1896べにまゆだま属

furcata Tanakaょなくにまゆだま

Liagorophila Yamada， 1944リアゴロフイラ属

endophytica Yamada 

Rhodochorton Nageli， 1862ロドコルトン属

membranaceum (Magnus) Hauck 

purpureum (Lightfoot) Rosenvinge 

[AudouineJJa purpurea] 

[Rhodochorton rothI1] 

subimmersum Setchell et Gardner 

[AudouineIla subimmersa] 

Rhodochortonopsis Yamadaかいめんしばり属

spongicoJa Yamadaかいめんしばり

PALMARIALES Guiry et D. Irvine， 1978だるす目

PaImariaceae Guiry， 1974だるす科

131 
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HaIosaccion Kutzing， 1843ぺにふくろのり属

finnum (Postels et Ruprecht) Kutzingかたぺにふくろ

のり

ramentaceum (Linnaeus) J. Ag訂ぬほそぺにふくろの

り

yendoiLeeべにふくろのり

[saccatum auct. japon.] 

PaImaria Stackhouse， 1801だるす属

marginicrassa Leeあつぼだるす

paIma飽(Linnaeus)Kuntzeだるす

[Rhoの'meniapalmata] 

Rhodophysemataceae Saunders et McLachlan， 1989ふち

とりべに科

Meiodiscus Saunders et McLachlan， 1991メイオディス

クス属

sf.恕tsbergensis(勾ellm組)Saunders et McLachlan 

[Rhodochorton S，戸tsbergense]

Pseudo，泊ododiscusMasuda， 1976ぺにごろも属

nipponicus Masudaべにごろも

Rhodophysema Batters， 1900ふちとりぺに属

elegans (Crouan frat. ex J. Agardh) Dixonうすふちと

りべに

[Rhododennis elegans] 

georgii Battersふちとりぺに

[Rhododennis georgiI] 

odon的aIiaeMasuda et Ohtaひめふちとりぺに

Rhodophysemopsis Masuda， 1976ふちとりべにもどき

属

laminariae Masudaふちとりべにもどき

NEMALIALES Schmitz in Engler， 1892 

うみぞうめん目

Dermonema旬ceae(Schmitz et Hauptfleisch) Abbott， 
1976かきまつ科

Dennonema Harvey ex Heydrich， 1894かきまつ属

divaricatum Okamura et Segawaしまかきまつ

frappieri (Montagne et Millardet) B回Irgesenかきまつ

[gI百cile]

pulvinatum (Grunow) Fanかもがしらのり

[NemaIion pulvinatum] 

Dotyophycus Abbott， 1976にせこなはだ属

yaηadae (Ohmi et Itono) Abbott et Yoshizaki 

[Liagoropsis yamadae] 

Patenocarpus Y oshizaki， 1987パテノカルプス属

pa百tphysiferusY oshizaki 

Yamadaella Abbott， 1970はいこなはだ属

caenomyce (Decaisne) Abbott はいこなはだ

[Liagora annula飽sensuYendo] 

[Liagora caenomyce] 

[Liagora rugosa sensu Okamuraふしこなはだ]

Galaxauraceae Parkinson， 1983がらがら科

Actino加・chiaDecaisne， 1842そでがらみ属

fragilis (Forsskal) Borgesenそでがらみ

[rigida] 

robusta Itonoしまそでがらみ

Galaxaura Lamouroux， 1812ひらがらがら属(12)

apiculata Kjellmanぎぼうしがらがら

articulata Tanakaくだがらがら

contigua Kjellman 

falcata Kjellmanひらがらがら

fasciculata Kjellmanぴろうどがらがら

fiJamentosa Chouふさ治宝ら治宝ら

[rudis] 

hystrix Kjellmanへらがらがら

kjellmanii Weber-van Bosseきめはだがらがら

* lapidescens (Ellis et Solander) Lamourouxもつれがら
がら

[delabida] 

* marginata (Ellis et Solander) Lamourouxほそばがら
がら

[ar加>rea]

[cJavigeraあつばがらがら]

[stupocaula] 

[ ventricosa] 

[vepreculaうすぱがらがらI

[yaeyamensisうすゆきがらがら]

obtusata (Ellis et Solander) Lamourouxふくろがらが

ら

[robusta] 

pacifica Tanakaちやほがらがら

papillata Kjellmanぱぴらがらがら

* rugosa (Ellis et Solander) Lamourouxなががらがら
[cucul信'eraつくしがらがら]

[elongata] 

[ fruticulosaもさがらがら]

[glabriusculaつやがらがら]

[subfruticulosa] 

subverticillata Kjellmanしまがらがら

yamadae Itono 

Scinaia Bivona・Bemaldi，1822ふさのり属

f1abellata Kajimura 

* honnoides Setchellつぶふさのり(138)
japonica Setchellふさのり



日本産海藻目録2000 133 

lati.伽 InsHoweひらふさのり

[cottoniI] 

monilifonnis J. Ag釘ぬじゅずふさのり

ok，銅山富e俳句:hell)Huismanにせふさのり

[Gloiophloea okamurae] 

[Pseudogloiophloea okamurae] 

okiensisK司jimura

pseudomonilifonnis Kajimura 

tokidaeK司jimura

Tricleocarpa Huisman et Borowitzka. 1990がらがら属

(13) 

cylindrica (El1is et SoIander) Huismann et Borowitzka 

カfらカfら

[Ga1axaura cylindrica] 

[Ga1axa悶 fastigiata]

* fragilis (Linn鶴岡Huismanet Townsendなんきがら
がら

[Ga1，鉱aU1百fragilis]

[Ga1axaura oblongata] 

[Ga1axaura pil.晶~ra]

Liagoraceae Kutzing. 1843こなはだ科

Ganonema Fan et Wang. 1974けこなはだ属

farinosa (Lamouroux) Fan et Wangけこなはだ

[Liagorafa泊losa]

[Liagora cheyneana] 

Helminthocladia J. Ag紅ぬ.1851べにもずく属

aus師 lisHarveyべにもずく

[macrocepha1aしまべにもずく]

yendoana Naritaほそべにもずく

Liagora Lamo町oux.1812こなはだ属

* a1bicans Lamourouxきぶりこなはだ
[decussata sensu Yamada] 

boergesenii Yamadaすじこなはだ

boninensis Yamadaぽうにんこなはだ

ceranoides Lamourouxこなはだ

[leprosa] 

clavata Yamadaふくれこなはだ

β百igilおzan紅dini
hawBIiana Butters 

japonica Yamadaよごれこなはだ

[cliftonii sensu Y endo] 

orienta1is J. Ag釘dhふさこなはだ

[formosana] 

[刷akae]

pa，戸'n命ssiiAbbottはねこなはだ

[pinnata sensu Yamada] 

robusta Yamadaたちこなはだ

segawae Yamadaみぞこなはだ

setchellii Yamada いしはだ

[valida sensu Okamura] 

Nemaliaceae (Farlow) De Toni et Levi. 1886うみぞうめ

ん科

Nema1ion Duby. 1830うみぞうめん属

multifidum (Weber et Mohr) J. Ag紅曲つくものり

venniculare Suringarうみぞうめん

Trichoglo切 Kutzing.1847あけぼのもずく属

lubrica Harvey ex J. Agardh (139) 

[subnuda] 

requienii (Montagne) Kutzingあけぼのもずく

[papenfussiiよごれあけぼのもずく]

Trichogloeopsis Abbott et Doty. 1960ぬるはだ属

mu，∞'sissInla (Yamada) Abbott et Dotyぬるはだ
[Liagora mucosissima] 

CORALLINALES Silva et Johansen. 1986さんごも目

Corallinaceae Lamouroux. 1812さんごも科

Alatocladia (Yendo) Johansen. 1969やはずしころ属

modesta (Yendo) Johansenやはずしころ

[Cheilosporum anceps var. modes他m]

[Ca1li81幼ronmodestum] 

Amphiroa Lamouroux. 1812かにのて属

anastomosans Weber-van Bosse 

* anceps (Lamarck) Decaisneかにのて(14)
[dilata飽1

ech詔.oensisYendoえちごかにのて

ephedraea (Lamarck) Decaisneまおうかにのて

foliacea L訓nourouxはいかにのて

fragilissInla (Linnaeus) Lamourouxほそえだかにのて

itonoi Srimanobhas et Masaki いとかがり

misakiensis Yendoひめかにのて

pusilla Yendoひなかにのて

rigida Lamourouxいそはり

va1onioides Yendo いそはりがね

yendoi De Toniみぞかにのて

zonata Yendoうすかわかにのて

Bossiella Silva. 1957いそきり属

cretacea (Pos旬Iset Ruprecht) Johansen いそきり

[Amphiroa cretacea] 

[Pachy81幼'roncretaceum] 

Calli81泊ronManza 1937えぞしころ属

latissimum (Yendo) Manza 

[αeilosporum latissimum] 

yessoense (Yendo) M箇tzaえぞしころ(137)
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[Cheilosporum yessoense] 

Cheilosporom (Decaisne) Zanardini， 1844ひめしころ属

acutilobum (Decaisne) Picconeひめしころ

spec飽bileH紅veyex Grunowはねひめしころ

Uungennannioides sensu Segawa] 

Choreonema Schmitz， 1889いしいほ属

的uretii(Bomet) Sc胎nitzいしいほ

Cla的romorphumFoslie， 1898きたいしも属

circumscriptum (S剛 mfe1t)Foslieきたいしも

compac似m(珂e胎nan)Foslieあなあききたいしも

reclinatum (Foslie) Adeyかさきのこいしも

[Neopolyjロorolithonreclinatum] 

CoraJlina Linnaeus， 1758さんごも属

confusa Yendoみやひぱ

[squama飽auct.japon.] 

officinaJis Linnaeusさんごも

pilulifera Poste1s et Rup問chtぴりひば(15)

[ kaifuensisひめひば]

[sessilisみやひばもどき]

EzoAdey，Mぉ紘iet Akioka， 1974しずくいしごろも属

epiyessoense Adey， Masaki et Akiokaしずくいしごろ

も

Goniolithon Foslie， 1989いしのみ属(16)

mammilare (Harvey) Foslie いぽいしも

propinquum (Foslie) Foslie 

即位百lli，的onFoslie，こぶいしも属

boergesenii (Foslie) Foslieせといほいしも(17)

[Poroli.的onboergesenil1 
farinosum (Lamouroux) Penrose et Chamber1ain いほ

もかさ

[Melobesia farino，岨]

[Fosliella白血3ωa]

傘 murakoshiiIryu et Matsuda (18) 

onkodes (Heydrich) Penrose et Woelker1ingあなあき

いしも

[Porolithon onkodes] 

(Spongites onkodes] 

reinboldii (Weber-van Bosse et Foslie) Fos!ieこぶいし

も

(Spongites reinboldil1 
samoense (Fos!ie) Keats et Chamberlainさもあいしご

ろも

[Lii的oph.戸~ums，抑制se]

S釘宮assi(Foslie)αlamber1ainもくごろも(19)

(Heterodenna sargassl1 

[Pneophyllum sargassl1 

Jania Lamouroux， 1812もさずき属

adhaerensL倒nourouxひめもさずき

[ decussato-dichotomaたまもさずき]

arborescens (Yendo) Yendoきぶりもさずき

capillacea Harveyけひめもさずき

nipponica (Yendo) Yendoうらもさずき

radiata Yendoひおうぎ

ungulata (Yendo) Yendoさきぴろもさずき (20)

yenoshimensis (Y endo) Yendoえのしまもさずき

Leptophytum Adey， 1966レプトフイツム属

laeve (Foslie) Adey いしも

[Lithothamnion laeve] 

Lithophyllum Philippi， 1837いしごろも属

absimile Foslie et Howe いわのさぴ

acanthinum Foslieことげこぶいしも

amplexifrons (H訂vey)Hey伽ichくさのかきもどき

bamleri (Heydrich) Heydrichひらいたいしも

caribaeum (Foslie) Fos!ie f.加'reaJeMぉ紘iきたにせ

うみさぴもどき

kotschyanum Ungerみなみいしも

neoataJayense Masakiくぼみいしごろも

neofarlowii Setchell et Masonこぶいしごろも

[Pseudolithophyllum neofarlowu1 

okamurae Fos!ieひらいぼ(21)

'" pygmaeum (Heydrich) Heydrichもるっかいしも (22)

[Lithophyllum moluccense] 

shioense Fos!ieみさきいしごろも

tortuosum (Esper) Fos!ieはちのすいし

yessoense Fos!i巴えぞいしごろも

Lii的0泊amnionHeydrich， 1897 nom. et orth. cons.いしも

属(23)

aculeiferom Masonせといしも

canariense Foslieかなりあいしも

cystocarpideum Foslieくさのかき

glaciaJe悶glimanきたえだいしも

intennedium Kjellman いほいしも

japonicum Foslieみやぺおこし

[n官館nseかいふおこし]

notatum Foslie 

obtectulum (Foslie) Foslieあっけしおこし

pacificum (Foslie) Fos!ieあっけしいほ'"、し

siamense Foslie 

simulans (Foslie) Foslieかわらいしも

sonderi Hauckいほおこし

spissum Foslie 

vescum Foslieひらおこし

Marginisporom (Yendo) Ganesan， 1968へりとりかにの

て属

aben宜ns(Yendo) Johansen et Chiharaふさかにのて

(Amphiroa abeITans] 
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crassissimum (Yendo) Ganesanへりとりかにのて

[Amphiroa crassissima] 

decJinatum (Yendo) Ganesanまがりかにのて

[Amphiroa decJinata] 

Mastophora Decaisne， 1842いしのはな属

pacifica (Heydrich) Foslieこしかし、しも

[Lithoporella melobesioides sensu Mぉaki]

rosea (c. Agatdh) Setchellいしのはな

[licheniformis] 

[macrocmpa] 

Melobesia Lamouroux， 1812さび属 (24)

* tomitaroi Kloczcovaあばたもかさ (25)
[pacifica Masaki] 

Mesophyllum Lemoine， 1928えだうちいしも属

erubescens (Foslie) Lemoineえだうちいしも

[Li的othamnionerubescens] 

加conspicuum(Foslie) Adey 

[Lithothamnion inconspicuum] 

nitidum (Foslie) Adeyかがやきいしも

[Lithothamnion nitidum] 

Neogonioli的onSetchell et Mason， 1943いしのみもどき

属

fosliei (Heydrich) Setchell et Mas叩ふおずりーいし

も

* frutescens (Foslie) Setchell et Masonきぶりいしも
(30) 

* megalocystum (Foslie) Setchell et Mason はもんいし
も(26)

[pacificum 1 

mis柏町se(Foslie) Setchell et Masonかさねいしも

[Gonioli的onmisakiense] 

[GonioJi的onversabile] 

* setchellii (Foslie) Adeyいしのみ (27)
[accretum sensu Masakiりなきいしも]

[pacificum sensu Mぉ紘iすりばちいしもl

* tenuicrustaceum Iryu et Matsudaうすかわいしも (28)
PhymatoJithon Foslie， 1898 nom. consあっけしいしも

属

lenormandii (Areschoug) Ad，りあっけしいしも

[Li的othamnionlenormandiI] 

Pneophyllum Kutzing， 1843もかさ属

con会rvicola(Kutzing) Chamber1ainひめもかさ

[FosJiella minutula] 

conicum (Dawson) Keats， Chamber1ain et Baba はいしミ

ろいしも

[Paragonion凶onconicum] 

fragile Kutzingしろもかさ

[lejoJisiIl 

[FoslieJJa lejoJisiIl 

zostericola (Foslie) Kloczcovaもかさ

[FosJieJJa zostericola] 

[Heteroderma zostericola] 

Poroli的on(Foslie) Foskie， 1909ポロリトン属

colliculosum Masakiとげいほ

orbiculatum Masakiおにはすいしも

Serraticardia (Yendo) Silva， 1957おおしころ属

maxima (Yendo) Silvaおおしころ

[Cheilosporum maximum] 

[Joculator maximus] 

Spongites Kutzing， 1841おにがわらいしも属 (29)

* fruticulosum Kutzingおにがわらいしも
yendoi (Foslie) Chamberlainうみさび

[Lithophyllum yendOll 

[即位。'Ji的ondecipiens] 

[LithophyJJum decipiensうみさびもどき]

百tanodermaNageli in Nageli et Cramer， 1858のりまき

属

canescens (Foslie) Woelkerling， Chamber1ain et Silva 

そうはん

[Dermatolithon canescens] 

[Lithophyllum canescens] 

corallinae (Crouan frat.) Woelkerling， Chamber1ain et 

Silvaひめごろも

[Tenarea corallinae] 

dispar(Foslie) Woelker1ing， Chamber1ain et Silvaのり

まきもどき

[Dermatolithon dispar] 

[Tenarea dispar] 

* proωtypum (Foslie) Woelkerling， Chamberlain et Silva 
うずまきふちしろ (29)

[Lithophyllum tessellatum] 

[η'tanoderma tessellatum] 

pustulaωm (Lamouroux) Nageliひらのりまき

[Lithophyllum pustulatum] 

tumidulum (Foslie) Woelker1ing， Chamber1ain et Silva 

のりまき

[Dermatoli的ontumidulum] 

[LithophyJJum tumidulum] 

[Tenarea加midula]

Yamadaea Segawa， 1955さびもどき属

melobesioides Segawaさびもどき

Sporolithaceae Verheij， 1993えんじいしも手ヰ

Sporoli的onHeydrich， 1897えんじいしも属

* durum (Foslie) Townsend et Woelkerlingこぶえんじ
いしも (30)
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* episporum (Howe) Dawsonひなえんじいしも (31)
schmidtii (Foslie) Gor叫on，Masaki et Akiokaひめえん

じいしも

GELIDIALES Kylin， 1923てんぐさ目

Gelidiaceae K首位ing，1843てんぐさ科

Acan伽戸ItisOkamura in Yatabe， 1892ゆいきり属

hirsuta (Ok創n町宮)Shimadaやたべぐさ (32)

[Ya飽bellahirsuta] 

japonica Okamuraゆいきり

Gelidiella Feldmann et Hamel， 1934しまてんぐさ属

acero，哩a(Forssk創)民Idmannet Hamelしまてんぐさ

* ligulata Dawsonささばしまてんぐさ (33)
ramellosa (Ku包ing)Feldmann et Hamelきっこうしま

てんぐさ

白ilidiumLamouroux， 1813 nom. cons.てんぐさ属

amamiense Tanaka et K. Nozawaしんかいひめぶと

decumbensum Okamuraたおれぐさ

divancatum Martensひめてんぐさ

elegansKu包ingまくさ (34)

[amansii auct. japon.] 

Uohnstonii sensu Segiつゃくさ]

旬。Ilystichumsensu Segiえぞてんぐさ]

[pulchrum sensu Segiささめぷと]

[pwpu即 censsensu Segiむらさきぷと]

[pyramidaJe sensu Segiながとぶとl

* inagakii Yoshidaひめひら (35)
[nanumInag紘i]

isabelae Taylorへらひめぶと

japonicum (Haravey) Okamuraおにくさ

[Onikusa japonica] 

* koshikianum Shimada， Horiguchi et Masuda さつま
てんぐさ (36)

linoides Kutzingきぬくさ

pacificum Okamuraおおぶさ

pusillum (Stackhouse) Le Jolisはいてんぐさ (37)

[crinaJe いとてんぐさ]

subfas増'iatumOkamuraなんぶぐさ

tenue Okamuraこひら

* tenuifolium Shimada， Horiguchi et Masudaうすばてん
ぐさ (38)

vagum Okamuraよれくさ

yamadaeFanこぶさ

[densum Okamura] 

Ptel1ωiladiella Santelices et Hommersand， 1997おばくさ

属(39)

* capillacea (Gmelin) Bornetかたおばくさ
[Ptero，cladia densa] 

* nana (Okamura) Shimada， Horiguchi et Masudaちゃぼ
おばくさ

[Ptero，cladia nana] 

* tenuis (Okamura) Shimada， Horiguchi et Masudaおば
くさ

[Ptero，cladia tenuis] 

Ptilophora Kutzing， 1847ひらくさ属

白官iCu1ans(Akatsuka et Masaki) Norrisながひらくさ

[Beckerella irregulans] 

subcostata (Okamura) No凶sひらくさ

[Beckerella subcostata] 

[Gelidium subcostatum] 

WUI也 manniaceaeTaylor， 1960ウルデマニア科

Wurdemannia H釘vey，1853ウルデマニア属

miniata (Sprengel) Feldmann et Hamel 

HILDENBRANDIALES Pueschel et Cole， 1982 

ぺにまだら目

Hildenbrandiaceae Rosenvinge， 1917ぺにまだら科

Hildenbrandia Nar叫0，1834 nom. et orth. cons.ぺにまだ

ら属

rubra (Sommerfelt) Meneghiniべにまだら

[proωtypus] 

[rosea] 

yessoensis Yendoえぞべにまだら

BONNEMAISONIALES Feldmann et Feldmann， 

1942かぎけのり目

Bonnemaisoniaceae Sc加nitzin Engler， 1892かぎけのり

科

Asparagopsis Montagne in Webb et Berthelot， 1841かぎ

けのり属

taxiformis (Delile) Trevisanかぎけのり (40)

[sanforoiana] 

Bonnemaisonia C. Agardh， 1822かぎのり属

hamifera Hariotかぎのり (41)

[Asparagopsis hamifera] 

Delisea Lamouroux， 1819たまいただき属

japonica Okamuraたまいただき

[fimbriata auct. japon.] 

[pulchra auct. japon.] 

Ptilonia (Harvey) J. Agardh， 1852ひろはたまいただき属
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okadae Yamadaひろはたまいただき

[Delisea okadae] 

GIGARTINALES Schmitz， 1892すぎのり目

Cal<ω:iphoniaceae Kylin， 1932ぬめりぐさ科

Calosiphonia Crouan frat. 1852ぬめりぐさ属

vermicularis (J. Agardh) Scru凶包ぬめりぐさ

Schmitzia Silva， 1959ほうのお属

japonica (Okamura) Silva ほうのお

[Ber泊oldiajaponica] 

[Platoma japonicaJ 

Ca叫acan曲aceaeKutzing， 1843いそもつか科

Catenella Greville， 1830 nom.cons.いそもつか属

caespitosa (Wi血.ering)Irvine いそもつか

[opuntia] 

[repens] 

加ipudica(Montagne) J. Ag釘dhしおかわもつか

nipae Zanardini 

Caulacanthus K首位.ing，1843いそだんつう属

ustu1atus (Tumer) Kutzing いそだんつう

[ok，翻 Unle]

Choreoc:olacac舗 eSturch， 1926コレオコラックス科

Leachiella Kugr官ns，1982はねぐさやどり属

pacmca Kugrens はねぐさやどり

Dicranemataceae Kylin， 1932なみいわたけ科

Tylo仰sJ.Ag宿泊1，1876なみいわたけ属

lichenoides OkamUnlなみいわたけ

D凹lOntiaceaeBory， 1828りゅうもんそう科

Constan血eaPostels et Rupr官cht，1840おきつばら属

rosa-marina (Gmelin) Postels et Ruprechtおきつばら

subulifera Setchellおおばおきつばら

Dudresnaya Crouan frat.， 1835 nom. cons.ひぴろうど属

japonica Okamuraひぴろうど

k脚必ioen抑制imura

m血血]aOkamuraひめひぴろうど

okiensis KajimUnl 

Dumontia Lamouroux， 1813りゅうもんそう属

conto瑚(Gmelin)Ruprechtりゅうもんそう

[filiformis] 

[incrassata] 

simplex Cottonへらりゅうもん

Farlowia J. Ag釘ぬ 1876<しばにせかれきぐさ属

mollis (Harvey et Bailey) Farlow et Seぉhellくしぼ

にせかれきぐさ

Gibsmi，的iaDoty， 1963えっきひぴろうど属

hawaiiensis Dotyえっきひぴろうど

町'alos伊honiaOkamura， 1909いそうめもどき属

caespitosa OkamUnlいそうめもどき

Masudaphycus L泊dstrom，1988にせかれきぐさ属

irregular官(Yamada)Linds回 mにせかれきぐさ

[Farlowia釘宮，!!ularお]

Neodilsea Tokida， 1943あかば属

crispata Masudaちぢれあかぱ

longissima (Mぉuda)Linds佐omながあかば

[integr百var.longissima] 

tenu伊sYamada et Mikamiまるばあかぱ

yendoana Tokidaあかぱ

[Dilsea edulis auct. japon.] 

民keaHarvey， 1853みちがえそう属

* yoshizakii Maggs et Wardみちがえそう (42)
[califomica auct. japon.] 

Rhodopeltis Harvey， 1863がらがらもどき属

borealis Yamadaがらがらもどき

Endocladiaceae (J. Agardh) Kylin， 1928ふのり科

Gloio戸:ltisJ. Ag紅白， 1842ふのり属

complanata (Harvey) Yamadaはなふのり (43)

[Caulacanthus compressusからかんさ]

furcata (Postels et Ruprecht) J. Agardhふくろふのり

(44) 

tenax (Tumer) Decaisneまふのり

Furcellariaceae Greville， 1830すすかけべに科

Halarachnion Kutzing， 1843すすかけぺに属

latissimum OkamUnlすすかけべに

parvum Yamadaこばのすすかけべに

Neurocaulon Zanardini ex Kutzing， 1849 nom. cons.じん

ようのり属

japonicum Segawaじんようのり

Giga凶inac飽 eBory， 1828すぎのり科

Chondr百canthusK首位ing，1843すぎのり属

intennedius (Suringar) Hommersandかいのり

[0.な副inaintennedia] 

teedii (Ro白)Kutzingしきんのり

[Gi.宮副卸ateedil] 
tenellus (Harvey) Hommers釦 dすぎのり

[Gig宿泊]atenella] 

[Chondrus filifonnis いとつのまたI

ChondrusS飽ckhouse，1797つのまた属
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事 annatus(Harvey) Okamuraとげつのまた (45)

[Chonch官sp.血nulatusf. annaωs] 

elatus Holmesことじつのまた (46)

giganteus Yendoおおばつのまた (47)

[ocellaω'sf.gigan館us]

nilョ'ponicusYendoまるばつのまた
[crispus auct. japon.] 

[ocellatus f. nipponic叫

ocellatus Holmesつのまた (48)

pinnulatus (Harvey) Okamuraひらことじ (49)

venucosus Mikamiいほつのまた

[ocellatus f. canaliculatus] 

[Gigartina mikamiI] 

yendoiY制 adaet Mikamiくろはぎんなんそう (50)

[kidaea laminarioides sensu Yendo] 

[kidaea comucopiae sensu Yendo] 

Mazzaella De Toni f.， 1936あかばぎんなんそう属 (51)

japonica (Mikami) Hommersandあかぱぎんなんそう

(52) 

[Gigartina japonica] 

[Rhodoglωsum japonicum] 

[kidaea pulchra sensu Yendo] 

* hemisphaerica (Mikami) Y oshidaいぼぎんなん(53)
[Rhodoglossum hemisphaericum] 

Gloiosiphoniaceae Schmitz in Engler， 1892いとふのり!

科

Gloeophycus Lee et Y 00， 1979おとひめもずく属

koreanum Lee et Y 00おとひめもずく

Gloiosiphonia Cannichael in Berkeley， 1833いとふのり

属

capillaris (Hudson) Cannichael いとふのり

Schimmelmannia Schousboe ex Kutzing， 1849なカ宝おば

ね属

plumosa (Setchell) Abbottながおばね

[Baylesia plumosa] 

Halymeniaceae Bory， 1828むかでのり科

Carpo戸，ltisSchmitz， 1895ちやほきんとき属

affinis (Harvey) Okamuraまつのり (54)

maillardii (Montagne et Mi11ar廿et)Chiangちやほきん

とき

[rigida] 

prolifera (Hariot) Kawaguchi et Masudaこめのり

[flabellata] 

Cryptonemia J. Agardh， 1842かくれいと属

luxurians (C. Agardh) J. Agardhひろはのかくれいと

rotunda (Okamura) Kawaguchiまるばぐさ

[Halymenia rotunda] 

[Hal.戸neniaiyoensisひょうたんぐさ1

semiproc削除'nsTanakaなんかいかくれいと

yendoi Weber-van Bosseうすばのかくれいと

Gra館loupiaC. Agardh， 1822 nom. cons.むかでのり属

acuminata Holmesおおむかでのり

[Halymenia acuminata] 

C抑制Yamadaet Segawaにくむかで

* catenata Yendoうつろむかで(141)
[filicina f. lomentaria] 

[filicina var. porracea] 

divaricata Okamuraかたのり

[incurva臼げじげじむかでのり]

* elliptica Holmesたんぱのり (55)
[Pachymeniopsis elliptica] 

filicina (Lamouroux) C. Agardhむかでのり

[prolongataひろはのむかでのり]

imbricata Holmesさくらのり (56)

kurogii Kawaguchiまるばふだらく

[Halymeniopsis dilatata] 

* lanceolata (Okamura) Kawaguchiふだらく (55)
[Aeodes lanceolata] 

[Pachymeniopsis lanceolata] 

[Pachymeniopsis yendoll 

latissima Okamura 

livida (Harvey) Yamadaひらむかで

Uubata] 

[ kaifuensisかいふのり]

[nipponica] 

okamurae Yamadaきょうのひも

[lancifolia] 

sparsa (Okamura) Chiangひぢりめん

[CylちImeniasparsa] 

[Phyllymenia spar古'a]

t山首tw百Yamadaつるつる

Halymenia C. Agardh， 1817 nom. cons.いそのはな属

(57) 

dila飽飽zan紅diniふいりぐさ
floresia (Clemente) C. Agardh いそのはな

Kintokiocolax Tanaka et Y. Nozawa， 1960きんときやど

り属

aggz官!gaω-ceran伽 Tanakaet Y. Nozawaきんときや

どり

Polyopes J. Ag紅dh，1849またぼう属

polyideoides Okamuraまたぼう

Prionitis J. Agardh， 1851きんとき属

angusta (Okamura) Okamuraきんとき

[Carpo戸!ltisangusta] 
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articula飽Okamuraふしきんとき

[Carpopeltis articula臼]

comea (Okamura) Dawsonつのむかで

[Carpo戸:ltiscom飽]

crispata (Okamura) Kawaguchiときかまっ

[Carpo，戸:ltiscrispata] 
divaricata (Okamura) Kawaguchiひとつまつ

[Carpopeltis divaricata] 

elataOkamw百ながきんとき

[Carpo戸:ltisok銅 urae]

* formosana (Okamura) Kawaguchi et Nguyen H.D.うす
ばきんとき (58)

[Carpo戸:ltisformosana] 

patens Okamuraひらきんとき

rarnosissima (Okamura) Kawaguchiすじむかで

[Grateloupia rarnosiss.白1a]

sc加d卸lanaOkamuraおおばきんとき

[Cryptonemia schmitziana] 

Hypn凶αaeJ. Agardh， 1851いぱらのり科

Hypnea Lamouroux， 1813いぱらのり属

cenomyce J. Agardhおおこけいlまら

charoides Lamo町ouxいぱらのり

[seticulosa] 

chordacea Kutzing 

f. simpliciuscuJa (Okam町'a)Tanakaこひもいばら

comu飽(Ku凶ng)J. Agardhほしがたいばら

flagelliformis J. Agarぬすじいぱらのり

* flexicauJis Yamagishi et Masudaかずのいばら (59)
[cervicomis sensu Tanaka] 

japonica Tanakaかぎいぱらのり

[musciformis sensu Okamura] 

pam10，閣 J.Ag紅白こけいばら

[nidulansむらさきこけいばら]

saidana Holmesさいだいばら (60)

* spinella (C. Ag釘ぬ)J.Agardhひめいぱらのり (61)
[es，戸:nl

variabilis Okamuraたちいばら

yamadae Tanakaべにいぱらのり

Hypneocolax 8回rgesen，1920あねやかたのり属

st，俗凶'ell.陶'mぜお58匝街r冨g伊es鍔enf. orienti凶aJi，必:sWeb恥er-v

かたのり

Kallymeniaceae Taylor， 1937っかさのり科

CaJJophyllis Ku包ing，1843とさかもどき属(62)

adhaerens Yamadaくろとさかもどき

adnata Okamuraねざしのときかもどき

crispata Okamuraひろはのときかもどき

cristata (C. Agardh) Kutzingゅうそら

[Euthora fruticulo，咽]

hayamensis Yamadaえつきのときかもどき

japonica Okamuraほそぼのとさかもどき

mageshimensis Tanakaなんかいとさかもどき

okamurae Silvaきぬはだ

[chilensis] 

[firma] 

[Microcladia chilensis] 

[Pugetia japonica] 

paJma臼Yamadaやつでがたときかもどき

rhynchocm戸 Rup民chitひめとさかもどき

Cin・ulicarpusTokida et Masaki， 1956えぞときか属
gmelini (Grunow) Tokida et Masakiえぞときか

[Erythrophyllum gmeliml 

Kallymenia J. Agardh， 1842っかさのり属

caJlophylloides Okamura et Segawa はながたかりめに

あ

crassiuscula Okamuraあつばかりめにあ

oligonema Yamadaひめっかさのり

omata (Postels et Ruprecht) J. Ag紅ぬきたっかさのり

perforata J. Agardhっかさあみ

reniformis (Turner) J. Agardh 

f. cuneata J. Agardhえぞっかさのり

sagamiana Yamadaおおつかさのり

sessilis Okarnuraえなしかりめにあ

stipi，飽taOkarnuraえっきっかさのり

Nemastomataceae Sc胎nitzin Engler， 1892 nom. cons.ひ

かげのいと科

Nemastoma J. Agardh， 1842 orth. cons.ひめうすぎぬ属

(63) 

foliacea Yamadaひめうすぎぬ

Predaea G. De Toni， 1936ゆるじぎぬ属

bisporifera K句泊lura

japonica Yoshidaゆるじぎぬ

kuroshioensis Kajimura 

tokidaeK異jimura

Tsengia K.C. Fan et Y.P. Fan， 1962ひかげのいと属

lancifolia (Okamura) Masuda et Guiryうすぎぬ

[Nemastoma lancifolia] 

nakm百四百e(Yendo) K.C. Fan et Y.P. Fanひかげのい

と(64)

[Nemastoma nakam町冨e]

Petrocelidaceae Denizot， 1968いほのり科

Mastocarpus K首位ing，1843いぽのり属

pacificus (Kjellman) Perestenkoいぼのり
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[Gigartina ochotensisほそいほのり]

[Gigartina pacifica] 

[Gigartina unalaskensis] 

'" yendoi Masuda et Y oshidaいかのあし(65)

[Gig，制加arnamillosa auct. japon.] 

[Mastocarpus rnamillosus auct. japon.] 

Peyssonneliaceae Denizot， 1968いわのかわ科

Cruoriella Crouan frat.， 1859いわげしょう属

fissurata Dawsonさけめいわげしょう

[Peyssonnelia rnaritII1 

Peyssonnelia Decaisne， 1841いわのかわ属

caulifera Okarnuraえっきいわのかわ

[squama飽sensuNozawa] 

conchicola Piccone et Grunowぺにいわのかわ

[rubra sensu Okarnura] 

distenta (Harvey) Yarnadaくだいわのかわ

dubyi Crouan frat. 

japonica (Segawa) Yoneshigueかいのかわ

[Cruoriopsis japonica] 

orientalis (Weber-van Bosse) Corrnaci et Fur司副あか

ぜいわのかわ

'" rosenvingii Schmitzおおいわのかわ(加藤，新称)(66)

Phacelocarpaceae Searles， 1968きじのお科

Phacelocarpus Endlicher et Diesing， 1845 nom. cons.きじ

のお属

japonicus Okarnuraきじのお

Phyllophoraceae Rabenhorst， 1863おきつのり科

Ahnfeltiopsis Silva et DeCew， 1992おきつのり属

catenata (Yendo) Masudaほそばのひらさいみ

[Gyrnnogongrus catenatus] 

concinna (J. Agm叫h)Silva et DeCewさいみ

[Ahnfeltia concinna] 

divaricata (Ho1mes) Masudaおおまたおきつのり

[Gyrnnogongrus divaricaωs] 

flabelliforrnis (Harvey) Masudaおきつのり

[Gyrnnogongrus flabelliforrnis] 

[Gyrnnogongrus japonicusそええだなしおきつ，

ほそおきつのり]

gracilis (Yarnada) Masudaベさ

[Besa gracilis] 

[Ahnfeltia f!I百cilis]

okamurae Silva et DeCewふささいみ

[Ahnfeltia furcella飽]

pll1百doxa(Suring釘')Masuda はりがね

[Ahnfeltia paradoxa] 

[Gyrnnogongrus furcellatsu var. japonicus] 

[ Gyrnnogon，伊 lSp，醐 doxus]

凶'quetrifoliaMasuda et Kogarneとささいみ(67)

yamadae (Segawa) Masudaはねさいみ

[Chondrus yamadae] 

[Ahnfeltia yamadae] 

Steno伊 rnrnaH町 eyin Hooker et Arn目白， 1840はすじぐ

さ属

interrupta (C. Ag，吋l)Mon旬，gneはすじぐさ

P10c創凶aceaeKutzing， 1843ゆかり科

Plocamiurn Larno町。ux，1813 nom. cons.ゆかり属
'" cartilagineurn (L恒naeus)Dixonほそゆかり (68)

[leptophyllurn auct. japon.] 

ovicornis Okarnuraひめゆかり

[oviforrne] 

recurvaturn Okarnuraまきゆかり

serratulurn Okarnuraきざみゆかり

[serrulaturn] 

tel.創出e(Hooker et Harvey) Harveyゆかり (69)

Po1yidaceae Kylin， 1956ポリイデス科

Stenopeltis Itono et Y oshizaki， 1992こなはだもどき属

gracilis (y，創nadaet Tanaka) Itono et Y oshizakiほそば

のがらがらもどき

[Rhodopeltis gracilis] 

liagoroides (Yarnada) Itono et Y oshizakiこなはだもど

き

[Rhod"，戸，ltisliagoroides] 

setchelliae (Yarnada) Itono et Y oshizakiなんぱんカ宝ら

がらもどき

[Rhodopeltis setchell珂

Rhizophyllidaceae Schmitz in Eng1er， 1892なみのはな

科

Contarinia Z組釘dini，1843しおぐさごろも属

okamurae Segawaしおぐさごろも

Portieria Zan紅'dini，1851なみのはな属

hornernannii (Lyngbye) Silva ほそばなみのはな

[Chondrococcus hornernannil] 

japonica (H紅vey)Silvaなみのはな

[Chondrococcus japonicus] 

Rhodophyllidaceae Schmitz in Eng1er， 1892あみはだ科

Rhodophyllis Kutzing， 1847 norn. cons.あみはだ属

capil加おTokidaいとあみはだ



Sarcodiaceae KyIin， 1932あつばのり科

Sarcodia J. Agardh， 1852あつばのり属

ceylanica Harvey ex Kutzingあつばのり

cuneifolia Yamadaひろはあっぱのり

Trematocarpus Kutzing， 1843みあなぐさ属

pygmaeus Yendoみあなぐさ (70)
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papulosa (Montagne) J. Agardhとさかのり

Uaponica] 

Solieria J. Agardh， 1842みりん属

dichotoma Y oshidaひらみりん

pacifica (Yamada) Yoshidaみりん

[robusta auct. japon.] 

tenuis Zhang et Xiaほそばみりん

[mollis auct. japon.] 
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Schizymeniaceae (Schmitz et Hauptfleisch) Masuda et 

Guiry， 1995べにすなご科

Platoma Schousboe ex Schmitz， 1894にくほうのお属

Tumerella Schmitz in Engler et Prantl， 1896えぞなめし

属

izunosimensis Segawa Iこくほうのお

Schizymenia J. Ag釘dh，1851 nom. cons.べにすなご属

dubyi (Chauvin) J. Ag倒せhべにすなご

Titanophora (J. Agardh) Feldmann， 1942ぺにざらさ属

paJmata Itonoあまみのべにざらさ

weberaeB回rgesenべにぎらさ

Sebdeniaceae Kylin， 1932ぬらくさ科

Sebdenia (J. Agardh) Berthold， 1884ぬらくさ属

flabellata (J. Ag紅命)Parkinsonぬらくさ (71)

[agardhi.司

[HaJymenia agardhul 

[Halymenia polydactyla sensu Yamadaくろぬら

くさ]

ok.制 uraeYama白おかむらぐさ

yamadae Okamura et Segawaゃまだぐさ

mertensiana (Postels et Ruprecht) Schmitzえぞなめし

Tichocarpaceae (Schmitz et Hauptfleisch) KyIin， 1932か

れきぐさ科

Tichocarpus Ruprecht in Middendor仔， 1851かれきぐさ

属

crinitus (Gmelin) Ruprechtかれきぐさ(140)

Insertae Sedis位置不明

Ethelia Weber-van Bosse， 1921にくいわのかわ属

biradiata (Weber-van Bosse) Weber-van Bosse にくい

わのかわ

GRACILARIALES Fredericq et Hommersand， 

1989おごのり目

Gracilariaceae Nageli， 1847 nom. cons.おごのり科

Solieriaceae J. Agardh， 1876みりん科 Congracilaria Yamamoto， 1986ふしくれたけ属

Betaphycus Doty ex Silva in Silva et al.， 1996かためんき babae Yamamotoふしくれたけ

りんさい属 (72) Gracilaria Greville， 1830 nom. cons.おごのり属

gelatinum (Esp巴r)Doty ex Silvaかためんきりんさい arcuata Zanardiniゆみがたおごのり

[Eucheuma gelatin脚 blodgettiiHarveyくぴれおごのり

Eucheuma J. Agardh， 1847きりんさい属 bursa-pastoris (Gmelin) Silvaしらも

amak.usaense Okamuraあまくさきりんさい [compressa] 

amoldii Weber-van Bosseびゃくしんきりんさい chorda Holmesつるしらも (74)

[ cupressoideumふしきりんさい [Gracilariopsischorda] 

denticulatum (Burman) Collins et Herveyきりんさい coronopifolia J. Agardhもさおごのり

[muricatum] cuneifolia (Okamura) Lee et Kurogi きぬかばのり

okamurae Yamadaおかむらきりんさい [Rhodymenia cuneifoliaきぬだるす]

[ crustaeformおsensuOkamuraさめはだきりんさ edulis (Gmelin) Silvaかたおごのり

い [lichenoides]

serra (J. Agardh) J. Agarぬとげきりんさい eucheumoides Harveyりゅうきゅうおごのり

Kappaphycus Doty ex Silva et al. 1996おおきりんさい * firma Chang et Xiaなんかいおごのり (75)
属(73) gigas Harveyおおおごのり

striatum (Schmitz) Doty ex Silvaおおきりんさい incurvata Okamuraみぞおごのり

[Eucheuma striatum] * lemaneifonnis (Bory) Grevilleせいようおごのり(76)
Meristotheca J. Ag叫 1，1872とさかのり属 punctata (Okamura) Yamadaいつつぎぬ

coacta Okamuraきくとさか [Rhodymenia punctata] 
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* rhodocaudata Yamamoto et Kudoべにおごのり (77)
salicomia (c. Agardh) Dawsonふしくれのり

[crassaたいわんおごのり，ときだふしくれの

り]

[Corallopsis opuntia] 

srilankia (Chang et Xia) Withell， Millar et Kraftむらさ

きかばのり

[spinulosa f. srilankia] 

[purpurascens] 

sublittoraJis Yamada et S巴gawaしんかいかばのり

textorii (Suringar) Hariotかばのり

* vermiculophylla (Ohmi) Papeぱussおごのり (78)
[asiatica] 

[confervoides auct. japon.] 

[verrucosa auct. japon.] 

[Gracilariopsis vermiculophyllaおごもどきl

vieillardii Silvaとげかばのり

[denticulata Weber-v叩 Bosse]

Pterocladiophyllaceaeてんぐさやどり科

白'lidiocolaxGardner， 1927てんぐさやどり属

mammillata Fan et Papenfussてんぐさやどり

AHNFELTIALES Maggs et Pueschel， 

1989いたにぐさ目

Ahnfeltiaceae Maggs et Pueschel， 1989いたにぐさ科

Ahnfeltia Fries， 1835 nom. cons.いたにぐさ属

fastigiata (Endlicher) Makijenkoねっきいたにぐさ

(79) 

[plicata auct. japon.] 

RHODYMENIALES Schmitz， 1892まさごしばり目

Champiaceae Kutzing， 1843わつなぎそう科

Binghamia J. Agardh， 1894かえるでぐさ属

califomica J. Agardhかえるでぐさ

[Binghamiella califomic司]

Ch制 IpiaDesvaux， 1809わつなぎそう属

bi.βidaOkamuraひらわつなぎそう (80)

[ echigoensisえちごわつなぎそう]

expansa Yendoうすばわつなぎそう

japonica Okamuraへらわつなぎそう

parvula (c. Agardh) Harveyわつなぎそう

[rectaたちわつなぎそう]

GastrocJonium Kutzing， 1843 nom. cons.いそまつ属

pacificum (Dawson) Chang et Xiaいそまつ

[ovale sensu Okamura] 

[ Coeloseira pacifica] 

Lomentaria Lyngbye， 1819ふしつなぎ属

catenata Harveyふしつなぎ

flaccida Tanakaふさふしつなぎ

hakodatensis Yendoこすじふしつなぎ

lubrica (Yendo) Yamada いとたおやぎそう

okamurae Segawaひろはふしつなぎ

[orcadensis auct. japon.] 

[rose哩sensuOkamura] 

pinnata Segawaひめふしつなぎ

Rhodymeniaceae Harvey， 1849まさごしばり科

BotJyocJadia (J. Agardh) Kylin， 1931 nom. cons.はなの

えだ属

leptopoda (J. Agardh) Kylinはなのえだ

skottsbergii (B回rgesen)Levringあつかわはなのえだ

[kuckuckii ] 

Ceratodictyon Zan紅 dini，1878かいめんそう属

spongiosum Zanardiniかいめんそう

Ch副総botJysHuisman， 1996すじこのり属 (81)

* boergesenii (Weber-van Bosse) Huismanすじこのり
[Coelw泊rumboergeseniI1 
[0田 larthrumcoactum] 

* lomentariae (Tanaka et K. Nozawa) Huismanかたみの
ふくろつなぎ

[Coelarthrum lomentariae] 

Chrysymenia J. Agardh， 1842たおやぎそう属

grandis Okamuraおおぬらぶくろ

okamurae Yamada et Segawaはなさくら

[kaimbachii sensu Okamura] 

wrightii (Harv巴y)Yamadaたおやぎそう

Coelw泊rumB日rgesen，1910ふくろつなぎ属

* opuntia (Endlicher) B日rgesenふくろつなぎ (82)

[muellenl 

Coelothrix Borgesen， 1920にせいぱらのり属

irregularis (Harvey) B回rgesenにせいぱらのり

Cryptarachne (Harvey) Kylin， 1931ひらたおやぎ属

polyglandulosa (Okamura) Segawaひらたおやぎ

[Chrysymenia polyglandulosa] 

Ery的rocolonJ. Ag訂訓1in Grunow， 1874ひめふくろつな

ぎ属

podagrica J. Agardhひめふくろつなぎ

Fauchea Montagne et Bory in Durieu， 1846まだらぐさ属

leptophylla Segawaとげなしまだら

rhizophylla Taylorひめひしがたのり

spinulosa Okamura et Segawa と~:f'まだ、ら

stipitata Yamada et Segawaえつきまだら

Gelidiopsis Schmitz， 1895てんぐさもどき属
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gracilis (Kutzing) Vickers 

hachijoensis Yamada et Segawa はちじようてんぐさ

もどき

intricata (C. Ag紅dh)Vickersもつれてんぐさもどき

re戸別(Kutzing)Schmitzてんぐさもどき

010iocladia J. Agardh， 1842ひしぶくろ属 (83)

* iyoensis (Okamura) Norrisひめひしぶくろ
[01ωodenna iyoense] 

* japonica (Okamura) Yoshidaひしぶくろ
[Oloiodenna japonicum] 

Halichrysis (J. Agardh) Schmitz， 1889ちりぼたん属

japonica Segawaちりぼたん

micans (Hauptfleisch) P. et H. Huveうえばぐさ

[Weberella micans] 

Rhodymenia Greville， 1830 nom. cons.まさごしばり属

adnata Okamuraかさねいつつぎぬ

coacta Okamura et Segawaはなカfさね

intricata (Okamura) Okamuraまさごしばり

linifonnis Okam山富ほそだるす

parva Yamadaひめだるす

prostrata Tanakaしんかいひめだるす

Sparlingia Strachan et Kraft 1999あなだるす属 (84)

* pertusa (Postels et Ruprecht) Saunders， Strachan et 
Kraftあなだるす

CERAMIALES Oltmanns， 1904いぎす目

Ceramiaceae Dumortier， 1822いぎす科

Acrothamnion 1. Agardh， 1892りゅうのたま属

butleriae (Collins) Kylinひめくじゃくのはねも

preissii (Sonder) Wollastonりゅうのたま

[pulchellum] 

Aglaothamnion Feldmann-Mazoyer， 1940きぬいとぐさ

属

callophyllidicola (Y創nada)Boo， Lee， Rueness et 

Yoshidaきぬいとぐさ

[CaJn的amnioncallophyllidicola] 

cordatum (Borgesen) Feldmann-Mazoyer 

furcellariae (1. Agardh) Feldmann-Mazoyer 

[Callithamnion furcellariae] 

neglectum Feldmann-Mazoyer 

okiense Kajimura 

oosumiense Itono 

Anotrichium Nage!i， 1862きぬげぐさ属

okamurae Baldockきぬげぐさ (85)

[Monospora tenuis] 

tenue (c. Agardh) Nageliけかざしぐさ

[Oriffithsia tenuis] 

yagii (Okamura) Baldockいときぬげ

[Monospora yagiJl 

Antithamnion Nage!i， 1847ふたつがさね属 (86)

amamiense Itono 

antillarum Borgesenにせきぬいとぐさ

callocladus Itono 

cristirhizophorum Tokida et Inabaふさねかさねぐさ

densum (Suhr) Howeきぬいとふたつがさね(87)

[defectum] 

[sparsumくしのはふたつがさね，きぬいとよ

つがさね]

nipponicum Yamada et Inagakiふたつがさね

okienseK勾imura

percurrens Dawsonかたはのふたつがさね

secundum Itono 

tanakae Itonoとげきぬいとぐさ

Antithamnionella Lyle， 1922ほそがさね属

basispora (Tokida et Inaba) Connaci et Fumariにれっ

かさねぐさ

[Antithamnion basisporum] 

elegans (Berthold) Price et Johnひなふたつがさね

[breviramosa] 

[Antithamnion breviramosum] 

spirographidis (Schiffner) Wollaston ほそがさね

[miharae] 

[Antithamnion gardneriきぬいとがさね]

Balliella Itono et Tanaka， 1973なんかいべにはねも属

crouanioides (ltono) Itono et Tanaka 

[Anti的amnioncrouanioides] 

subcorticata (Itono) Itono et Tanakaなんかいべにはね

も

[Antithamnion subcorticatum] 

Callithamnion Lyngbye， 1819カリタムニオン属

aglaothamnioides Itono 

corymbosum (Smith) Lyngbyeおいわけきぬいとぐさ

japonicum Nodaかまがたいとぐさ

nipponicum Nodaたんしきぬいとぐさ

Campylaephora J. Agardh， 1851えごのり属

crassa (Okamura) Nakamuraふといぎす(88)

[Ceramium crassum] 

hypnaeoides J. Agardhえごのり (89)

[Ceramium hypnaoeides] 

japonica Nodaひめえごのり

Centroceras Kutzing， 1841ごのめぐさ属

clavulatum (C. Agardh) Montagneとげいぎす

distichum Okamuraごのめぐさ

japonicum Itonoなんかいとげいぎす

CeramiumRo出， 1797 nom. cons.いぎす属
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aduncum Nakamuraまきいぎす

affine Setchell et Gardner 

amamiense Itono 

boydenii Geppあみくさ

ciliatum (Ellis) Duc1uzeauつのいぎす(90)

cimbricum H. Petersenまつばらいぎす(91)

[fastigiatum H紅vey]

[fastigiramosum] 

codii (Richards) Mazoyerとがりいぎす

[mucronatum] 

* diaphanum (Lightfoot) Ro血きぬいといぎす(92)
[tenuiss加um]

t1accidum (H訂veyex Kutzing) Ardissone はいいぎす

[fimbriatumふさっきいぎす]

[gracillimum] 

[tayloril1 

japonicum Okamuraはねいぎす

kondoi Yendoいぎす(93)

[rubrum sensu Yendo] 

nakamurae Dawsonつくしいぎす

[equ，お針。，idesNakamura] 

paniculatum Okamuraはりいぎす

procumbens Setchell et Gardner 

seq.恕'nsSetchell et Gardner 
tenemmum (Martens) Okamuraけいぎす

Cora11ophila Weber-van Bosse， 1923コラロフイラ属

(94) 

apiculata (Yamada) Noπisなんかいごのめぐさ

[CentI刀cerasapicu1atum] 

howei (Weber-van Bosse) No凶sなんせいいぎす

[Ceramium howel1 

itonoi (Ardぽ)Norris 

[Ceramium itonOl] 

[Centroceras miniaωm sensu Itono] 

Crouania J. Ag釘ぬ， 1842ょっのさで属

attenuata (C. Agardh) J. Agardhょっのさで
mageshimensis Itono 

minutissima Yamadaひめょっのさで

Dasyphila Sonder， 1845おきしのぶ属

plumarioides Yendoおきしのぶ

Delesseriopsis Okamura， 1931うすむらさき属

elegans Okamuraうすむらさき

Euptilo陶(K首位ing)K首位ing，1849いそしのぶ属

articulata (J. Ag紅世1)Schmitzいそしのぶ

Gattya Harvey， 1855ガッテイア属

obtusa ltono 

Gordoniella Itono， 1977ょなくにくすだま属

yonakuniensis (Yamada et Tanaka) Itonoょなくにく

すだま

[Spenno的制'nionyonakuniense] 

Grifflthsia C. Ag釘dh，1817 nom. cons.かざしぐさ属

coacta Okamuraわたげかざしぐさ (95)

heteroclada Yamada et Hasegawaおくのかざしぐさ

(96) 

[cora1lina sensu Yamadaこっぶかざしぐさ]

[cora1linoides auct. japon.] 

heteromorpha Kutzing 

[rhizophora] 

japonica Okamuraかざしぐさ

okiensis Kajimuraおきかざしぐさ

subcylindrica Okamuraきぬいとかざしぐさ

tomoヴ'amadaeOkamuraおおかざしぐさ

venusta Yamadaたまかざしぐさ

Gymnothamnion J. Agardh， 1892べにはねぐさ属

elegans (Schousboe ex C. Agardh) J. Agardhぺにはね

ぐさ

[Plum副aramosa]

Ha10plegma Montagne， 1842べにごうし属

du戸'rreyiMontagneぺにごうし

Herpochondria Fa1kenberg in Engler et Prantl， 1897にく

さえだ属

cora1linae (M制:ens)Fa1kenbergにくさえだ

[Microc1adia cora1linae] 

den蜘 (Okamura)1ωnoこすじさえだ

[Micn加dadiadentata) 

elegans(Ok畑 ura)Itonoさえだ

[Microcladia elegans] 

pygmaea Itono 

Lejolisea Bornet， 1859レジヨリシア属

paci.βca Itono 

Neopti1ota Kylin， 1956かたわべにひぱ属

asplenioides (Esper) Kylinかたわべにひぱ

[Ptilota asplenioides] 

Pleonosporium Nageli， 1862 nom. cons.くすだま属

caribaeum (Borgesen) Norrisなんかいくだこぎぬ

[Mesothamnion caribaeum] 

japonicum ltono 

[Compso的amnionellajaponica] 

kobayashii Okamuraくすだま

mageshimense (Itono) Noπis 

[Compsothamnionella mageshimensis] 

polymo，伊'humltonoもつれくすだま

[Meso的制nionpolyma伊'ha]

pusi11um Yamadaちゃぼくすだま

segawae Y oshidaはねくすだま

[pinnatum Okamura et Segawa] 
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tohyamanum Tokida et Inabaとおやまくすだま

venustissimum (Montagne) De Toniこばんくすだま

yagii (Yamada) Norrisくだこぎぬ

[Meso的amnionyagIl] 

Plumariella Okamura， 1930いとしのぶ属

minimaK吋imura

yoshikawae Okamuraいとしのぶ

Psilo的alliaSchmitz in Engler et Prantl 1897べにひば属

dentata (Okamura) Kyl泊べにひば

[Ptilota dentata] 

Ptero的amnionNageli in Nageli et Cramer， 1855ょっがさ

ね属

horridum (Tokida et Inaba) Athanasiadis et Kraftおに

のょっばぐさ

[Platythamnion horridum] 

intennedium (Tokida) Athanasiadis et Kraftひめょっ

ばぐさ

[Platythamnion intennedium] 

polysporum (Itono) Athanasiadis et Kraft 

[Platythamnion polysporum] 

yezoense (Inagaki) Athanasiadis et Kraftよつがさね

[Antithamnion plumula sensu Okamura] 

[Platythamnion yezoense] 

PtilocJadia Sonder， 1845プティロクラデイア属

divaricata (Okamura) Y oshidaもさょっのさで(97)

[Crouania divaricata] 

japonica Itono 

キ okiensisK吋imura(98) 

Ptilota C. Agardh， 1817 nom. cons.くしぺにひば属

filicina J. Agardhくしべにひば

[caJjfomica sensu Okamuraかしわばべにひ同

[pectinata auct. japon.] 

phacelocarpoides A. Zinovaこばのくしべにひば

[pectinata f. litoralis auct. japon.] 

Ptilo的amnionThuret in Le Jolis， 1863いとひぴだま属

cJadophorae (Yamada et Tanaka) G. Feldmannいとひ

びだま

[Spennothamnion cJadophorae] 

pusiJJum (Okamura et Segawa) Itono 

[Spennothamnion pusiJJum] 

ReinboldieJJa De Toni， 1895ちりもみじ属

filamentosa Itono 

robusta Itono 

schmitziana (Reinbold) De Toniちりもみじ (99)

[Carpoblepharis schmi包iana]

warburgii (Heydrich) Y oshida et Mikamiおおばちり

もみじ(100)

[ Carpoblephll1ぜ'swarburgIl] 

RhodocaJJis Kutzing， 1847べにひばだまし属

elegans Kutzingべにひばだまし

Scagelia Wollaston， 1972からふとよつがさね属

pylaisaei (Montagne) Wynneからふとよつがさね

[Anti的ll1llnioncoraJlina) 

[CaJJi.的amnioncoraJlina] 

Seirospora Harvey， 1846べにいそぶどう属

orientalis Kraftべにいそぶどう

[occidentaJis sensu Itono] 

Spennothll1llnion Areschoug， 1847ひぴだま属(101)

endophytica Okamuraかくれひびだま

Spyridia Harvey in Hooker， 1833うぶげぐさ属

elongata Okamuraながうぶげぐさ(102)

[tenuis] 

filamentosa (Wulfen) Harvey in Hookerうぶげぐさ

* hypnoides (Bory) Papenfussとげうぶげ(103)
[aculeata] 

TanakaeJJa Itono， 1977はいきぬげ属

japonica Itono 

sericata (Segawa) Huisman et Gordon-Mills はいきぬ

げ

[Corynospora sericata] 

[Neomonospora sericata) 

[Monosporus sericatus] 

TiffanieJJa Doty et Menez， 1960みるひびだま属

apiculata Itono 

codicola (Yamada et Tanaka) Doty et Menezみるひび

だま

[S，戸，nno的amnioncodicola] 
suyehiroi (Okamura) Kanekoすえひろひびだま

[Spennothamnion suyehir01] 

t抑制即(Segawa)Gordonたまみるひびだま

[Spenno的amniontamamiru] 

Tokidaea Yoshida， 1974べにはねも属

corticata (Tokida) Yoshidaべにはねも

[Anti的amnioncorticatum) 

Wrangelia C. Agardh， 1828らんげりあ属(104)

tagoi (Ok翻 ura)Okamura et Segawaたごのり

tanegana Harveyらんげりあ(105)

[argus sensu Okamura] 

Uaponica] 

[tayloriana) 

Dasyaceae Ku包ing，1843だじあ科

Dasya C. Agardh， 1824 nom. cons.だじあ属(106)

coJJabens Hooker et Harvey 

minorNodaひめだじあ

scoparia Harvey ex 1. Agardhもさだじあ
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sessilis Yamadaえなしだじあ

villosa Harveyけぶかだじあ

Dasysiphonia Lee et West， 1980ダジシフォニア属

okiensis Kajimura 

Dictyurus Bory in Belanger et Bory， 1834ぺにあみごろ

も属

pwpurascens Boryぺにあみごろも

HeteTlωiphonia Montagne， 1842 nom. cons.しまだじあ

属

japonica Yendoいそはぎ(107)

pulchra (Okam町a)Fa1kenbergしまだじあ

Rhodoptilum (J. Ag紅ぬ)Kyl泊，1956だじもどき属

plumosum(H紅veyet Bailey) Kylinだじもどき

Sinosiphonia Tseng et Zheng， 1983はなぴいとも属

* elegans Tseng et Zhangはなぴいとも(108)
Sympodo的amnionItono， 1977なんかいさえだ属

leptophyllum (Tanaka) Itonoなんかいさえだ

Delesseriaceae Bory， 1828このはのり科

Acrosonum Zanardini ex Kutzing， 1869はいうすぱのり

属

f1abellatum Yamadaゃれうすぱのり(109)

[okam闘 eとがりうすばのり]

戸'lyneurumOkamuraすじうすばのり

venulosum (Zanardini) Kylinかぎうすぱのり

[unc血a似m]

yendoi Yamadaはいうすばのり

Apoglossum J. Ag紅白， 1898ひだとりぎぬ属

minimum Yamadaひだとりぎぬ

Asten加colaxJ. et G. Feldmann， 1951アステロコラック

ス属

denticulatum (Tokida) J. et G. Feldmann Iまりこりね

[Polycoり担edenticulatum] 

Branchioglossum Kylin， 1924ひめむらさき属

nanum Inagakiひめむらさき

spiniferum Y oshida et Mikamiとげむらさき

Caloglossa J. Ag訂dh，1876あやぎぬ属

adhaerens King et Puttockひろはあやぎぬ

[adna臼]

continua (OkamurめKinget Puttockあやぎぬ

[lepneurii var. continua] 

lepneurii (Montagne) J. Agardhささぱあやぎぬ

[lepneurii v紅 .hooken 

ogasa~胴ensisOkamuraほそあやぎぬ

[ bombayensis] 

命po叫'aeKamiya et Kingひめあやぎぬ(110)

Congr官'l!at，∞arpusMikami， 1971このはのり属
pacmcus (Yamada) Mikamiこのはのり

[Laingia pacifica] 

Cottoniella B回，rgesen，1919とげこのはのり属

am抑 iensisItonoとげこのはのり

Cryptopleura Kutzing， 1843 nom. cons.かくれすじ属

hayamensis Yamadaほそばのかくれすじ

membranacea Yamadaかくれすじ

Delessena Lamouroux， 1813ぬめはのり属

serrulata H紅veyぬめはのり

[violacea] 

Erythroglossum J. Agardh， 1898ひめうすべに属

* latum Y oshida et Mikamiひろはうすべに(111)
m白血umOkamuraひめうすべに

pinnatum Okamuraたちうすべに

Hideophyllum A. Zinova， 1981あつばすじぎぬ属

* yezoense (Yamada et Tokida) Zinovaあつばすじぎぬ
(112) 

[1¥⑪riogramme yezoense] 

[Nitophyllum yezoense] 

Hymenena Grevi1le， 1830うすぱのりもどき属

tenuis Yamadaうすばのりもどき

Hypoglossum Kutzing， 1843べにはのり属

barbatum Okam町aひげぺにはのり

geminatum Okamuraぺにはのり

minimum Yamadaひめべにはのり

nipponicum Yamadaほそながべにはのり

sagamianum Yamadaすじぺにはのり A

serratifolium Okamuraのこぎりばべにはのり

tortile NodaよれJてにはのり

Kurogia Yoshida， 1979いかだこのは属

pulchra Y oshidaいかだこのは

Marionella Wagner， 1954はぶたえのり属

schmitziana (De Toni et Okamura) Y oshidaはぷたえ

のり

[Hemineura schmitziana] 

MartensIa Hering， 1841 nom. cons.あやにしき属

* aus佃lisHarveyみなみあやにしき(113)
fragilis H訂veyあやにしき

[denticula飽]

Membranoptera Stackhouse， 1809ほそべにやばねぐさ

属

spinulosa (Ruprecht) Kuntzeひめぺにやぱねぐさ

Mynogrammeσ. Agardh) Kylin， 1924すじぎぬ属

ciliata Yamadaねだしすじぎぬ

polyneura Okamuraすじぎぬ

variegata Yamadaふいりぎぬ

Neoholmesia Mikami， 1972すずしろのり属

japonica (Okamura) Mikamiすずしろのり
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[Holmesia japonica] 

NeohypophyJlum W:戸me，1983ながこのはのり属

middendorfii (Ruprecht) Wynneながこのはのり

[HypophyJlum middendorfil1 

Neomartensia Yoshida et Mikami， 1996えつきあやにし

き属

f1abellifonnis (Harvey ex J. Agardh) Yoshida et Mikami 

えつきあやにしき(114)

[Martensia f1abellifonnis] 

NitophyJlum Grevi11e， 1830 nom. cons.うすぱのり属

stellato・corticatumOkamuraほしがたうすばのり

Phycodrys Ku包ing，1843かしわばこのはのり属

radic，ωa (Okamura) Yamada et Inagakiひめこのはの

り

*riggiiG紅白erかしわばこのはのり (115)

[IImbriata sensu Okamura] 

[rubens sensu Tokida] 

Platysiphonia Borgesen， 1931ひげうすぱ属

clevelandii (Farlow) Papenfussひげうすば

parva Silva et Clearyなんかいひげうすば

PoJlexfenia Harvey， 1844ぐんばいこのは属

japonica Y oshida et Mikamiぐんばいこのは

Polyneura (J. Agardh) Kylin， 1924はすじぎぬ属

japonica (Yamada) Mikamiはすじぎぬ

[Nienburgia japonica] 

Schizoseris Kyl泊， 1924べにやはず属

subdichotoma (Segawa) Yamadaひめべにやはず

(116) 

[minimaえぞひめぴにやはずl

SoreJla Hollenberg， 1943うすべに属

pulchra (Yamada) Y oshida et Mikamiくしのはうすべ

[EIηrthroglossum puJchrum] 

repens(Ok創nura)Hollenbergうすべに

[Ery泊roglossum~戸:ns]

SoreJlocolax Yoshida et Mikami， 1996うすべにやどり

属

* steJlaris Y oshida et Mik制凶うすべにやどり (117)

Taenioma J. Agardh， 1863ひめずた属

nanum (Kutzing) Pape凶mなんかいひめずた

[macrourum] 

戸'rpusillum(J. Agardh) J. Agardhひめずた

Tokidadendron Wynne， 1970らいのすけこのは属

kurilensis (Ruprecht) Perestenkoらいのすけこのは

[buJlata] 

[Pseudophyc，岨 ysra血ωukel1

Vanvl∞!l"Stia Harvey， 1854からごろも属
coccin飽 Harveyex J. Agardhからごろも

[spec凶 1issensu Okamura] 

spec飽bilisHarveyひめからごろも

Y置madaphycusMik置ni，1973このはのりもどき属

camosum Mikamiこのはのりもどき

[Okamurina camosa] 

Yoshidaphycus Mikami， 1992ひげむらさき属

ciliatum (Okamura) Mikamiひげむらさき

[Branchioglossum ciliatum] 

ZeJlera Martens， 1866ぺにはうちわ属

tawallina Martensべにはうちわ

Rhodomelaceae Areschoug， 1847 nom. cons.ふじまつも

科

Acan伽 'PhoraLamouroux， 1813とげのり属

aokii Okamuraひめとげのり

muscoides (Linnaeus) Boryことげのり

spicifera (Vahl) Borgesenとげのり

[orien凶'is]

Acrocystis Zanardini， 1872つくしほうずき属

nana Zanardiniつくしほうずき

Ardissonula G. De Toni f.ひょくそう属

regulruお(Okamura)G. De Toni f.ひょくそう

[lsoptera~♂llaris] 

Benzaitenia Yendo， 1913ぺんてんも属

yenω:himensis Yendoぺんてんも

Bostrychia Montagne in Ramon de la Sagra， 1842 nom. 

cons.こけもどき属

f1agellifera Postふさこけもどき

moritziana (Sonder) J. Agardhえだねこけもどき

pinna陶J.Tanaka et Chiharaはねこけもどき

[calI伊terasensu Itono] 

radicans (Montagne) Montagneひめこけもどき

simpliciuscula H訂veyex J. Agardhたにこけもどき

(118) 

[and0I1 

[hamana-tokidaeにせたにこけもどき]

[tenuis f. simpliciuscula] 

teneJla (Lamouroux) J. Agardhこけもどき (119)

[binderiひカ宮しこけもどき]

Chon出'aC.Ag訂dh，1817 nom. cons.ゃなぎのり属

(120) 

anna飽 (K首位ing)Okamuraはなゃなぎ

crassicaulis Harveyゆな

dasyphylla (Woodw訂d)C.Ag紅dhゃなぎのり

expansa Okamuraもさゃなぎ

intertexta Si1vaもつれゆな

[in伯cataOkamura] 
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JancifoJia Okamuraささばゃなぎのり(121)

mageshimensis Tanaka et K. Nozawaしんかいゆな

poJyrhiza Collins et Hervey 

repensB日rgesenひめゃなぎのり

ryukyuensis Yamadaべにゃなぎのり

stoJonifera Okamuraつるゃなぎのり

tenuissima (Withering) C. Agardhほそゃなぎのり

DasycJonium J. Agardh， 1894くしのは属

f1accidum (Harvey) Kylinくしのは

[oceJJatumくしのはもどきl

[EuzonieJJa f1accida] 

Digenea C. Agardh， 1822まくり属

simpJex (Wulfen) C. Agar仙まくり

Ditria Hollenberg， 1967しのぶぐさ属

zonaricoJa (Okamura) T. et M. Yoshidaしのぶぐさ

[Herpopteros zonaricoJa] 

EnantiocJadia Falkenberg in Engler et Pranti， 1897あいそ

めぐさ属

okamurae Yamadaあいそめぐさ

Enelittosiphonia Segi， 1949まきいとぐさ属

stimpsonii (H卸 ey)Kudo et Masudaまきいとぐさ

(123) 

[hakodatensis] 

[PoJysiphonia hakodatensis] 

[PoJys伊'honiaohmaensis] 

ExophyJJum Weber-van Bosse， 1911あつばこうもりの

り属

wentii Weber-van Bosseあっばこうもりのり

He.伊osiphoniaNageli， 1846ひめごけ属

caespitosa Tsengいわひめごけ

fissidentoides (Holmes) Okamuraひめごけ

insidiosa (Greville ex J. Agardh) Fa1kenbergかぎひめ

ごけ

parca Setchellくものすひめごけ

[teneJJa auct. japon.] 

[terminaJis] 

subdisticha Okamuraくろひめごけ

Janczewskia Solms-Laubach， 1877そぞまくら属

morimotoi Tokidaもりもとそぞまくら

[tokidaeときだそぞまくら]

Kintarosiphonia Uwai et Masuda， 1999けはねぐさ属

* fibrilJosa (Okamura) Uwai et Masudaけはねぐさ
(124) 

[Pterosiphonia fibriJJosa] 

Laurencia Lamouroux， 1813 nom. cons.そぞ属(125)

brongniartii J. Agardhそぞのはな

[grevi1Jeana] 

capituJiformis Yamadaまるそぞ

caroJinensis Saitoかろりんそぞ

cartiJaginea Yamadaかたそぞ

composita Yamadaきくそぞ

hamata Yamadaかぎそぞ

intermedia Yamadaくろそぞ

intricata Lamourouxもつれそぞ

* japonensis Ab巴巴tMasudaにっぽんそぞ
majuscuJa (Harvey) Lucasあかそぞ

[obtusa var. majuscuJa] 

mariannensis Yamadaふくれそぞ

nidifica J. Ag釘dhみなみそぞ

nipponica Yamadaうらそぞ

[gJanduJi.会'rasensu Yamadaおおそぞl

[yendoiきたそぞ]

okamurae Yamadaみつでそぞ

Uaponicaおもてそぞ1
* omaezakiana Masudaえんしゅうそぞ(127)
* paJisada Yamadaたかさごそぞ
papilJosa (C. Agardh) Greville ぱぴらそぞ

本parv伊apiJJa臼Tsengひらぱぴらそぞ(128)

pinnata Yamadaはねそぞ

saitoi Peres旬nkoまぎれそぞ

[obtusa auct. japon.] 

surcuJigera Tseng いわかがり

tropica Yamadaなんかいそぞ

undulata Yamadaこぶそぞ

venust.昌Yamadaひめそぞ

y捌 adanaHow巴しまそぞ

[訓abilis]

Lenormandiopsis Papenfuss， 1967すじなしぐさ属

Jorenzii (Weber-van Bosse) Papenfussすじなしぐさ

[Aneuria Jorenzu] 

LeveiJJea Decaisne， 1839じゃばらのり属

jungermannioides (Hering et Martens) Harveyじゃぱ

らのり

LophocJadia Schmitz， 1893よれみぐさ属

japonica Yamadaよれみぐさ

laJ1emandii (Montagne) Schmitz 

minima Itonoなんかいよれみぐさ

Lophosiphonia Falkenberg in Engler et Prantl， 1897はい

いとぐさ属

hayashii Segawa はいし、とぐさ

MeJanamansia No町is，1988ひおどしぐさ属(129)

gJomerata (C. Agardh) Noπisきくひおどし

[Amansia glomerata] 

japonica (Holmes) Norrisひおどしぐさ

[Amansia japonica] 

* mitsuii (Segawa) Yoshidaうすばひおどし
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[Amansia mitsuu] 

scalpeIla飽(Tanaka)Norrisすじなしひおどし

[Amansia scalpeIlata] 

MurrayeIla Schmitz. 1893ながみぐさ属

periclados (C. Agardh) Schmitzながみぐさ

[squarrosa] 

Neorhodomela Masuda. 1982ふじまつも属

aculeata (Perestenko) Masudaふじまつも

[Rhodomela larix sensu Okamura] 

* enomotoi Masuda et Kogameせとうちふじまつも
(130) 

munita (Perestenko) Masuda いとふじまっ

[Rhodomela subfusca sensu Okamura] 

oregona (Doty) Masudaあっけしふじまつも

Neosiphonia M.S. Kim et I.K. Lee 1999ネオシフォニア

属 (131)

* decumbens (Segi) Kim et Leeりぼんいとぐさ
[Polysiphonia decumbens] 

* harlandii (Harvey) Kim et Leeたいわんいとぐさ

[Polysiphonia harlandu] 

* japonica (Harvey) Kim et Leeきぶりいとぐさ
[Polysiphonia akkeshiensisあっけしいとぐさ]

[PolysiphoniaβbriIlosa sensu Okamura] 

[Polysiphonia flexeIla sensu Yendo] 

[Polysiphonia grateloupeoidesえちごひないとぐ

さ]

[Polysiphonia japonica] 

[Polysiphonia moIlis] 

[Polysiphonia nipponicaにっぽんいとぐさ]

[Polysiphonia novae-angliae sensu Segiながっぽ

いとぐさ]

[Polysiphonia savatieri sensu Okamura] 

[Polysiphonia siretokensisきたいとぐさ]

[Polysiphonia spinosa sensu Segiとげいとぐさ]

[Polysiphonia violacea sensu Yamada] 

* notoensis (Segi) Kim et Leeのといとぐさ
[Polysiphonia canceIlata sensu Yendo] 

[Polysiphonia notoensis] 

* sa vatieri (H訂iot)Kim et Leeひめいとぐさ
[Polysiphonia aggregata] 

* sphaerocarpa (8回rgesen)Kim et Leeひないとぐさ
[Polysiphonia pulvinata sensu Segi] 

* tongatensis (Harvey ex Kutzing) Kim et Leeべにほっ
す

[Polysiphonia tongatensis] 

* yendoi (Segi) Kim et Leeえんどういとぐさ
[Polysiphonia codiicola sensu Segi ばらいとぐさ]

[Polysiphonia cystophyIlicolaひふみいとぐさ]

[Polysiphonia fibrata sensu Yendo] 

[Polysiphonia latiovalisうすむらさきいとぐさ]

[Polys伊'honiaobsoleta ほそいとぐさ]

[Polysiphonia scopulorum sensu Segiおわりいと

ぐさ]

[Polysiphonia subtilissima sensu Segiきぬこまち]

[Polysiphonia yendOIl 

Neurymenia J. Agardh. 1863いそばしょう属

fraxinifolia (Mertens ex Turner) 1. Agardhいそlましょ

つ
nigricans Tanaka et Itonoくろいそばしょう

Odonthalia Lyngbye. 1819 nom. consのこぎりひば属

annae Perestenkoありゅうしゃんのこぎりひば

[aleutica sensu Okamura] 

corymbifera (Gmelin) Greville はけさきのこぎりひば

kawabatae Masudaしこたんのこぎりひば

macrocarpa Masudaおおのこぎりひば

yamadae Masudaあっけしのこぎりひば

[kamtschatica sensu Okamura] 

Placophora 1. Agardh. 1863はいこざね属

binderi (J. Agardh) 1. Agardhはいこざね

japonica Tanakaかばいろうすば

Polys.伊'honiaGreville. 1823 nom. cons.いとぐさ属

abscissa Hooker et Harveyさんぼういとぐさ

crassa Okamuraふといとぐさ

elongata (Hudson) Sprengel 

f. schuebelerii (Foslie) Rosenvinge 

ferulacea Suhr ex J. Agardh ぼういとぐさ

flabeIlulata Harveyひめおおぎいとぐさ

fragilis Suringarくろいとぐさ

[forcipata sensu Segi] 

howei Hollenberg in Taylorょなくにし、とぐさ

[yonakuniensis] 

morrowii Harveyもろいとぐさ

[senticulosa sensu Yendo] 

po.π'ecta Segiながいとぐさ

richardsonii Hookerもつれいとぐさ

senticulosa Harveyしょうじようけのり

[urceolata auct. japon.] 

tapinocarpa Suringarけいとぐさ

tokidae Segiうすいとぐさ

[senularioides sensu Okamura] 

Pteros伊honiaFalkenberg in Engler et Prantl. 1897はねぐ

さ属

bipinna飽 (Postelset Ruprecht) FaJkenbergいとゃなぎ

pinnulata (Kutzing) Maggs et Hommersandはねぐさ

(132) 

[pennata sensu Okamura] 
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* tanakae Uwai et Masudaせとうちはねぐさ (133) [Bos町'chiakelanensis] 

Rhodolachne Wynne， 1970ロドラクネ属

r且dicosaItono 

Rhodomela C. Agardh， 1822 nom. cons.せいようふじま

つも属

lycopodioides (Linnaeus) C. Agardh 

f. tenuissima (Ruprecht)向ellmanみやびふじまつも

sachaJinensis Masudaからふとふじまつも

[macracantha sensu Tokida] 

館res(Perest巴nko)Masudaほそばふじまつも

匂racilisYamada et Tanaka] 

SpirocJadia B回rgesen，1933ひげよれみぐさ属

loochooensis (Y endo) Y oshidaひげよれみぐさ

[Wrightiella loochooensisらいちえら]

Stictosiphonia Harvey in Hooker， 1845ふたまたこけも

どき属

* intricata (Bory) Silvaはまなこけもどき(134)
[hooken] 

[Bostrychia dichotoma] 

[BostIychia mixta] 

kelanensis (Grunow ex Post) King et Puttockふたまた

こけもどき

tangatensis (Post) King et Puttock 

[Bostrychia tangatensis] 

SymphyocJadia Falkenberg in Engler et Prantl， 1897こざ

ねも属

latiuscula (H訂vey)Yamada いそむらさき

[gracilis] 

linearis (Okamura) Falkenbergほそこざね

marchantioides (H訂veyin Hook巴r)Falkenbergこざね

も

pumila (Yendo) Uwai et Masudaひめこざね(135)

[pennaω] 

[Pterosiphonia pumila] 

TolypiocJadia Schmitz in Engler et Prantl， 1897いとくず

ぐさ属

glomerulata (C. Agardh) Schmitzいとくずぐさ

[Roschera glomerulata] 

Vidalia Lamouroux ex J. Agardh， 1863 nom. cons.かえり

なみ属

obtusiloba (Mertens ex C. Agardh) J. Ag訂dhかえりな

み

紅藻に関するノート

(1) Rh. maculata， reticulataは淡水産であり，収録しなかった。

(2) Asterocytis属はChroodactylonの異名とされている。A.echigoensisは命名規約に従っていないので収録しなかっ
す『・

~。
(3) Komrn組n(1989)この種に対し Sahlingiaという属を提案した。

(4)異名はHeerbout(1968)による。 E.sargassicolaも差はないようである。E.reglarisは命名規約に反している。

(5) f. crassaアッパベニタサ， f. ellipticaマルパベニタサ，五lanceolataナガバベニタサが区別されている(Kawabata

1936， Nagai 1941)。

(6) f. lanceolataナガパアナアマノリが区別された(Tanaka1952)。

(7) f. latifoliaヒロハマルバアマノリが区別された(Tanaka1952)。

(8) f. kje伽 aniiとvar.tamatsuensisオオバアサクサノリが知られている(岡村 1936，Miura 1984)。

(9) Kjellm組(1897)のP.crispateaのタイプはヒトエグサであり，殖回(1932)の種に対して新しい名前が用意された

(Y oshida 1997)。

(10) f. coreanaとf.narawaensisナラワスサピノリが知られている(岡村 1936，Miura 1984)。

(11)属レベルの分類系はLee& Lee(1988)に従った。

(12)配偶体と胞子体で構造が異なったものがあり，別の名前が付けられていた可能性が有り，細分化されすぎて

いたとして纏める方向にある。ここではPapenfusset a1.( 1982)の意見に従った。

(13)異形世代交代をすることなどからHuisman& Borowitzka(1990)により独立の属とされた。これに伴いGalaxaura

をヒラガラガラ属とした。

(14)異名はWomersley(1996)により提案された。

(15)主主liformis，f. intermedia， f. sororiaが区別されている(岡村 1936)0異名についてはBabaet aJ.(1988)による。

(16)この属は日本には産しないであろう(吉田 1998)。

(17) Baba(1987)によると，日本の種にこの名前を当てるのは問題である。
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(18) Iryu & Matsuda(1996)が石垣島から報告した。
(19)異名はIrvine& Chamber1ain(1994)による。 Masaki(1968)はHeterodermasargassi f. parvuJaを記載した。

(20) f. breviorが区別された(Yendo1905)。

(21) f. japonicumが記載された(Foslie1901)0 

(22)異名は馬場(in吉田 1998)による。

(23) Lithothamnium Phi1ippiに対しLithothamnionHeydrichの綴りが保留された。

(24) M. membranaceaは不確実なので収録しなかった。

(25) M. pacifica Mas紘iが1aterhomonymであるから新名が与えられた。

(26)異名は馬場(in吉田 1998)による。

(27)異名は馬場(in吉田 1998)による。

(28) Iryu & Masuda(1994)が石垣島から報告した。
(29)異名は馬場(in吉田 1998)による。

(30)馬場(in吉田 1998)によって記録された。

(31)馬場(2000)が南西諸島から報告した。

(32) Shimada et aJ.(1999)の研究でAcanthopeJtis属に纏められた。

(33) Shimada & Masuda(1999)が伊豆諸島から記録した。

(34)異名は鳥田の意見による(吉田 1998)。

(35) G. nanum Inagakiがlaterhomonymであるため新名を与えた(Yoshida 1997)。

(36) Shimada et a1.(2000)が九州南部などの標本に基づき記載した。

(37) v釘 .conchicoJaケスジ、ハイテングサ， f. foJiaceaヒロハハイテングサが区別された(岡村 1936)。

(38) Shimada et a1.(2000)が伊豆半島などの標本に基づき記載した。
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(39) Pterocladiaのタイプ種と嚢果の構造の違いなどから別属とされた(Santelices& Hommersand 1997)0 Santelices 

(1999)は岡村(1936)が認めた3種はすべてP.capilJaceaであるとした。しかし， Shimada et aJ.(2000)は形態と分

子系統の研究から 3種あることを示した。

(40)四分胞子体はFaJkenbergiarufoJanosaである。

(41)四分胞子体は TraillieJJaintricataである。

(42)日本の種はアメリカ西岸のP.caJifomicaとは別種であるとされた(Maggs& Ward 1996)。

(43)異名はMasudaet aJ.( 1995)による。

(44) f. coriiformis，王intricateが区別された(岡村 1936)。

(45)ヒラコトジの品種として扱われた(Mikami1965)0 Brodie et aJ.(1997)はこれらが生殖的に隔離されていること

などから，別種であると結論した。

(46) f. Jatusヒロハノコトジが区別された(岡村 1936)。

(47) f. flabeJJatusウチワツノマタが区別された(Mikami1965)。

(48) f. aequaJ.おヤセツノマタ，五crispoidesトチャカダマシ， f. parvusヒメツノマタが記載された(Mik但ni1965)。

(49) f. ciJiatus， f. flabeJJatusウチワヒラコトジ， f. Jongicomisハサミヒラコトジが記載された(Mikami1965， Tokida 

1954)。
(50) f. fimbriatusフサツノマタ， f. subdichotomusエダツノマタが区別された(Mikami1965)。

(51) RhodogJωsum属は南半球に分布するもので，北半球にはMazzaeJJaの種が分布する。

(52) Rh. japonicum f. divergensエダウチギンナンが記載されているが，MazzaeJJaへの組み合わせは行われていな

U 、。

(53) MazzaeJJaへの組み合わせはYoshida( 1997)による。 f.obJongo-ovatumトカチギンナンは残されている。

(54) f. minutaが区別された(岡村 1936)。

(55) Kawaguchi(1997)はPachymeniopsisの独立性を認めず，ムカデノリ属に含めた。

(56) f. flabeJJateaが区別された(岡村 1936)。

(57)不確実なH.durviJJaeiを除く(吉田 1998)。

(58) Kawaguchi & Nguyen(l998)によってキントキ属であることが明らかにされた。

(59)これまでH.cervicomisにあてられていたものは新種H.flexicaulisとされた(Yamagishi& Masuda 2∞0)。
(60) f. graciJisコサイダイバラが区別されている(Tanaka1941)。
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(61)異名はYamagishi& M制御(1997)による。

(62) Yendo(1915)が報じたC.laciniataは標本から見て少なくとも 2種を混合しているので，ここには収録しなかっ

た。

(63)吉田(1998)は和名としてウスギヌ属を用いているけれども，ウスギヌがヒカゲノイト属に移されたので，ヒ

メウスギヌ属の名前が適切である。

(64) Nemastoma nakamurae v紅 .membranaceaが記載されているが，この属への組み合わせはなされていない。

(65)大西洋の種とは生殖的にも隔離しているので新種とされた(Yoshida1997)。

(66) Kato& M鎚uda(2000)が北海道東部から報告した。

(67) Masuda & Kogame(1998)が高知県などから報告した。

(68)学名に関しては吉田(1998)による。

(69) f. uncinatumが区別された(岡村 1936)。

(70) v釘 .~longata ホソミアナグサが区別された(Tanaka 1960)。

(71)クロヌラクサは標本も少なく，不確実である(吉田 1998)0

(72)含有するカラギナンの種類などから別属とされた。正式の発表はSilvaet aJ. (1996)である。

σ3)含有するカラギナンの種類などから別属とされた。正式の発表はSilvaet aJ. (1996)である。

(74) f. 削除椅己載されている(Yamamoto1995)。

(75)寺田ら(2∞0)が南西諸島から報告した。
(76)吉田(1998)による。

(77)東京湾から記載された(Yamamoto1995)。

(78)学名に関して種々な意見がある。Yamamoto&S鎚aki(1988)によりオゴノリとオゴモドキは交配可能であるこ

とが示された。これらを同一種として G.venniculophyl1aの名前を採用した(吉田 1998)。

(79)基物から遊離して生活しているイタニグサA.tobuchiensisは生態型とする考えを取り入れた。

(80)異名は吉田(1998)による。

(81) Huisman(1996)により Coel/l1泊rumと別属とされた。

(82)異名はHuisman(1996)による。

(83) Noπis(1991)の意見によりこの名前を用いる。

(84) Saunders et a1.(1999)により独立の属とされた。

(85)学名はBaldωk(1976)の意見による。 Neomonosporafi山"Cel1a飽 sensuYamadaとは異なる。

(86) A. echigoenseは分枝様式から見でこの属に入らないので，除く。

(87)異名はGuiry& Maggs(1991)による。

(88) f. austraJis， f. boreaJis， f. cymosa， f. elongataが区別されている(Itono1972， Nakam町a1950)。

(89) f. hamataが記載されている(Nakamura1950)。

(90) v訂 .robusωmが区別されている(Itono1977)。

(91)異名はMaggs& Hommersand(1993)による。

(92) C. tenuissimumが非合法名であるから，この名前を用いる。

(93) f. ambiguum， f. abbreviatum， f. trichotomumが記載されている(Nak畑 ura1950)。

(94) No凶s(1993)により Centrocerasとは別属とされた。

(95) v訂.crassaが記載されている(岡村 1936)。

(96)異名は吉田(1998)による。

(97)標本のきわめて少ない穫であり， 4本の輪生枝がみとめられ，この属に移された(Yoshida1997)。

(98) Kajimura( 1995)により隠岐島から記載された。

(99) Carpoblepharis schmitziana var. erectaが記載されているが，この属への組み合わせは行われていない(吉田 1998)。

(100)この属への組み合わせは吉田(1998)においてなされた。

(101) S. echigoensisは所属が不確実であり，収録しなかった。

(102)異名は吉田(1998)による。

(103)異名はPapenfuss(1968)による。

(104) W. tenuisは命名規約に従ってないので収録しなかった。

(105)異名はMasudaet aJ.(1995)による。
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(106)不確実な cylindrica，echigoensis，非合法のelonga胞を除く。

(107) f. nipponica， f. pacificaが区別されている(岡村 1936)。

(108)吉田(1998)が瀬戸内海から報告した。

(109)異名は吉田(1998)による。

(110) Kamiya et aJ.(l999)が沖縄県から記載報告した。

(111)本州太平洋岸北部から報告された(Yoshida & Mikami 1997)。

(112)ウスバノリ属とは異なる特徴をもち，別属として扱う(吉田 1998)。

(113) Yoshida & Mik細 i(1996)が八丈島から報告した。

(114) Yoshida & Mik鉱凶(1996)によりアヤニシキ属から分離された。

(115)異名は吉田(1998)による。

(116)異名は吉田(1998)による。

(117) Y oshida & Mikami(l996a)が宮城県から記載した。

(118)異名はKamiyaet aJ.(l994)による。

(119)異名はKing& Puttock(l989)による。

(120) Ch. minutulaは非合法名であり，収録しなかった。

(121) f. angusta， f. lataが区別された(岡村 1936)0

(122)異名は吉田(1998)による。

(123)異名はMasudaet aJ.(l995)による。

(124) Pteros伊，honia属とは異なるとして分離された(Uwai& Masuda 1999b)。

(125)圏内の記録が不確実なL.ceylonica， L. filiformisを収録しなかった。

(126) Abe & Masuda(1998)が記載した。

(127) Masuda(1997)が御前崎の標本に基つ寺き記載した。

(128) Masuda et a1.(1997)が南西諸島から報告した。
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(129) Norris(1995)の意見により，太平洋の種はこの属のものとする。ウスパヒオドシもこの属とされた(Yoshida

1997)。
(130) Masuda & Kogame(l998)により瀬戸内海から報告記載された。

(131)イトグサ属を分割してネオシフォニア属が記載された(Kim& Lee 1999)。日本産の8種がこの属に移され

る。

(132)学名はMaggs& Hommersand(1993)による。

(133) Uwai & Masuda(1999a)により瀬戸内海の標本に基づき記載された。

(134)学名はSi1vaet aJ.(l996)の意見による。

(135) Uwai & Masuda(1999)はこの穏に対しより古いYendoの種小名を用いるべきであると論じた。

(136)日本産のものはv低 dawsoniiHollenberg et Abbottであるとされる(能登谷・有賀 1993)。

(137) Cheilosporum yessoense f. angusta Yendoが記録されている(Yendo1902)。

(138)八丈島から採集された。

(139)異名は吉田(1998)による。

(140) f. lineris， f. complanatusが区別された。

(141) Wang et a1.(2000)は、形態と分校系統の研究から独立の種であることを示した。
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Neorhodomela， 149 Plum町ja， 144 Rhipilia， 118 
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Rhipiliopsis， 118 Sphacelaria， 122 Turnerella， 141 

Rhizoclonium， 116 Sphaerotrichia， 123 Tydemania， 118 

Rhodella，I30，150 Spirocladia， 150 Tylotus， 137 

Rhodocallis， 145 Spongites， 134，135 

Rhodochorton， 131， 132 Spongomorpha，116，119 U 

Rhodochortonopsis， 131 Spongonema， 121 

Rhododermis， 132 Sporochnus， 125，128 Udotea，118 

RhodogJossum， 138， 151 Sporoli曲on，135 Ulothrix， 114， 119 

Rhodolachne， 150 Spyridia， 145 Ulva，115，120 

Rhodomela， 149， 150 Stenogramma， 140 Ulvaria， 115 

Rhodopeltis， 137，140 Stenopeltis， 140 Ulvella，114，119 

Rhodophyllis， 140 Stictosiphonia， 150 Undaria，l26 

Rhodophysema， 132 Stictyosiphon， 125 Urospora，116 

Rhodophysemopsis， 132 Stilophora， 124 

Rhodoptilum， 146 Streblonema， 121 V 

Rhodosorus， 130 Streptophyllopsis， 126 

Rhodospora， 130 S凶釘ia，125 Valonia， 115， 116，117 

Rhodymenia， 132， 141，143 S釘uvea，116，120 Valoniopsis， 115 

Roscher司， 150 Stschapovia， 124 Vanvoorstia， 147 

Rosenvingea， 125 Stylonema， 130 Ventric紅ia，117

Stypocaulon， 122 Vidalia， 150 

s Stypopodium， 123 

Symphyocladia， 150 w 
Sahlingia， 150 Sympodothamnion， 146 

Sarcodia， 141 Syringoderma， 122 WebereJJa， 143 

Sargωsum，127，129 Willeella， 115 

Saundersella， 121， 123 T Wrangelia， 145， 152 

Sauvageaugloia， 123 WrightieJJa， 150 

Scagelia，145 Taenioma， 147 Wurdemannia， 136 

Schimmelmannia， 138 Tanakaella， 145 

Sch包:oseris，147 Tena官'8， 135 Y 

Schizymenia， 141 Tich∞arpus， 141 
Schmitzia， 137 Ti白niella，l45 Yamadaea， 135 

Scinaia， 132 Tinocladia， 123 Yamadaella， 132 

Scytosiphon， 125， 129 Titanoderma， 135 Yamadaphycus， 147 

Sebdenia， 141 Titanophora， 141 YatabeJJa， 136 

Seirospora， 145 Tokidadendron， 147 Yoshidaphycus， 147 

Serraticardia， 135 Tokidaea， 145 

Silvetia， 126 Tolypiocladia， 150 Z 

Sinosiphonia， 146 Trachynema， 125 

Siphonocladus， 116 TraiJJieJJa， 151 Zellera， 147 

Solieria， 141 Trematocarpus， 141 Zonaria， 123 

Sorella， 147 Trichogloea， 133 

Sorellocolax， 147 Trichogloeopsis， 133 

Sorocarpus， 121， 128 TrichosoJen， 119， 120 

Sparlingia， 143 Tricleocarpa， 133 

Spatoglossum， 123 Tsengia， 139 

Spermothamnion， 144，145，152 Turbinaria， 128 
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和 名

あ いしも属，134 うぶげぐさ属， 145

いしもずく属， 123 うみうちわ属，123

あいそめぐさ属， 148 いそうめもどき属， 137 うみぞうめん属， 133

あいぬわかめ属， 126 いそがわら属， 121 うみぼっす属， 125

あおさ属， 115 いそきり属， 133 うるしぐさ属， 125
あおのり属，115 いそぐるみ属，124 ウルデマニア属，136
あおもぐさ属， 116 いそしのぶ属，144

あかぱ属， 137 いそすぎな属，119 え

あかばぎんなんそう属， 138 いそだんつう属，137

アキネトスポラ属，120 いそのはな属， 138 えごのり属， 143
アクロカエテイウム属， 131 いそばしよう属，149 えぞいしげ属， 126
あけぼのもずく属，133 いそはなぴ属，130 えぞかしらざき属，122
あしっきいとげ属， 119 いそひげも属， 125 えぞしころ属， 133
アステロコラックス属， 146 いそぶどう属， 121 えぞとさか属， 139
あっけしいしも属， 135 いそまつ属，142 えぞなめし属， 141
あつばこうもりのり属，148 いそもつか属， 137 えぞふくろ属， 124

あっばすじぎぬ属，146 いたにぐさ属， 142 えだうちいしも属， 135

あっばのり属， 141 いちめがさ属，125 えつきあやにしき属， 147

あなだるす属，143 いとぐさ属，149，153 えっきひぴろうど属， 137

あなめ属，126 いとくずぐさ属，150 えんじいしも属， 135

あねやかたのり属， 139 いとしのぶ属， 145 エントクラデイア属， 114

あまのり属，130 いとひびだま属，145

あみじぐさ属， 122 いとふのり属， 138 お

あみは属， 116 いぱらのり属，139

あみはだ属，140 いぼのり属，139 おおあみは属， 116

あみまゆだま属， 130 いわげしょう属，140 おおきりんさい属，141

あみもょう属，115 いわずた属， 117 おおしころ属， 135

あやぎぬ属，146 いわのかわ属，140 オージュイネラ属，131

あやにしき属， 146，153 いわひげ属， 124 おおばろにあ属， 117

あらめ属， 126 インテルノレティア属， 114 おきしのぶ属， 144

あわぴも属，114 おきつのり属， 140

あわみどり属，117 つ おきつばら属， 137

あんとくめ属，126 おきなわもずく属， 123

ういきょうも属，124 おごのり属， 141
し、 うがのもく属， 126 おしよろぐさ属， 125

うきおりそう属，115 おとひめもずく属，138

いかだこのは属， 146 うしけのり属， 130 おにがわらいしも属， 135

いぎす属， 143 うすがさね属，119 おばくさ属，136

いしいぽ属， 134 ウスギヌ属， 152

いしげ属， 123 うすばおおぎ属，122 か

いしごろも属，134 うすばのり属，147，153

いしっきごびあ属，121 うすばのりもどき属，146 かいがらみどりいと属， 118

いしのはな属， 135 うすべに属，147 かいみどり属， 114

いしのみ属， 134 うすべにやどり属， 147 かいめんしぼり属， 131

いしのみもどき属，135 うすむらさき属， 144 かいめんそう属， 142
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かえりなみ属， 150 くろがしら属，122 シチャポビア属， 124

かえるでぐさ属，142 くろしおめ属，126 しのぶぐさ属， 148

かぎけのり属，136 くろはんもん属，121 しまおおぎ属， 123

かぎしおみどろ属， 121 くろひとえぐさ属，115 しまだじあ属，146

かぎのり属，136 くろも属， 123 しまてんぐさ属， 136

かくれいと属，138 くろもずく属，123 じゃぱらのり属， 148

かくれすじ属， 146 クロロキトリウム属，114 じゅずも属， 115

かごめのり属， 125 ぐんばいこのは属， 147 じよろもく属， 127

かざしぐさ属，144 しりおみどろ属， 116

かさのり属，119 け しわのかわ属， 124

かきまつ属， 132 しわひとえぐさ属，115

かじめ属， 126 けこなはだ属，133 じんようのり属，137

かしらざき属， 122 けはねぐさ属，148

かしわばこのはのり属，147 けやり属，125 す

かためんきりんさい属， 141

かたわべにひば属，144 、、・，ー すぎのり属， 137

ガッテイア属， 144 すぎもく属， 126

かにのて属， 133 こけもどき属， 147 すじぎぬ属， 146

かぷさあおのり属， 114 こさ事ねも属， 150 すじこのり属， 142

かやものり属， 125 コデイオルム属， 114 すじなしぐさ属， 148

がらがら属，133 こなはだ属， 133 すじめ属， 126

がらがらもどき属，137 こなはだもどき属，140 すすかけべに属，137

からごろも属， 147 このはのり属，146 すずかけも属， 118

からふともずく属，123 このはのりもどき属，147 すずしろのり属，146

からふとよつがさね属， 145 ごのめぐさ属，143

カリタムニオン属，143 こぶいしも属，134 せ

かれきぐさ属， 141 こぶのひげ属，124

かわのり属，115 こもんぐさ属，123 せいようはばのり属， 125

こもんぶくろ属，124 せいようふじまつも属，150

き コラロフイラ属，144

コンプソネマ属， 124 そ

きじのお属，140 こんぶ属，126

きたいしも属， 134 こんぶもどき属，124 そぞ属， 148

きたいわひげ属， 124 そぞまくら属， 148

きたしおみどろ属，121 さ そでがらみ属， 132

きっこうぐさ属，117 そめわけぐさ属，123

きぬいとぐさ属， 143 さなだぐさ属， 123

きぬげぐさ属， 143 さぴ属， 135 た

きりんさい属， 141 さびもどき属，135

きんいろはんもん属， 121 さぽてんぐさ属，118 たおやぎそう属，142

きんとき属，138，151 さめずぐさ属，125 だじあ属， 145

きんときやどり属，138 さんごも属，134 ダジクラズス属， 119

ダジシフォニア属，146

く し だじもどき属，146

たまいただき属， 136

くしのは属，148 しおぐさ属， 115 たまつなぎ属， 130

くしぱにせかれきぐさ属 137 しおぐさごろも属， 140 だるす属，132

くしべにひば属， 145 しおみどろ属， 120 たんぼやり属， 116

くすだま属， 144 じがみぐさ属，123

くだねだしぐさ属，116 しずくいしごろも属， 134
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ち にせかやも属，124 パルモフィルム属，114

にせかれきぐさ属，137 ばろにあ属，117

ちやほきんとき属，138 にせこなはだ属，132

ちりぼたん属，143 にせつるも属，126 ひ

ちりもみじ属，145 にせはうちわ属，118

にせはねも属，119 ひおどしぐさ属，148

つ にせふともずく属， 123 ひかげのいと属，139，152

にせまゅはき属，118 ひげうすば属，147

っかさのり属，139 にせもずく属，123 ひげむらさき属，147

つくしほうずき属，147 にせらんそうもどき属，114 ひげよれみぐさ属，150

つのまた属，137 ぬ ひしぶくろ属，143

つゅのいと属，119 ひだとりぎぬ属，146

つるも属，126 ぬめはのり属，146 ひとえぐさ属，114

ぬめりぐさ属，137 ひなのり属，130

て ぬらくさ属，141 ひばまた属，126

ぬるはだ属，133 ひぴだま属，145

てんぐさ属，136 ひびみどろ属，114

てんぐさもどき属，142 tョ ひぴろうど属，137

てんぐさやどり属，142 ひめあおのり属，115

ネオシフォニア属，149，153 ひめいわずた属，117

と ねこあしこんぶ属，126 ひめうすぎぬ属，139

ねじれみどり属，114 ひめうすべに属，146

とげこのはのり属，146 ねだしぐさ属，116 ひめごけ属，148

とげのり属，147 ねばりも属，124 ひめしころ属，134

とさかのり属，141 ひめずた属，147

とさかもどき属，139 の ひめふくろつなぎ属， 142

とろろこんぶ属， 126 ひめぼたんあおさ属， 115

のこぎりひば属，149 ひめむらさき属，146

な のりまき属，135 ひもまくら属，124

ひょくそう属，147

ながおばね属，138 lま ぴらえら属，121

ながこのはのり属，147 ひらがらがら属，132，150 

ながまつも属，123 はいいとぐさ属，148 ひらくさ属，136

ながみぐさ属，149 はいうすばのり属，146 ひらしおぐさ属，115

なみいわたけ属，137 はいおおぎ属，122 ひらたおやぎ属，142

なみのはな属，140 はいきぬげ属，145 ひろはたまいただき属，136

なみまくら属，123 はいこざね属，149 ヒンクシア属，121

なみまくらもどき属，123 はいこなはだ属，132

なんかいさえだ属，146 はうちわ属，117 ふ

なんかいべにはねも属，143 はごろも属，118

はすじぎぬ属，147 フェルドマニア属，121

はすじぐさ属，140 ふくろつなぎ属，142

パテノカルプス属，132 ふくろのり属，125

にくいわのかわ属，141 はなのえだ属，142 ふさのり属，132

にくさえだ属，144 はなぴいとも属，146 ふさもずく属，123

にくほうのお属，141 はねぐさやどり属，137 ふしくれたけ属，141

にせあみじ属，122 はねぐさ属， 149 ふしつなぎ属，142

にせいしのかわ属，121 はねも属，118 ふじまつも属， 149

にせいぱらのり属，142 はばもどき属，125 ふたえおおぎ属，122

にせうしけのり属，130 はぶたえのり属，146 ふたつがさね属，143
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ふたまたこけもどき属，150 まさごしばり属，143 やぱねもく属，127

ふちとりべに属，132 またぼう属，138 ゃれおおぎ属，122

ふちとりべにもどき属，132 まだらぐさ属，142

プティロクラデイア属，145 まつも属，121 ゆ

ふでのほ属，119 まゆはきも属，118

ふともずく属，123 ゆいきり属，136

ふのり属，137 み ゆかり属，140

プリングスハイミエラ属，114 ゆるじぎぬ属，139

みあなぐさ属，141

J¥ ミクロスポンギウム属，124 よ

みすじこんぶ属，126

ヘカトネマ属，124 みずたま属， 119 ょこじまのり属，125

べにあみごろも属，146 みちがえそう属，137 ょっがさね属， 145

べにいそぶどう属，145 みどりげ属，116 ょっのさで属， 144

ぺにごうし属，144 みなみしおみどろ属，121 ょなくにくすだま属，144

ぺにごろも属，132 ミリアクチュラ属，124 よれみぐさ属， 148

べにざらさ属，141 ミリオネマ属，124

ベにすなご属，141 みりん属，141 ら

べにはうちわ属，147 みる属，118

ぺにはねぐさ属，144 みるひびだま属，145 らいのすけこのは属，147

べにはねも属，145 らっぱもく属， 128

べにはのり属，146 む ラミナリオコラックス属，121

べにひぱ属，145 ラミナリオネマ属，121

べにひぱだまし属，145 むかししおみどろ属，124 らんげりあ属，145

べにふくろのり属，132 むかでのり属，138，151 らんそうもどき属，114

べにまだら属，136 むちも属，125

べにまゆだま属，131 むらちどり属，125 り

ぺにみどろ属，130

べにもずく属，133 め リアゴロフイラ属，131

ぺにやはず属， 147 リピリオプシス属，118

へりとりかにのて属，134 メイオディスクス属，132 りゅうのたま属，143

ペルクルサリア属，115 メソスポラ属，121 りゅうもんそう属，137

ぺんてんも属，147

も れ

ほ

もかさ属，135 レジョリシア属，144

ほうのお属，137 もさくだふくろ属，125 レプトフィツム属，134

ほしのいと属，130 もさずき属， 134

ほそがさね属，143 もずく属，124 ろ

ほそばろにあ属，115 もつきちゃそうめん属，123

ほそべにやばねぐさ属，146 もつきひとえ属，114 ロデラ属，130

ボルポコレオン属，114 もつれぐさ属，116 ロドコルトン属，131

ポロリトン属， 135 もつれちょうちん属，118 ロドスポラ属，130

ほんだわら属，127，129 ロドソルス属，130

や ロドラクネ属，150

ま

やどりみどろ属，121 わ

まがたまも属， 116 ゃなぎのり属，147

まきいとぐさ属，148 やはずぐさ属，122 わかめ属， 126

まくり属，148 やはずしころ属，133 わつなぎそう属，142
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藻類事情

大野正夫 :チリの海藻資源と海藻工業ーチリ国訪問記

2000年問題のために，旅行会社から「トラブルが生 抽出物，海藻養殖，育種選抜，海藻薬草li成分などであ

じても損害の請求はしません」という沓?類にサインを り，研修生は， 30分間，自分の研究について報告をし，

して，正月 3日にチリに向けて飛びたった。 3度目の 講師陣からアドハイスを受けた。狭い研究分野に閉じ

チリ訪問のためか元旦もないハードな準備からの疲れ こもりがちな若手研究者にと って， ~Ijな世界を見せる

か，機上でほとんど寝ているうちに，30度を越す真夏 よい企画であったと感じた。日本の大学でも留学生が

のサンチャゴに着いた。 ラテンアメリカの国際研修 多くなってきたが，留学生のフォロアップとして，帰

コース「海藻資源の利用とその展望Jが，国立コン七 回した若手研究者を中心とした，このような研修やセ

プション大学で開催され，その海藻養殖を担当するた ミナーの開催を大学で持つことが期待される。

めの旅立ちであった。

チリのオコノリ資源と寒天産業

ラテンアメリカ海藻研修コース チリには，海藻学分野・の大学ス夕、/フは 10数名い

ラテンアメリカ諸国は，最近，政治経済が安定化に るとコンセプシヨン大学のCamiloWerlingel博士から

進むにつれて，ラテンアメリカ述合の活動が活発にな 聞いた。彼は有賀祐勝先生の指導で東京水産大学で学

り，学術の函でもラテンアメ リカをr.1"-L、をした国際シ 位をとった若手の助教授であり，このコースのまとめ

ンポジュウムや研修が行なわれるようになった。今回 役であった。チリの海藻研究者は，チリの海藻資源‘の

のコースは，チリ政府の国際交流基金とコンセプショ 採取や寒天産業が活発になった1970年代から急に増加

ン大学の出資で行なわれ，研修生はメキシコ，ペルー， しており，各大学に海藻の教官が採用されるように

ブラジル，アルゼンチンとチリの大学，国立研究所，会 なったという 。そこで，チリの寒天産業の実状を知り

社の若手研究者15名で，講師陣はブラジル，アルゼン たく，チリのパタゴニア圏の玄関口にあたるプエル

チン，チリと日本から集まった。研修はコンセプショ ト・モントにある寒天工場 fproagarJを訪問した。

ン大学の臨海研究施設で行なわれて，研修生は全員， チリでオゴノリの採取が始ま ったのは， 1960年代で

寮に泊まり，朝食と夕食は研修生の当番による自炊で あり，寒天生産の国際化が進むようになって安い寒天

あった。l週間，缶詰生活であったが，楽しい国際交 原料を求めて，日本やスペインの寒天製造業界がチリ

流が行なわれ，バーベキューパーティでは，皆，ワイ のオゴノリを輸入するようになった(図 2)。寒天の生

ンやビールを飲み，競って歌をうたって，思い出に残る 産は 1940年代以前は，日本が独占的シュアを持ってい

夜を過ごした(図 1)。講義は海藻資源，海i染色素，海藻 た。現在の世界の寒天製造技術は，日本の伝統的寒天

言!'=-よー

図l 却f修を終えて釘タトでのハーベキューパーテイ 図2 養殖オゴノリの乾燥後の収集風景
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製造技術が近代化されたものである。

チリは寒天原謀のオゴノリの輸出国であったが，

1980年代に入って寒天製造を行なうようになった。

IProagarJ社は，チリの資本で1984年に操業されたが，

逮営がゆきずまり倒産の危機となり ，日本から寒天製

造技術者の井利忠男氏が，製造指導に|品jわり会社を再

建した(悶 3)。現在，彼は社長として会社の経営にあた

り，チリでは第2位の寒天生産品ーをあげている。チリ

の寒天の生産量は，現在，年間約2300トンであり，世

界の寒天生産量の6割以上を占めている。寒天生産量:

の 7倍が原藻の使用量とされ， チリでは原淡の~i市出 も

行なっているので，チリの寒天!京謀オゴノリ生産量

は，年間2万トン以上と推定される。寒天に使われて

いるオゴノリは，GraciJaria chiJensisであり， 1980年

代中頃までは，ほとんと天然産であった。しかし 1982

年に発生した「エル ・ニーニョ」の彩響で，オゴノリ

の生育が極端に悪くなり養殖が行なわれるようになっ

た。オゴノリ養殖には大学の海淡研究者が大きく貢献

して新築研究者が増える原因になった。養殖オゴノ

リといっても，藻イ本を地中に埋め込むか砂袋にi築体を

巻き付けて沈める簡単な方法であるが，新i~ì~iの混入が

少なく，品質が揃うので，現在，寒天に使われる原料

の8害IJが養殖オゴノリになったという。現在のオゴノ

リ養殖法(増殖と言う方がふさわしいが)は海の環境

を荒らすことから，チリ政府はこの養殖法に危慎して

おり，本格的な胞子種苗によるロープ養殖j去が研究さ

れている。

IProagar J工場は，プエルト モント空港から30分

ほどの美しい消!と背景に富士山のような蓄を冠する活

火山があるプエルト ・ヴァラスにある。IIlTはドイツ居
留地があったためか北欧風の木造の家が箱l廷のように

並び，観光客でにぎわっていた。IProagarJがこの地

に~てられたのは，オゴノ リ 生産地に近く，周年，水

i.l乱 1 4 J支という寒天の凝悶に最適な7J(iJ~iの水が品1111; にあ

るという立地条件であった。

工場はそれほど大きくはないが，従業員は 150名ほ

どであり，オー トメーション化はせずに，人を使う方

針であるという。このよう な地方にあると部品の購入

に手聞がかかるので，コ ンピューターなどは出来るだ

け使わず，自前で修理がきくような製造精進になって

おり，大きな旋盤機器を揃えた機械修理室があった。

随所に， ヂ|ニ利方式の工夫がこらされている寒天製造工

程に興味を覚えた。寒天はカラギナンやアルギン自主と

|盟3 ;J;~天工場 IProagarJ の前で升利忠男氏 (左)

グルトなどの食感には優れているので，需要は減るこ

とはなく ，将来，アジア地域などに需要がややびる こと

が期待されていることを知った。チリのオゴノリは世

界ーの品質であり生産量は養殖になって安定している

ので，チリの寒天製造の優位の地位は続くという。

チリのレッゾニアとアルギン酸工場

帰路，サンチャゴで途中下車をして，南に50キロ

ほどのP山ne市にある君津化学工業 (株)の子会社で，

アルキ、ン酸工場のIndustrialKimitsu Chile Ltdを訪問し

た。この工場は，1989年から操業が開始されて，40j歳

代の若い鈴木*，~- ディ レ クターのほか2名の日本人ス

タァフがおり ，チリ人も重要なポストをまかされて，

70名の従業員で操業をしていた(図的。この工場では

褐i制肢のレッソニア(Lessonia)からアルギン酸を製造し

ている(図 5)。アルギン酸の生産は，1930年代から始

まり，北米のジャイアントケルフ。(Macrocystis)やコン

ブ類を原料として行なわれた。千葉に工場を持つ君津

化学工業では，千梨県の外海に面した海岸に繁茂する

カジメや北海道のコンブを原料にしてアルギン酸の生

物悩が似ており， 需姿分野が侵されつつあると聞いて 医14 アルギン酸工場(倉庫)Indllstrial KimitslI Chileの前で

いたが，寒天は天然食品として認知されており，ヨー 鈴木純一氏(左)



産を始めた。その後，君津化学工業は，南アフリカの

カジメを輸入して原料にしていたが，1975年頃よりチ

リのレッソニアからのアルギン酸生産方法を開発し

た。アルギン酸の年間生産量は，世界で約3.5万トン

と言われており，中国が養殖コンブより 1.5-1.875ト

ン生産している。チリでのアルギン酸生産工場は，大

きなものはこの工場しかなく，年間 1200トンあまり

で，まだ量的には多くはないが，中国を|徐く 世界のア

ルギン酸工場のなかで，第31:立の生産を上げていると

いう。レッソニア(Lessonianigrescens)の枯れた茎は，枯

れ木のように堅い。このような堅い淡体を柔らくして

アルギン酸を抽出する技術は，君津化学工業の技術開I

がIJfI発し，今まで海岸に打ち上げられて朽ちていたも

のが，年間3万数千トン(乾燥重量)のアルギン酸の原料

になった。レッソニアは，ほかの褐i菜類と比l絞しでも

アルギン酸抽出には良質な原藻であり，アメリカ，イ

ギリス，日本，中国にも輸出が行なわれている。チリ

政府はレッソニアの刈り取りを禁じているので，現

在，海岸に打ち上げられた深体だけを採取し，現場で

乾燥させチップにしたものが工場に迩ばれていた。ア
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ルギン酸工場には，大きな釜が据え付けられていた。

寒天工場では原藻を煮込むので，独特な臭いが工場内

にたちこんでいるが，アルギン酸工場は，アルカリ処

理で加熱はしているが，化学反応で行なわれているの

で，あの臭気はなかった。抽出工程も寒天とは異なり，

透明な液(水溶性の遊離アルギン酸)が，自主を加える こ

とにより白く濁ってくる過程があり感動を覚えた。ア

ルギン酸の製品にはアルギン酸ナトリウム，アルギン

酸，アルギン酸プロピレングリコールエステルの3つ

がある。利用分野は食品，医薬，飼料，染料など多分

野であり，ユーザーからの注文も多種多様であるの

で，ブレンド技術が重要でなり ，大きなブレンド装置

が据えつけられていた。レァソニアの資源は，まだ，南

チリ地方から南極圏は手っかずである。チリはレ ッソ

ニア資1原が豊富であるので，アルギン酸製造はほかの

国よりも優位な立地条件であるという。チリでのアル

ギン酸産業は，さらに飛躍することが期待されてい

る。

今回の旅で，チリでの食材海藻，寒天，アルギン酸

にかかわる水産業 (原藻の養殖・採取)や製造業に，日

本のiiiji京産業が大きくかかわっていることを知った。

筆者は，今回，集めた資料からチリにおける海藻から

生み出される収入は，最近の海藻サラダmの食材海藻
の採取を含めて，年間約200億円あまりと試算したが，

小さな国のチリでは重要な産業であり，特に，海藻採

取は，低所得層の漁民には良い収入板、になっていた。

このような海藻産業が発展することにより海藻学の研

究は盛んになる。世界のi毎i築学研究が盛んになるため

には，それぞれの図の海渓産業の発展を期待せねばな

らない。

(781 -1164高知県土佐市宇佐11¥]井尻 194高知大学

図 5 i笹木状に繁茂し，干潮崎に佑れ木のようにみえる 海洋生物教育研究センター)

Lessonul nigrescensの藻体 (中央)
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江端弘樹1・田中義幸2.宮本奈保3

八重山諸島石垣島周辺

、

はじめに

石垣島をはじめとする八重山の島々からは，赤塚

(1973)が石垣島周辺海域から 74種(緑藻40種，褐藻 16

種，紅藻18稜)，喜田(1974)が石垣島から西表島にかけ

ての石西礁湖から 80種(藍藻4種， 緑藻 28種，褐i築8

種，紅藻39種，海産顕花植物 l種)，・太業-有賀(1982)

が石垣島を中心に八重山の島々から 115種 (藍諜5種，

緑藻38種，褐藻 16種，紅渓50種，海産顕花植物6種)

を報告している。これら報告の他にも，多くの研究者

が採集に訪れている亜熱帯産藻類の宝庫八重山諸島で

の著者らの研究をもとに，石垣島の海藻と自然環境な

どについて概要を紹介する。

石垣島の気候

八重山諸鳥とは南西諸島の南西の端，台湾との国境

沿いに散在する島々を指す。石垣島は，一島一市の八

重山諸島の主島で，八重山諸島の人口 (約5万人)の

80%が集中する。沖縄県では，沖縄本島，西表島に次

いで 3番目に大きな島で，烏の周囲約 160km，幅 100m

から lkmの裾礁に縁取られている (図1)。亜熱帯の中

でも海洋性気候の特徴を強く持ち，年間平均気温は24

"C，最も寒い 1-2月でも平均 18.3
0Cと暖かい。真夏

でもそれほど気温は高くならないが，太陽の直射が大

変強く編射熱でかなりの暑さとなる。年聞を通して風

の強い日が多く ，体感j昆度はそれに影響される。夏は

南西風が吹き涼しく ，冬は北東風が強く JIJし寒く感じる

こともある。服装は， 4-11月は半袖で， 12-3月は

本州の秋程度のものが必要となる。

石垣島へのアクセスおよび島内交通

石垣島へは，一般に飛行機を利用する。石垣空港に

は，東京から直行使で3時間程，大阪から直行使で2時

間半程，那覇から 1時間弱で到着する。石垣島での宿

泊は，ホテルで9，000円程 (一泊朝食)，民宿等で5，000

円程 (一泊二食)である。また，石垣島へは本ナ1'1から

の各種ツアーがあり ，フリータイムが設定されたツ

アーを採集に利用する事も可能で、ある。空港内にパス

は乗り入れておらず， 3km離れた市街地までは，タク

シーでの移動 (5分程)，レンタカー会社の送迎，ある

いは最寄りのハス停(空港入口)までの徒歩 (20分程)

となる。採集道具等を宅配便などで送る際には，東京ー

石垣島問は中 l臼見ておけばよいが，さらに離島へと

なると配達をしていないケースや数日余計にかかる

ケースもある。小さな離島への荷物送付は郵便小包を

勧めたい。

島南端の石垣i巷(離島桟橋)を中心にした市街地周

辺には多くのホテルや商底があり，さまざまな採集用

品の購入が可能である。この離島桟橋より，西表島や

竹富島など八重山の烏々への定期船や石垣島各地への

路線パスが発着する。八重山には鉄道は走っておら

ず，交通機関はパス，タクシー，レンタカー，レンタ

バイクとなる。パスを利用しての採集も可能だが使は

余りよくない。H寺問に制約されないレンタカーの利用

(1日5000円程)が便利である。

図 l 石垣鳥と烏内の主な採集地
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牛斗ー

国道390号

世.南端ポール高さ2.5m・自白蓄i易
3~7: 写真!最影i易所それぞれ図番号に対応

礁原 子太平洋

4盟旦」

[ii[ 2 臼係地先サンゴ燃の概111告図

石垣島の各集落rHjの車て、の移動H寺IllJは，概ね次の通 白保集落からは浜伝い(徒歩のみ)か国道経l主I(車

りである。石垣港ー伊原問 (60分)，白保 (20分)，空 司)で，白保集落から南端ポールを皇室む i~]， (小さな船

港 (5分)， 川平 (40分)。白保ー空港 (15分)，川平 (40 着場がある)に到着する(所要時間は国道沿いの郵便

分)。また，おもな白IU急への定期航路の所勤時間は次の 局前より両ルートとも徒歩 30 分) 。 サンコ(1i(~lil，~原の淘

通り。石垣ー西表 (60分)，黒鳥 (30分)，竹富 (10分)， 側 (約600-800m il¥')は，干潮時には干出する礁績で，

小 i~~ (30分)。 その |盤側は水深 1 - 2m程度のlil~iil!.て、ある 。 淘孫・ 箪類，

サンゴともにサンコ'lif~内に均等に分布しているわけで、

石垣島白保を例にして はなく，浜~礁池- li(~原 ~礁嶺~機縁といった，サン

これまで著者らは，石垣島を初め八重山のいくつか ゴ礁の地形区分に対応する形で海岸線にほぼ平行に分

の島々で係集や観察を行ってきた。ここでは，最も集 布している(図2)。

中して調査している石垣島南東岸の白保海域について 石垣島周辺には海草深場または海草;足場になりうる

紹介する。石垣港から白保までのバス(白保線ー運賃は 地域が約 11平方kmある (1珂地 -山口 1997)といわれ

350円程)は平日で30分に l本，所姿時|閣は30分程で ており，湾奥部や発達した礁嶺の内1l!1Jで海革法場を服

ある。 認する事ができる。島西部の名蔵湾は前者の代表であ

白保集落前の海は，砂質底が続き単誹lで海藻-草類 り東南部の白保はf走者の代表である 。 I~I保調査域にお

もサンゴも少ない。我々の調査区域の南端ポール周辺 いて海草群落は，打線より 400m i'I'の範囲の J~~ 'tltが砂

は顕著なサンゴ司I~i也 ìl~で， i立かなサンコ1洋条と共に海 の部分に， I折田が台形のマウンド状の微地形を形成し

渓 ・iffj:草群落が発達している。 生育しており ，η線から 100mil¥'の純聞にはリュウ

図3 リュウキュウスガモ群務 (水深 1m) 図4海藻1洋洛中に出現するマット状のモサヅキ属(水深 1.2m)



区15.7ーサ探り風景 (岩場はー而緑色である)

キュウスガモが密生している (問中ら 1998)(図3)。大

きな海草得洛の中心部では，ベニアマモやウミジグサ

群落も多い。海草は年間を通しでほぼ問機の分布を示

している。リュウキュウスガモなどの海草群落の|場!間

に有節サンゴモ類 (主に，モサヅキ属)が見られ，3月

初旬にはー而ピンク色のマ γ トになる (図4)。

汀線付近の基質が薄く砂を被った石灰岩部分に，ア

オサ類が剥く帯状に生育している。上部にはヒトエグ

サ，下部にはアオノリ属，アオサ属の級が見られる。特

に，ヒトエグサはアーサと称し食用にされ 2月"1"旬

-3月中旬にかけて盛んに採取される ( 5)。観察エ

リア南部のような波地 (ワタンジ :li(~ f，jt までiJilれる地

面の意味。大変浅い。)では，アオモグサが春期に密生

して見られる。ホンダワラ類は，iJ.li質が石灰岩もしく

は死サンゴである浅場に広〈見られる。礁池内ではコ

ハモク (初春が最盛期)が，礁原上ではフタエモクと

ヒメハモクが主要な種である。他には，ヤバネモク，

ラッパモク，タマキレパモクなど数種が見られる。初

夏が最盛期jであるフタエモクやヒメハモクを初め，夏

~秋には1il~原上でホンダワラ群落が見られること が多

い。これらホンダワラ群落は，冬には枯死 ・流出のた

め短くなり， 3月には数cm程の幼体が多数見られるよ

うになる。春にはヒメモサヅキがマ ット状に繁茂し，

ホンダワラ幼体と共存している (宮本ら 1998)。最成

期を過ぎたコパモク林は，上部が流失し初旬枝のみが

一面に広がり (図6)，夏~秋はその多くが砂に波われ

て生育している 。 無節サンゴモ類は，時(;i也- li!~J京の基

質が死サンゴ，特に樹校状の死サンゴ上で多く見られ

る。篠鎖中央は干潮時にはー音1¥が干11¥するため，大型

の種は生育していない。礁嶺内側は，上述の:ii!iりフタ
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liil6 ーl師に広がるコハモクの1m旬枝 (水深 1.5m)

イバラノリなどの小型種からなる群落である。礁嶺の

外側であるf!lg縁は，通常サンゴで占められていて，無

節サンゴモJa'lを除けば目立った海藻は見られない。

この他，全域において死サンゴ上や，樹校状サンゴ

等が作り出す空IljR，サンゴ群落の基部や裏側などに，

バロニア類やキ ッコウグサ，スズカケモ，アミジグサ

類，ガラガラ類，ソゾ類といった小型の海藻が隠れる

ように生育しており，注意して観察すると，多くの種

類をIIF!にすることができる (図7)。一見海藻が生えて

いない紙なH奇い場所にも，強い日射を避けるように生

育している 。 lil~池の砂質底部に，サボテングサ類，マ

ユハキモなとも見られる。

このように，サンゴ礁の海では，比較的的穏な礁池

内に点在する岩雄やサンコー死滅荷，死サンゴ片の集積

帯，サンゴ税務の基部，砂質底部など様々な場で海謀

の生育が見られる。しかし，不安定な基質の上で生育

している極が多いため，台風なとでj海が荒れると生育

している海謀も含めて海中の景観が一変する。

rfffi~~ とサンゴは分布の上で競合経であり ， if~ì巣の胞

エモク，ヒメハモク，アツノTモクなどからなるホンダ 図7.~Eサンコ・上の ifJJ liIi (中オオパロニア， 左ー下ーラ ッパモ
ワラ帯で，外側は，マガタマモ，シマテングサ，ニセ ク 下.ウスユキウチワ)
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子等は生育しているサンゴ体上には着生できない。海

藻類の分布はサンコ。群落の消長に大きく左右される。

例えば， 1998年夏のサンゴの白化に伴い大量に銘死し

たサンコの上では，その後ソゾ属などの小型の海藻が

多く見られた。

白保で見られる主な海藻

ここでは，著者らが石垣島 (主に白保)より確認し

た主な磁を紹介する。

緑藻類

ヒトエグサ，アオノリ属数種，ボタンアオサ，アナ

アオサ，ウキオリソウ，タノモグサ，ホソパロニア，シ

オグサ属数種，オオネダシグサ，アオモグサ，サイノ

メアミノ¥マガタマモ，キツネノオ，ミドリゲ，キ iノ

コウグサ，ムクキッコウグサ，タマバロニア，タマゴ

パロニア，オオバロニア，リュウキュウガサ，ナガミ

ズタマ，ミズタマ，フデノホ，ハネモ属，イワヅタ属

数種(ビャクシンヅタ，センナリヅタ，ヒラエヅタ，タ

カツキヅタ，ヨレヅタ，タカノハヅタ他)，クサピガタ

ハウチワ，マユハキモ，モツレミル，ウチワサボテン

グサ，ミツデサボテングサ，ヒロハサボテングサ，サ

ボテングサ，ヒラサボテングサ，スズカケモ，ヒメイ

チョウ，ハゴロモ

褐;初夏

シオミドロ~'f.l，オキナワモヅク，フクロノリ，カゴ

メノリ，クロガシラ属，アミジグサ属数種 (カズノア

ミジ他)，ウミウチワ属 (ウスユキウチワ他)，ヤパネ

モク，ホンダワラ属数種(アツバモク，フタエモク，ヒ

メハモク，SargasSUflJ oligocys1Llm，コJ{モク，タマキ

レパモク他)，ラッパモク

紅~l類

カギケノリ，ハイコナハダ，ソデガラミ，ビロウド

ガラガラ，ガラガラ，コナハ夕、属数種(ケコナハダ他)，

ハイテングサ，シマテングサ，カニノテ属数種(ハイ

カニノテ，ホソエダカニノテ)，ヒメシコロ，モサズキ

属数種(ヒメモサズキ他)，イシノハナ，無節サンゴモ

類数種(ヒライタイシモ，ミナミイシモ，モルッカイ

シモ，ハイイロイシモ他)，イワノカワ属数種，イソダ

ンツウ，カイメンソウ，オゴノリ属数種(ユミガタオ

ゴノリ，クピレオコノリ，カタオゴノリ，リュウキユ

ウオゴノリ，フシクレノリ他)，イバラノリ属数種 (イ

ノてラノリ，ホシガタイノTラ，コケイノTラ，サイダイバ

ラ他)，キリンサイ属数種(カタメンキリンサイ他)，ニ

セイバラノリ，イギス属数種，ウブゲグサ，ウスパノ

数稜 (ソゾノハナ，カタソゾ，パビラソソ¥ナンカイ

ソゾ他多数)，ジヤバラノリ，イトグサ属

海産顕花植物

ウミショウフ，ウミヒルモ， リュウキュウスカモ，

ベニアマモ， リュウキュウアマモ，マツバウミジグサ，

ウミジグサ，ボウハアマモ

このように海藻は比較的多くの種類が見られるが，

微小~小型の種類が多く，中~大型の種類はほとんど

見られない。マガタマモ，ウスユキウチワ等の通年見

られる種もあるが，最も多くの磁類を見ることができ

るのは2-3月である。また，八重山の他の場所にお

いても同様の種類が見られる。iffj:草で、は，八重山諸島

で最大(楽長 1m強)のウミショウブが，西表島では

普通に見られるが石垣島では川平湾のクスマ(西平

1988)， r次通河口域(当真1981)，宮良湾など数カ所に点

在するのみである。このうち|次通は太平洋におけるこ

の種の分布の北限にあたる(Mukai1993)。湾奥部の潮

間帯では，この地域で最小 (業長5cm)のマツバウミ

ジグサが見られる。

採集時の注意点など

サンゴ礁域ではシュノーケル・マスク ・フインを着

けてウエットスーツ姿での採集が，機動力もあり水中

もよく見えてよい。石垣島沿岸の平均水温は最も低い

1-2月でも 20'Cを切ることはない。7-10月は水iJill.

も27'C以上ありウエットスーツなしでも十分だが，日

焼けやサンコ，危険生物から身を守るためにも，でき

るだけJJJLを出すことは避け， 3Il1m厚のものでもウエッ

トスーツは必須。11-6月は若干厚めのウエットスー

ツが必要で，特に 12-3月は天候も良くない日が多い

ため 5mm厚の裏面スキンのウエアトスーツでも暑す

ぎることはない。手・足は，ゴム付き1!i手やマリンブー

ツなとで保護したい。 lil.~嶺内は浅く(白保では水深2m

リ属数種， トゲノリ，ヤナギノリ属，マクリ，ソゾ属 図8.宮良川河口マングロープ林 (天然記念物， 奥宮良湾)
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以浅)，通常タンクは必要ない。採集した海藻は，洗濯

ネットなどを』要からぶら下げるなどして入れると良

い。小型の海渓も多いため，採集時にはピニールの小

袋を多数持参すると便利である。また，サンゴを傷っ

けないように配慮することも必要である。サンコ'に触

れたり，上に立ったり，フィンで蹴ったりしてはいけ

ない。容易にサンゴは折れて壊れてしまう。手を触れ

るだけで痛んでしまうサンゴも多い。また，ワタンジ

など浅場を歩く場合には，足元の生サンゴを踏まない

ように注意が必要である。海の中には，ミノカサゴ，オ

ニヒトデ，ハブクラゲ，ア ンボイナ，マダラウミヘピ

なと毒を持った生物もおり，命に関わる重大な事故に

繋がることもある。汽水域のマングロープ林での藻類

採集は，宮良川河口を初めとして多くの河川の河口に

大小様々なマングロープ群落があり，採集地探しもさ

ほど困難ではない (図8)。ただし，天然記念物に指定

されている群落もあり，実際の採集には注意が必要で

ある。海洋性気候のため天気の変化は早くまた局地的

である。気象 ・海象の急変には，十分注意していただ

きたい。また，海域，汽水域ともに，刈jのニfi前の影響

が大きいため，i~}l iタ変化を事前に念入りに調べておく

必要がある。特に，下げ潮時の礁績の切れ目付近なと

では沖出しの速い流れがあり，非常に危険で、ある。

黒島，竹富など他の八重山の島々では，過去のオニ

ヒトデの被害などからサンゴがまだ‘十分に立ち直って

いない場所も多い。そのような場所ではi如来草類も
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ほとんど見られず，i~~から 沖方向に泳いでいくと砂漠

のような荒涼な対色が続き，いつしか礁嶺 -li!~*，まとな

る。しかし，場所を選べば，美しいサンゴや海淡にも

十分出会える (区19)。

以上，簡単ではあるが白保を中心に石垣島の海藻 -

草類について紹介させていただいた。なお，ここで紹

介できなかった1)'1報など下記ホームページで公開して

いる 。参考にしていただきたい。URL: hllp:// 

www.fuyokaiyo.co.jp/alga巴/sorui/ishigaki.html
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シリーズ

寺脇利信1・新井章吾川 4.宮崎県川南地先

はじめに

水族館で海洋生物の飼育・展示に関係している研究

者から，通常では自にすることができず，たとえ潜水

観察しでも，全体像を概観することが困難な藻場の景

観を知ることができ，とても参考になる，との芦が寄

せられた。このことは，日本でも，水族館・博物館の

設立コンセプトと展示方針が，世界の珍奇な生物にと

どまらず，地元の海岸・地先の海底の景観に代表され

る身近な海の様子を表現して，環境教育に資するとい

う考えに，大きく変わりつつあること(菊地 1999)と

関係深い。筆者らとしては，好適な機会が得られれば，

水族館・博物館の地先海底における藻場の景観模式図

の作成と展示活動にも参画したいと考えている。

今回は，近年，アイゴ等藻食性魚類の食圧によって，

藻場の衰退が報告されている日向灘沿岸<r青水ら

1999)の中央部に位置する宮崎県川南地先について，筆

者ら自身が，藻場の景観の劇的な変化を目撃すること

ができたので，記録し，模式図として表現した。

o 200km 
』ー'--'

宮崎県川南地先

現地の概要と方法

九州の太平洋岸中部の日向灘沿岸では，延長60km

にわたって，砂や礁の海浜が続いている(図1)。漸深

帯の底質は砂泥の場所がほとんどであるが，川南漁港

から名貫川の南岸までの川南地先では，水深3-6m

のみに，薄く砂泥に覆われた岩礁上に天然の巨礁が数

層集積した範囲がある。それらの礁は，クロメEcklonia

kurome Okamura，ノコギリモク Sargassummacrocarpum 

C.Ag訂dhなど藻場構成種の着生基質となっている。砂

地に形成された礁の集積域であることから，砂面変動

など砂泥の作用が大きく影響することによって，ウニ

類が1-2個体1m2と低密度である。

1989年7月12日に，名貫川河口域南部の礁の集積

域において調査を行った。調査地においては，水深差

の影響が小さくなるようにその範囲を 1m以内とし，

さらに測点聞の距離が近くなるように主に隣り合う磯

上の基面に， 6測点を選定した。各測点は，沖側で水

。

日

向

灘

N 
4 

o 500 m 

関 l 宮崎県川南町地先の概略位置(~:名貫川河口域南部

の調査地)
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水深4.2m 
{比高0.3m) 

水深4.2m 
(比高0.3m) 

水深4.4m

(比高0.1m) 

水深4.6m

(比高・0.1m) 

水深4.4m

(比高0.1m) 

図2宮崎県川南町地先の水深3-5 mにおける藻場の景観模式図 水深4.6m
a.クロメ群落(1989年7月12日;電力中央研究所 1990を改変)，

b.無節サンゴモ優占群落(1994年l月10日)
{比高・ 0.1m) 

深ではやや深い砂に埋没している測点(比高ーO.lm)を

含め，砂商からの比高の小さなj順に，岸側へ向かつて，

比高om， 0.1 m， 0.3 m， 0.5 m， 0.8 mとした。岸仮ijで砂面
からの比高の大きなiRlJ点では，やや，水深も浅い。一

辺50cmの方形枠を用いて，枠中心部の砂面からの比

高と水深を測定後，クロメを採取した。採取したクロ

メ藻体については，個体別の全長，生重量を測定し，子

のう斑の有無を確認した。前回の観察から 5年後の

1994年l月10日に，同様の観察を行った。

1990年7月11日に川南漁港北部の礁の集積域にお

いて，景観によって区分された調査区内の海藻の被度

を測定した。各調査区の境界において，水深を計測し

た。前回の調査から 4年後の 1994年1月10日に，同

様の観察を行った。

結果

1989年:名賞川河口域南部の礁の集積域において，

砂に埋没している礁の比高ー0.1m (水深4.6m)の基面

では，クロメの生育が認められなかった。砂に埋没し

ていない磯上では，全水深でクロメが優占するクロメ

群落であった。また、砂に埋没していない磯上では，下

草として全水深で無節サンゴモが優占していた。

クロメは，比高Om(水深4.5m)から生育が認めら

れ始め，現存量0.1kg.f.w./m2，全長21cm(最大全長)， 

個体密度6本1m2であった。クロメは，比高0.1m (水

深4.4m)の基商では，現存量，全長および個体密度と

も増大した。比高0.3m(水深4.2m)の基面で'，;t，クロ

メは，個体密度が最大の 60本1m2に達し，現存量

7.4kg.f.w./m2，全長78cm(最大全長)となった。さら

に，比高0.5m (水深4.0m)の基面では，クロメは，現

存量および全長が， 9.9kg.f.w./m2および80cm(最大全

長)と最大に達したが，個体密度では29本1m2に減少

した。そして，クロメは，集積した磯の頂上部にあた

る比高0.8m(水深3.7m)の基面で、は，全長および生育

密度が比高0.5mと同様で‘あったものの，現存量が3.8

kg.f.w./m2と急減した(図 2a)。調査時には，比高0.3

mで，一個体のクロメのみが，子のう斑を形成し，成

熟していた。

1990年:Jlli有漁港北部の礁の集積域においては，主

にクロメとノコギリモクの混生群落が形成され(図



図3 )11南漁港近傍の水深5-6mの礁の集積域のクロメおよ

びノコギリモク混生群落の景観桜式図(電力中央研究所 1992)

3)，下草として無節サンゴモが優占していた。砂面に

近い比高0.3mまでは、無節サンゴモのみが生育してい

た。比高0.3-0.5mでは小型海藻のフクリンアミジ

Dilophus okamurae Dawsonとサナダグサ Pachydictyon

coriaceum (Holm巴s)Okamura が生育していた。比高

0.5・0.8mではノコギリモクが優占していた。比高0.8

-I.2mでは，クロメが俊占し，ノコギリモクが混生し

ていた。

1994年 :名賀川河口域南部の僚の集積域において

は，底質の変化は認められず，ウニ類が1-2個体1m2

と低密度である ことにも変化はなかった。しかし，以

前クロメの群落が形成されていた場所には，砂商から

の比高に関係なく，クロメは観察されず，脅IE節サンゴ

モが俊占し小型海藻類が疎生する景観へと変化してい

た (図2b)。

川南漁港北部の礁の集積域においては，クロメは観

察されなかったが、付着器，茎，主校あるいは付着器

と茎だけになったノコギリモクが生育していた。それ

らの主枝や茎にはE菜食魚、による半月状のl喰み跡、が残さ

れていた。

まとめ

日向灘沿岸の川南地先では，務く砂泥に ~Uわれた岩

礁上に天然の礁が数層集積した範囲が水深3-6111に

あり，クロメなど藻場構成極の着生基質となってい

た。1989年に名貰川河口域南部の礁の集積地では，砂

に埋没していない際上では，全水深でクロメが優占す

るクロメ群落であった。クロメの繁茂状況は，砂聞か

らの比高の増大とともに現存量，全長および個体繁度

が大きくなったが， 比高が最も大きい頂音1¥付近に至る
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凶4 川南漁港のilll防波堤におけるクロメ群落の模式図 (成

原 ・寺11品1992)

ず，無節サンコ‘モが優占し小型海藻類があ11生する景観

へと変化していた。

1990年に川南漁港北部の礁の集積地でエは，砂商から

比高が高くなるにつれて，!Wi節サンゴモ，フ クリンア

ミジとサナダグサ，ノコギリモク，ノコギリモクとク

ロメ優占群落への変化が認められた。 しかし， 4年後

の1994年には，クロメは消失し，付着器，茎，主校あ

るいは付着器と茎だけになったノコギリモクが生育し

ていた。

。 2 3 4 5 

Ildll1duul!llIl'l.IdUllu，dllld'udllldl 

と現存量および個体密度が急減した。しかし， 5年後 写真 I i巣食性魚類の食圧によ り衰退しつつある川南地先の

の1994年には，同地点で，砂面からの比高に関係なく， クロメ群落(1992年l月，上)と漆食性魚類のl喰み跡が観察され

集積する磁の上にはク ロメなと深場椛成種は観察され るクロメ幼体 (下)(提供 ー宮崎県水産試験場)
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注目点

川南地先では， 1990年時点において，川南漁港の沖

防波堤においてもクロメ群落(図4)が，確認されて

いた。しかし，その後，それらの地点においてはクロ

メやホンダワラ類の衰退が次々と観察され(写真 1)， 

日向灘沿岸でも最北端の門川地先のカジメの衰退にま

で至った(坂本 1996)。現在，川南地先を含む日向灘

沿岸では，ウニによる食圧を受けるための磯焼けに加

え，近年の魚類による食圧を受けて藻場形成種がさら

に衰退し，ウニと藻食魚の食圧の影響が顕著に現れて

いる(i青水ら 1999)。

日向灘沿岸の地先では，磯焼けの発生に関するたゆ

まぬモニタリングの成果として，クロメ分布南限の北

上の過程に加え，その機構の解明に迫っていると受け

止められる。磯焼けの発生域でありながら，砂地に単

体で設置された基質ではウニ類の密度が低く，ホンダ

ワラ属の群落が形成された(Ohnoet aJ. 1990)事例があ

る。海底地形(水深)と底質は藻場の景観の決定に大

きく影響を及ぼす要因である。これからも，磯焼けの

発生域に成立する大型褐藻群落の景観の特徴を把握す

る過程を通じて，磯焼けの発生と持続要因を把握して

いきたい。

謝辞

潜水観察にご協力いただいた宮崎県川南町漁業協同

組合に感謝する。宮崎県水産試験場の成原淳一氏(当

時)，大木雅彦氏(当時)，坂本龍一氏(当時)そして

清水博氏には，継続的な共同での潜水観察を実施下

さり，深く感謝する。本模式図の公表に際し便宜を

図って下さった(財)電力中央研究所にお礼を申し上

げる。
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石田健一郎:ルピスコ遺伝子群の複雑な進化

業縁体可溶性タンパクの約半分の量を占め，光合成

においてCO2闘定の最初の反応を担う重要な酵素の一

つカfルピスコ(Rubisco)タンパク質である.このルピス

コタンパクの進化，実はなかなかの癖ものである。

真核藻類のルピスコタンパクには起源の異なる3つ

のタイプが存在する_fI型緑色タイプJ.fI型紅色タイ
プJ.fn型jである.1型緑色タイプはラン藻由来と考
えられ，緑藻，ユーグレナ藻，クロララクニオン藻な

どの緑色系列および灰色藻の葉緑体に存在する(1)01型

紅色タイプは一部のプロテオバクテリア由来と考えら

れ，紅藻，クリプト藻，不等毛藻，ハプト藻など，い

わゆる紅色系列の業縁体にみられる(¥)0 11型はペリ

デイニン色素を含む渦鞭毛藻に特異的に存在し，嫌気

性のプロテオバクテリア由来と考えられる(2)。全ての

葉緑体は一次共生した(おそらく一つの)ラン藻に由

来することはほぼ疑いのない事実となっているのに，

葉緑体の機能に必須であるルピスコタンパクにどうし

てこのような起源の異なる 3つのタイプが存在するの

だろうか?最近.1型のルピスコ遺伝子群について答

えが出されつつある。

I型の中で，緑色タイプの起源は葉緑体自身の起源

と一致している.問題は紅色タイプの進化であるoこ

れについて様々な説が出されてきたが，大きく分ける

と次の2つになる。一つは，プロテオバクテリアから

紅色系列の葉緑体の祖先へのルピスコ遺伝子群の水平

移動<3.4).もう一つは，葉緑体の祖先となったラン藻に

両タイプのルピスコ遺伝子群がすでに存在し，緑色系

列と紅色系列でそれぞれ異なる一つが欠失したという

ものである(¥.4)。さてどちらが正しいのだろうか?ドイ

ツのMaierらのグループがこれに関する興味深いデー

タと考察を提出している例。

ラン藻 (1型緑色タイプ)とプロテオバクテリア(I

型紅色タイプ)のルピスコ遺伝子群のゲノム上での構

造は少今異なっている(図 1)。ラン藻では，ルピスコ

大サプユニット(rbcL)と小サプユニ 7ト(rbcS)の各遺伝

子がオペロン(rbcレrbcS)を形成し，それとは離れた位

置にルピスコ転写活性因子の遺伝子(rbcR)が存在する。

これに対し，プロテオバクテリアではcbbR(=rbcR)と

rbcL-rbcSに加えてルピスコ活性化酵素(rubiscoactiv俗的

遺伝子(cbbX)が一つのクラスター(cbbR-rbcL-rbcS 

cbbX)を形成している。面白いことに，紅藻とクリプト

藻の葉緑体ゲノム上ではプロテオバクテリアにみられ

るようなrbcL-rbcS-cbbXのオペロンが存在すると同時

に，ラン藻のようにrbcR遺伝子が独立して存在する。

Maierらめは，この紅色系列のrbcR遺伝子の進化を調

べるため，報告されている全てのrbcR(cbbR)遺伝子を

もちいて分子系統解析を行った。その結果，紅色系列

のrbcR遺伝子は灰色藻のものと同様，ラン藻由来であ

ることが分かった。つまり，少なくとも紅色系列の葉

緑体の祖先の段階でラン藻由来とプロテオバクテリア

由来の2つのルピスコ遺伝子群が存在していたといえ

る。おそらく，その後ラン藻由来のrbcL-rbcSオペロ

ンが消失し，プロテオバクテリア由来のrbcL-rbcS-

cbbXオペロンだけがゲノムに入り込み，生き残ったの

であろう(図2)。

ではこのプロテオバクテリア由来のI型ルピスコ遺

伝子群はいつ葉縁体の系列に入り込んだのだろうか?

ルピスコ遺伝子群の水平伝搬は，実はプロテオバクテ

リアどうしあるいはプロテオバクテリアとラン藻の聞

で複数回起こっていたことが示唆されている。そして

それにはある種のプラスミドが一役買っていた可能性

も指摘されている (AJca1igeneseutrophusなどから I型

紅色タイプのルピスコ遺伝子群を持つプラスミドが報

告されている納)(7)。つまり原核生物問でのこの遺伝子

群の水平伝搬は比較的容易であったといえる。また，

ラン藻
--1 
プロテオバクテリア・I型
一--盟国

クリプト藻葉緑体
一--[

• ##W 

!!7'!ZI 

田町:r71.-且.l1J'J'J'J'J'J'--

~コ: rbcL .::::=コ:rbcS回盟国:rbcR (cbbR) IZZI: cbbX 

区11.ルピスコ遺伝子群の構造
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可~ rbcR-rbcL-rbcS-cbbXの~
-、¥ 消失 /Y  

rbcL-rbcSの消失 rbcR-rbclrl也cS-cbbXの消失
rbcL-rbcS-cbbXの挿入、 rbcSの核への移動
rbcR(cbbR)の消失 、¥1/ r:憾の核への移動?

cbbXの重複と核への移動

核

葉緑体

臨南:1型緑色タイプ

ーー:1型紅色タイプ

図2. 想像されるルピスコ遺伝子群の進化 (Maieret al. 2∞0)より改変

イネのEST(expressedsequence tag)データベースから I

型紅色タイプに存在するはずのcbbX遺伝子に類似の

配列が見つかっており{5)，緑色植物にもプロテオバク

テリア由来の遺伝子が存在していることをほのめかし

ている。これらのことを考えあわせると，どうやら全

ての葉緑体の共通祖先に両タイプのルピスコ遺伝子群

が存在していたと考えるのがよさそうである(5)。その

場合，緑色系列の葉緑体では紅藻系列のものとは反対

に，プロテオバクテリア由来のrbcレ.rbcLが消失した

と考えられる(図2)。

ゆっくりではあるがルピスコ遺伝子群の複雑な進化

の過程が解明されつつある.そして解明されればされ

るほどその複雑さと細胞の持つ柔軟性に驚嘆させられ

る。しかしながら，もっと大きなミステリーが解決さ

れずに残っている。渦鞭毛藻のH型ルピスコである。 I

型とは大きく異なるこの嫌気性酵素が，どうして紅藻

由来(と思われる)の渦鞭毛藻の葉緑体(好気的環境)

で機能できるのだろうか?本当にI型は存在しないの

だろうか?ルピスコタンパクはまだまだ我々を楽しま

せてくれそうである。
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英文誌 48巻 1号掲載論文和文要旨

畠中芳郎・稲岡 心・小林 修・東原昌孝・槍山圭一郎:耐塩性緑藻 Dunaliellaparva (オオヒゲマワリ自司

緑藻網)の不均化酵素の単離

Yoshiro Hatanaka， Kokoro Inaoka， Osamu Kobayashi， Masataka Higashihara and Keiichiro Hiyama: Isolation of 

disproportionating enzyme from halotol巴rantmicroalga Dunaliella palνa (Volvocales， Chlorophycea巴).48:1 -8 

Dumlfiella parvaの澱粉代謝は周辺環境の塩濃度により制御されている。二つの澱粉分解活性を持つアイソザイ

ムがゲルろ過クロマトグラフイーにより単離精製された。これらのアイソザイムはマルトオリゴ糖への基質特異

性から不均化活性(D-enzymeactivity)を示すことがわかった。D.pllrvaのD-enzymeの各種性質は高等権物から分離

された同酵素と類似していた。同様のD-enzyme活性は数径のDlInaJiellaとCIiJamydomonllsにも発見されたことか

ら，D-enzym巴はこれらの渓類の澱粉代謝に重要な役割を果していることが示唆された。(大阪市立工業研究所)

高野敬志*・日野修次**: Aphanizomenon flos-aquae (ラン藻綱)の出現数に対する温度および溶存反応性

リンの影響

Keishi Takano and Shuji Hino: Effect of temp巴ratllreand solllble reactive phosphorus on abllndance of Apha川 zomenon

fJos-aquae (Cyanophyc巴a巴).48:9-13

北海道の茨戸初jではリンが不足するために夏季にラン謀類の成長がjJIlえられていることが推測されている。同

湖における Aphanizomenonflos-aqllaeの成長特性を明らかにするため， 1993年から1996年にかけて同穫の糸状体

密度，水温および溶存反応性リン (SRP)の測定を行った。更にリンilJlJ限下における 3つのj昆度設定 (15，20お

よび25
0

C)の培養実験で，細胞内に蓄積しであるリンをと‘のt毘度で、効率的に利用できるかを調べた。4年間のう

ち， 1994年がSRP濃度の落ち込みの時期が遅れ，かつ， 7J(i昆が高かった。その 1994年の 7月初旬に糸状体密度

が調査期間中で最も高かった。その2つの条件は茨戸湖のApha.f7os-aquaeの糸状体数の増1J[Jに対して重要である

と考えられた。一方，培養実験では，成長曲線の定常期の長さが25"Cで最も短<，15"Cで最も長かった。また，

細胞内の炭素とリンのモル比はリンが豊富な状態で IIIであり，リンi!JIJ限の状態でそれよりも約 12倍増加した。

炭素:リン比は 15"Cの減少期で最も高かったので，ApJw. f7os-aquaeは20.Cおよび25"Cよりも 15"Cの方がリン制

限に適応できると恩われた。しかしながら，1996年は他の年よりも水温が比較的低く推移したが，糸状体密度は

高いものではなかった。このことは，リン市IJ限下で，ApJw. f7os-aquaeの糸状態密度が最高値に達する前に，何ら

かの原因によりその成長が阻害されてしまったことを示している。か北海道立衛生研究所-:..:山形大-理物質

生命化学科)

中嶋舞子 * ・ ~t出幸広 * ・飯塚 治合・福田 覚合・嵯峨直恒¥“:スサビノリ (ウシケノリ自宅紅色植物門)か

らの簡便な良質ゲノム DNAの抽出

Maiko Nakajima， YlIkihiro Kitade， Osamu litsuka， Satorll Fukuda and Naotsun巴Saga:Rapid巴xtractionof high・

quality genomic DNA from Porpl!yra yezoensis (Bangiales， Rhodophyta). 48: 15 -17 

我々はグアニジン処理と QLAGENキット(フナコシ，東京， 日本)を使って海産紅藻スサピノリからの簡単，

迅速で、安定した高分子量DNAの抽出j去を開発した.本方法は高官oliな装置と複雑なステァプを必要としない。本法

による DNAの収量は 100mgの組織あたり平均 1.5μgであり， DNAのA260/A280比と A230/260比はそれぞれ約

1.8と0.4だった。これはポリメラーゼ連鎖反応‘だけでなく ，i!ilJlU)!酵素消化やゲノムライブラリーの作製のような

他の DNA操作技術にも使える位に質的に十分なものであった。c'東海大 ・大学院 ・海洋学研究科，作東海大

海洋研究所 ・先端技術センター)
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Woongghi Shin* • Sung Min 80が・井上 勲**: Euglena anabaena var. minor (ユーグレナ藻綱)の微細構

造

Woongghi Shin， Sung Min Boo and lsao Inouy巴:U¥trastructure of Euglena anabaena var. minor (Euglenophyceae). 

48: 19 -25. 

淡水に生育する緑色のユーグレナ藻Euglenaanabaena var. minorのペリクルは縫合部がうねっており，葉緑体

は2つのパラミロン帽によって二重に包まれるピレノイドを持ち，核は永続的に凝縮した染色体と核小体を含ん

でいる。鞭毛装置は基本的にEuglenaのものと似ている。背側鞭毛根 (DR)は突出する鞭毛の基底小体の背側か

ら生じ，中間鞭毛根(IR)および腹側鞭毛根 (VR)は突出しない鞭毛の基底小体の腹側から生じる。細胞質ポ

ケットは腹側鞭毛根と補強微小管帯によって支持されている。しかし，E. anabaena var. minorのポケットは5か

ら7本の微小管から成っており， DR・R・VRの鞭毛根はそれぞれ3，4， 6本の微小管で構成されている。背側の帯

状微小管は貯蔵器司導管移行部で対になる。二連管の微小管は，導管部の下側では三連管と二連管になり，さら

に導管部の上側ではペリクル微小管となる。(*Dept.Biology， Chungnam National Univ.， Korea，紳筑波大・生物科

学系)

山岸幸正・増田道夫:日本産Hypneacharoides-valentiae complex (紅色植物門司スギノリ目)の分類学的

改訂，および新種Hypneaflexicaulisの記載

Yukimasa Yamagishi and Michio Masuda: A taxonomic revision of a Hypnea charoides-valentiae complex (Rhodophyta， 

Gigartinales) in Japan， with a description of Hypneaflexicaulis sp. nov. 48: 27 -35. 

日本産紅藻即pneacharoides-valentiae complexの天然および培養藻体をもとに形態観察を行った。著者らはイ

バラノリ即pneacharoides Lamourouxおよびカズノイバラ H.t1exicaulis sp. nov.の2種を，以下の違いにより認識

した :(i)前者では主軸が明瞭でまっすぐに生長するが，後者では主軸が不明瞭で曲がりくねる;(ii)前者では分校

角度が狭い (90'以下)が，後者では分校角度が広い(150.まで); (iii)前者は急に向軸側に曲がる枝や小枝を

持つが，後者は著しく背軸側に曲がる枝や小枝を持つ(時にカギ状の小枝となる); (iv)鹿角状の枝の有無(後者

にのみ存在する)。色素体にコードされているリブロース・1，5-二リン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼの大

サプユニット遺伝子 (rbcL)の塩基配列は，これら 2種の違いを支持し，塩基配列の違いは83b.p. (6.2%)であっ

た。(北海道大・大学院・理・生物科学)

鴬回 智・堀口健雄・増田道夫:日本産テングサ属(紅色横物門.テングサ巨)2新種Gelidiumtenuifolium 

とGelidiumkoshikianumについて

Satoshi Shimada， Takeo Horiguchi and Michio Masuda: Two new species of Gelidium (Rhodophyta， Gelidiales)， 

Gelidium tenuifolium and Gelidium koshikanum， from Japan. 48: 37・46.

海産紅藻2新種Gelidiumtenuifolium sp. nov.とG.koshikianum sp. nov.を日本から記載した。 G.tenuifoliumは大

型(藻体30cmまで)で幅広く，扇平で薄い枝(幅2mmまで，厚さ 60・80μm)と頂端の窪み及び分校しない有

限生長枝をもつことで他種と区別される。 G.koshikianumは中型(藻体5・8cm)で，幅の広い主軸 (2.5mmまで)

と，短く (2.0・3.2mm)分校しない第2及ぴ第3枝が短い間隔で (0.6・1.4mm)生じることで他種と区別される。

rbcL配列の系統解析では， G. tenuifoliumを含む主に日本に分布している4種は99%ブートストラップ値でクラス

ターを組んだ(日本産Gelidium複合体クレード)0 G. linoides Kutzingは99%ブートストラップ値でG.tenuifolium 

の姉妹群の位置にきた。 G.linoidesとG.tenuifoliumの配列の聞には4つの塩基置換 (0.3%相違)が存在した。 a
koshikianumとG.allanii Chapman は100%ブートストラップ値で単系統になり， 83%ブートストラップ値で日本

産Gelidium複合体クレードの姉妹群の位置にきた。G.koshikianumとG.allaniiの配列の聞には6つの塩基置換 (0.4

%相違)が存在した。(北海道大・大学院・理・生物科学)



185 

Laurent Beuf .殻野憲秀 ・宮地霊遠 :単細胞海産緑藻の無機炭素同化に対する細胞外 pHの影響

Laurent B巴lIf，Norihid巴 KlIranoand Shigetoh Miyachi: Effect 01' external pH on inorganic carbon assimilation in 

lInicellular marin巴greenalgae. 48: 47 -54 

3径の海産緑藻の酸性 (pH4.5)あるいはアルカ リ性 (pH8.0)条件における炭酸脱水酵素 (CA)の誘導を調

べた。いくつかの淡水産緑藻に見られるような酸性条件での細胞外CA誘導の阻害は，Chlorella saccharophilaにお

いてのみ認められた。他の2極，ChlorococcUfηlil10ra/eとStichococcusbacil/;u-isでは，両 pHにおいて CA誘導に

はっきりした差がなかった。酸性条件で生育した C.saccharophilnの調IIIJ包(この酵素は抑制されている)とアルカ

リ性で生育した細胞は同等の無機炭素 (Ci)利用能力を有しているので，細胞外CAの正確な役割は不明であるo

C. saccharophilaの細胞内pHは培-主主に用いた培地のpHによって影響を受けることはなかった。培養条件にかかわ

らず，炭酸固定に関連する諸活性，すなわち，光合成酸素発生， )!!号機炭素取り込みと 同化は酸性条件で測定する

と活性が允進していた。これは，このifij産緑淡がHC0
3
以上にCO，を効率よく 利用できる ことを示している。酸

性条件で生育した細胞には1!号機炭素取り込みと同化にかかわる特別!なシステムは認められなかった。(海洋バイオ

テクノロジー研究所)

学会・シンポジウム情報

自然史学会連合シンポジウムのお知らせ 』

自然史学会連合では，今年もナチュラルヒスト リー (自然誌)を議論するシンポジウムを下記のように開催い

たします。一人でも多くの藻類学会只の参加をお願いいたします。

タイトル:f21世紀の自然史科学における画像データベース」

日 時 :2000年 10月14EI (土) 131時から17時

場 所国立科学博物館新宿分館研修研究館 4階講堂

博物館のキュレーテ ィング実務，務:本情報の提供，教育手法の刷新などにおいて，画像データベースは新たな

展開を見せてき ました。そこで今回のシンポジウムでは，ナチュラルヒストリーに画像データベースがもたらす

効果と，その将来的課題を取り上げます。演題討論の並ぶシンポジウムと同時に，データベース画面を見るこ

とのできる実演ブースを準備します。また，国立科学博物館の衛星放送番組1として収録を予定しています。

講演プログラム

13:10 生物分類学における広域分散型画像データベースの重要性と問題点

今井弘民(国立巡伝研)

13:40 1碕乳類頭骨画像データベース

茂原信生 (京都大霊長類研究所)・山田 格 (国立科学隊物館)

14:10 牧野標本館所蔵タイプ標本画像データベース

加藤英寿 (東京都立大牧野・標本館)

14:40 インターネットを活用した生きもの調査

岩決j成紀 (1111台市科学館)

15:10 画像データベースの維持管理システム

鵜川義弘(宮城教育大)

15:40 休息

16:10 総合討論
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画像データベース展示・ 実演

11[1¥乳類頭骨画f象データベース

茂原信生 (京都大学釜長類研究所)・高橋秀雄 (務協医科大学)・

山下真幸(初協医科大学)・ 山田 絡 (国立科学博物館)

国際協力によるアリ類函f象データベース

今井弘民 (国立遺伝学研究所) 鵜川義弘 (宮城教育大学)

久保旧iL5eli.!t(日本蟻類研究会)• R. W. Taylor (CSIRO， Australia) 

牧野標本館所蔵タイプ標本データベース

加藤英寿(東京都立大学牧野標本館).木原 章 (法政大学)

インターネァ卜を活用した~きもの調査

岩淵成紀 (仙台市科学館) 鵜川義弘 (宮城教育大学)

主催 .自然史学会連合，共催 日本11南乳類学会，国立科学博物館

間合先 自然史学会iill合事務局遠藤秀紀

干 169-0073東京都新宿区百人118'3-23-1 

国立科学博物館動物研究部

t巴1.03-3364-2311， 03-3364-7127， fax. 03-3364-7104 

巴mail:巴ndo@kahaku.go.jp

ふれあいサイエンス 2000

(問中次郎 東京水産大学)

ミクロの生物探検隊:Iケイソウ」を使って水環境を調べよう

中学生・高校生を対象に，珪~~~を用いてミクロの生物の世界の面白さを知ってもらうと共に，身近な*環境を

考えてもらうプログラムです。

日程と内容:

2000年 12月23日 (ニiニ) オリエンテーション，コンピュータを使用した事前学習，

河川での珪藻採集(パス使用)

12月24日 (日) 試料作成、顕微鏡観察，珪藻を用いた水質判定の実施，施設見学

(東京学芸大学にて)

12月25日 (月) 授業と電子顕微鏡観察，施設見学 (日本歯科大学にて)

参加賀 :1!!f，料

応募締切:2000年 11月241:1

内容に関する問い合わせは真山茂樹(TEL042-329-7524， E-mail:mayama@u-gakugei.ac.jp)まで。

応募 一般的なI'I，I'Jし、合わせは、日本学術振興会研究事業部研究事業謀(TEL03-3263-1721)まで。
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2000年度「藻類談話会Jのお知らせ } 

「藻類談話会」は藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を

行っています。今年度は以下の4名の術l講演と，公募による大学院生なとの若い研究者の研究発表会を企画して

います。ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

日時:2000年 日月日日 (土)13:00-17:00 

場所 ・(株)関西総合環境センター (KANSO)9階会議室

干541-0052 大阪市中央区安土iI~' 1-3-5 安土町センターピル内

TEL 06-6263-7337 (環境評{illi音11水域調査チーム杉野)

講演予定 (敬称略)

寺田竜太 (高知県海洋深層水研究所):海洋深層水を用いた大型藻類の培養についてー現状と課題一

今井一郎 (京大院 ・農)・微細11来nlと海洋細菌の関係

本多大報i(甲南大 ・理):高度不飽和脂肪酸を蓄積する海生“菌"ラピリンチュラ類の系統分類

三村徹朗 (奈良女大 ・理):車ilql!謀のリン酸代謝一生体)j英輸送と生理作用一

研究発表会 :l.巣類を研究材料とする大学院生なとの若い研究者による発表を募集します。発表は l演題当たり

討議を含めて 15分を予定しております。淡越の申込締切りは 10月2日(月)です。参加費 :500円 (通信費なと)

談話会終了後，会場内で懇親会が予定されています (会費一般3000円， 学生 1000円)。 談話会および懇親会

の参加希望者は下記までご連絡願います (当日参加も可)。 申し込まれた方には後日，詳細についてお知らせいた

します。研究発表会の演者 ・演題なとの最新情報は下記ホームページに適宜，掲示しますのでご覧ください。

本会場への道JII買

地下鉄 (堺筋線)堺筋本町駅下車 12番出口よ り東へ徒歩2分

地下鉄 (中央線)堺筋本町駅下車 l番出口より北へ徒歩3分

地下鉄 (御堂筋線)本iI町駅下司[1， 3番出口より東へ徒歩 10分

阪神高速本町出口すぐ。会場周辺の地図については，次のホームページをご覧下さい。

http://www.kanso.co.jp/gaiyo/honsya.html 

参加申込 ・間合先 ・〒606-8501京都市左京区吉田二本松町京都大学総合人!日j学部自然環境学科

申書!L9'.恭子TEL:075-753-6854 FAX: 075-753-6864 e-mail : h山口o@g制 h.kyoto-u.ac.jp

藻類談話会ホームページ .

http://biolechl.nikk巴ibp.co.jp/cgi-bin/ws巴xe/websql.dir/lOOHP/l OOhpd巴lail.hts?id=475&site=btj&gid=6

表紙の説明

CycJoLUbicoalitus undarus Sto巴rmer，Kociolek & Cody 

近年日本から出現が記録された小さな珪藻です。

本昔、 105ページ，問中 ・南雲より。
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大会・シンポジウム参加記 I 

寺脇利信 :公開ミニシンポジウム参加記

「海藻を食うものから藻場を守るJことは可能だろうか? 妥当だろうか?

今年3月に長崎大学でIJfl1lliされた日本務類学会第24
回大会で，公開ミニシンポジウム「諜食性魚類の食害

によるi来場の衰退jに参加しました。

講演は，新井章吾氏(i 弗藻研究所)r南日本に
おけるi込食向、によるi来場j的話題の機構についてj，野田

幹雄氏(水産大学校Hアイゴによる大型褐i炭鉱!の採食
生態j，凹井敏郎氏 (長崎県総合水産試験場)r長111*f県
沿岸で、見られた魚類の食害が疑われるアラメ等の減少

例Jでした。
新井さんは，日本全国のさまざまな海域で1来場の生

態に関する潜水観察を続けておられ， れ1 ， ~jU ・ 奄美海抜

の地先でのE車場の歴史的経緋を踏まえての，f，'{s信に満
ちたお話でした。野III先生は，サンゴ際域での魚、類の

生態研究の経験を基に，数年前からi巣坊の魚類群集に

興味をもたれ，潜水観察を重視して魚類と大型海藻群

落との相互関係についてお11力的に研究を続けておられ

る先生の一人です。アイコの採食生態についてのお話

しは，とても分かりやすく説得力のあるものでした。

四チ|ーさんは，長年にわたって長崎県下の海域で， m深
類の別養殖と藻場の回復の両市で，i;京食性動物との厳

しく困刻!な戦いを続けてこられた方です。大!日!徒15長の

減少にi混食魚、が関与していることが特定されたことか

ら，今後の長崎県による取り組みが注目されます。

シンポジウムを終えて， rifiï;ìÄ~は食われるものであ

り， 一方，多くの種類の動物が，i節税を食いながら，海

深の上や周りに桜んでいるのだなj，と，いうことを強

く感じました。さらに，北海道南凶岸の磯#tけを生じ

させているキタムラサキウニの場合と同じように，従

来から，漆食性の動物が養殖海藻等に被害を及ぼす事

は知っていても，それらがi巣場を衰退に至らせるほと

の彩鰐:力を有することを硲認するためには，時間が必

~ーだったのだな， と感じます。

昨年度には ， 長 111~iU，~ìf:~岸で、のクロメ等コンブ科海藻

の立ち枯れ被筈に附する緊急調査が，環境庁の事業で

行われました。その事業は，西海区水産研究所，水産

大学校そして長崎県総合水産試験場が中心になり，そ

の成採としても，従来，原因が特定しにくかったクロ

メ等の立ち枯れが， ì~~食性魚類の食圧による ものであ

ることが雌認されたようです。これから， この問題は，

ますます，多分野lIiJの協力のもと，精力的な研究の推

進が求められると思います。

では， II長食位f:('， ~lから i来場を守ることは， 可能なの

でしょうか? これからの時代に，深食性魚類から泌

坊を守ることにエネルギーを投資することが妥当なこ

となのでしょうかつ このことへの結論は，人さまさ

まに興なるでしょう。しかし，今回のシンポジウムを

機会に，議i坊にi立lし， r生態系において，食われること
も本米的に重要な機能と言える海藻の観点からのみ，

光を当てることのm~Wj を感じた方は，私一人だけで

はW，いのではないでしょうか?
北海道ではキタムラサキウニを，長崎ではムラサキ

ウニを収り除けば，実験的には漆坊が回復することが

知られています。機焼け海域のウニは実入りが惑いの

で、現状では i'((\ ~襲の対象になってい ませんが，移動f能j庖E力

がr山J品~ <謀J場必を i波l広主り歩く i諜見築i食性f知1台J

なるでしよう。人11附iH川1日]1)カがf本気でl取叙り組んで，特に，食っ

てしまえば，数が減るはずです 。過去に，人IM'Jが，有

JlJ i'((\ ~隻対象額とされる動物の数を減らし続けてきた ，

一極の実絞っ，は儲かでしょうから。

ri;V~食性魚類の食害による藻場の衰退」で問題にさ

れる，アイゴやブダイについても， i:築坊を守る上での

日の仇にするよりは，それらを捕食する動物が存在し

ない機併に|渇心を待せる観点が重要と思います。現

在，アイゴやブダイを食ってしまうものが，問題の海

域にいないのならば，，f:L，たち人間が食うという，選択

公開ミニシンポジウム「泌食料((，矧の食符による泌場の':bl1J 肢もあるのだとJLlいます。既に，漁業資源方面からの
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研究の必要性を主張する窃jきも見られ，海藻，特に深 られると思います。加えて，もう一方では，藻場が成

場の研究をベースに置く私としては，期待が沸きます。 立する生育基主主の環境条件を土木的に制御する一環と

今後，藻場に対する藻食性魚類の問題は，特定の動 して，i築食性魚類等の侵入と波流れ等の物理的撹乱

物を選択的に海中から摘出し続ける「漁業」というー との関係の解明も， 緊急に求められるのではないで

種の生物環境制御技術を，多いに活用する観点が求め しょ うか。

(瀬戸内海区水産研究所)

阿部剛史:日本藻類学会第24回大会参加記

日本i菜類学会第24回大会が (本誌をご覧の皆検な 場の広さや運営の負担増などから難しいのかもしれま

らばご存じのように)本年3月末に，長崎大学を会場 せんが，会場を分けずに日程をもう 一日増やすという

として開催されました。28日，週3往復ある札幌から 方法も，あるいは検討しでも良いのではないでしょう

の直行使で，私たち北海道からの参加者の多くは長出荷 か。とくに，今回のように運営側の人手が少ない条{牛

入りしました。前日までは春らしい陽気だったそうな のときには，スタッフの配置がずいぶん楽になるはず

のですが，その日は風が冷たく ，窓まで|経るほどの荒 ですし，スライドのフレーム等の器材繰りに余裕を持

れ模様でした。南北に長い日本なので，春や秋の旅行 たせる上でも，利点があると思います。

では服装に因る ことが多い私たちですが，この日は出 午後のプログラムは，公開記念講演会から始まりま

発時と同じ服装で済んで、しまいました。 した。一般からの来l隠も多かったようで，会場は，か

~29 日 午前は ， A. B二会場に分かれ，一般口頭発 なりの人が入っていました。吉田先生のお話は，大型

表が行われました。 A会場が大型ì~ ， B会場が微細11深 海藻の分類学の歴史に馴染みのない一般の来駆者には

と分かれており，マレーシア産イギス科紅誌の一種に 若干難しい内容を含んで、いたように思いますが，折し

ついての分類学的な話題で発表をした私は， A会場に も日間交流400周年とのこともあり ，日本産海藻の研

ずっと居りました。演題数や会場の規桜の|掲係から， 究と長崎オランダ商館の|拘わりの深さについて，みな

二会場というかたちをとることになったようですが興味深く聴いていたようです。続く右問先生による九

研究対象が大型藻であっても，微弱11藻の研究手法や考 州産天然記念物指定淡水藻のお話は， 一般の来聴者に

え方が参考になることも大いにあるので，できればB も比較的身近な，地元の新聞報道で話題になったト

会場で行われた発表も聞きたかったところです。逆も ピックなども交えたもので，ときどき会場の笑いを誘

また然りでしょうし， A会場で、発表された研究には， いながら，時の経つのも忘れて進行しました。

石川先生による水中接着剤の話題や，松山さんによる 記念講演の後は，部屋を移動してポスタ一発表で

妥ガメの話題のように，大型藻の研究者でなくとも興 す。人数の関係で、口頭からポスターへ振替になった発

l床をひかれそうな，ユニークなものもありました。会 表もあったとのことで，質・量ともに，かなり充実し

公開講演会

たポスタ一発表でした。惜しむらくは，会場が作り付

けの机が入った講義室だったため，肝心のポスターの

前に人の立つ余地があまり無かったことでしょうか。

続いて[井1かれた総会は， 1時間が押していたこともあ

り報告事項等は手短に進められましたが， i:初夏誌面で

の広報で済むことは口頭での報告を省くべきである，

総会の場に限らず電子メール等を活用した議論をすべ

きである等の意見が出され，内容の濃いものとな りま

した。

この後，会場を長崎大学からホテルに移して懇親会

となりました。事前の見込みよ りも参加者が何割も多

いという大盛会で，たいへん賑やかな会で した。客観
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エクスカーション原景ー下水処理場 エクスカション風景ー熱供給システム

的に見れば“嬉しい誤算"といったところでしょうが テルなども含む大規模なものなので，ピークH寺や不慮

当事者はそうも言っていられません。当然ながら人数 の事態に対応するため，水道や電力などのライフライ

に対して料理が少なく，立食形式でしたので，最初に ンは，外音I1からの供給が途絶えでもある程度は維持で

-j[ll取って話をしていたら次にテーブルを見たときに きるよう，発電施設や海水の淡水化施設などを，自前

はほとんど何も残っていなかった，という人が大半 で、持っているわけです。また，ハウステンポス外部の

だったようです。しかしこれは迩営側の不手際という 環境へ悪影響を及ぼさぬよう，非常に徹底した配慮が

よりは参加者の心がけの問題で， 当日になって急に参 なされており，たとえば汚水は浄化処理された上で，

加する気になったというのならばともかく はじめか また生ごみは堆肥化された上で，それぞれ関内の花境

ら参加するつもりであったのに事前 101"し込みをきちん へ使われる等，基本的にすべて内部で処理される仕組

としていなかった人が，あまりにも多かったためでは みが工夫されていました。園内を流れる運河の水は，

ないかと思います。懇親会に|浪らず大会全体について 電力を使わず大村湾の潮位差を利用 した仕組みで、循環

言えることですが，参加者数の見込みを立て易くし， され，しかもその水質は，もとの大村湾の海水よりも

運営の苦労を少しでも軽減するため，日程の都合がよ 良くなっているそうです。護岸も元々工業用地として

ほど不確定でない限り，参加者は事前 101"し込みを心が 開発された当H寺はコンク リートであったものを，ハウ

けるべきでしょう。あるいは，専，j.Jiij申し込みと当日申 ステンホ、スの造成に|探して，本来の生態系が保たれる

し込みで参加賀に格差をつけることも， i/，IJ度として検 ように，砕石と土で閏めたものに作り直したとのこと

討しでも良いかと思います(当日のアルバイト人数な でした。なお，ちょうと‘今回の大会直前に，こういつ

どにも影響して，実際にコストが迷うわけですから)。 た環境重視路線を進めた社長が退任するという発表が

翌30日は， 一般発表の第二日目と，公IliJミニシン ありましたが，これに限らず最近， 1止の中が短期経済

ポジウムが聞かれました。こちらについては他のかた 効率一辺倒に流れていく風潮は，残念なことです。

が執筆してくださるとのことなので，本稿ではとくに 見学会終了後は圏内入り口にて解散となり，各自白

ふれずにおくことにします。 由行動となりました。なお，今回のエクスカーション

翌31日の午前中は，エクスカーションとしてハウ では海藻採集会は開かれませんでしたが， 一見したと

ステンポスの環境施設見学会が1)11かれました。環境施 ころでは，圏内の運河にはアナアオサとツルツル，大

設とテーマパークを紹介した説明ビデオを見ながら 村湾側の護岸の石組みには微小なテングサ類が優占し

長崎大学から貸切りパスで現地へ。lグループにつき ていました。

20名までとのことで，到着後， 2班に分かれての見学 最後になりましたが，少人数でここまで立派な大会

となりました。下水処理施設 ・淡水化プラント エネ を運営されたスタァフの皆様，大変ご苦労様でした。

ルギープラント等，華やかなテーマパークを支えるい とりとめもなく感想を述べさせていただきましたが，

わは循環器に相当する施設1洋を，約1f寺院tlにわたり見 多少なりとも ご参考になれば幸いです。

学し説明を受けました。ハウステンボスは敷地内にホ

(北海道大学総合同物館)
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海苔の生物学 能登奇正浩編著

成山堂 172ページ定価2800円+税

海苔に関する名著として，1河村金太郎博士が明治の

末期に普かれた「浅草海苔J(博文館・明治42年発行)
がある。この本には，アサクサノリの生物学的記載か

ら浅草海苔養殖の由来，流通まで，ノリに附する種々

のことがZ生かれていて，その頃のノリの研究，東京湾

の浅草海苔養殖の実体などがわかり ，今読んでも楽し

い本である。近年では，海苔の妥殖にi剥して故片田実

教授の労作の浅草海苔盛衰記 (成山堂，1989年)があ

る。浅草海苔養殖は元禄時代に羽田;1¥'で始まり， 300年

間の変遷があるが，その庭史的変選や近年の埋め立て

騒動などについて，片田先生の独特な径の述び‘で普:か

れており興味深い資料である。海苔養殖の技術也:(;1:， 

数多く出版されている。ノリほととr~~類学の分出fで，日

本ばかりでなく国際的に研究されているものはないで

あろう。i設近のDNA情報から系統進化学の材料として

も，ノリは扱いやすいと聞く 。高齢化時代に入って，健

康に良い食材としてノリの成分が注目され，興味深い

報告も数多くある。

ノリに関する情報を，一つ一つ文献で追って調べて

いくことは，多大の時間と労力を要するが，ノリに関

する情報をコンパクトにわかりやすくまとめられたの

が本著であろう。15人の執筆者によ って松:かれ，穂の

生物学，育種，有用成分の3分野に分けられている。読

者はそれぞれの章が独立しているので興味あるところ

からから読むことカfできる。

第1:辛は，ノ リの分類学として研究史から分類学的

形質などの解説の後に，日本産アマノリ属28極が記載

されている (吉田忠生)。 ノリの種の阿定は雌しいとさ

れているが，この章で検索法や種の特性などの知識を

得ることができる。2，3， 4章では，ノリの研究の

なかで，最近，活発な研究が行なわれている繁殖様式

の多J様性と進化， DNA情報からみた野生越及び養殖穫

の系統，葉状体組織の生長と細胞分化について，かな

りの頁数をさいて詳しく沓ーかれている (能登谷，問内

正典 ・能登谷， 能登谷佐藤友美)0 54tには，韓国に

おけるアマノリ属の分布と生理的特性がf!?かれている
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(金南吉 ・能登谷)06章には，絶滅危倶稜について，絶

滅とは !ということから沓き始めて，環境庁や水産庁

の質量種の取り組みを紹介し，水産庁からの資料とし

て，アマノリ属のコスジノリは野生絶滅極，カイガラ

アマノリ ，ソメワケアマノリ，マルパアサクサノリ，イ

チマツノリ ，アサクサノリは野生絶滅危倶径として招

介している。さらに，絶滅危{具種の保全などにもふれ

ている (宮田昌彦)。

7， 8章では，組織培養による育種と種苗生産，養

殖現場における選抜育径の実例について記述されてい

る(能笠谷 ・呉， 川村嘉応 ・鷲尾真佐人)。現在，ノリ

養殖場で養殖されているノ リ業体は， W'j-生種，いわゆ

る岩ノリをみている者には，これがノリかと驚くほど

の細くて長いものもある。摘採に都合の良いように，

ノリの形を変えたと聞いたことがあるが，ノリの養殖

品種は，人間の手が加わったものであり ，品種登録等

の制度もできて，育種学的にはコメと同じレベルに透

していると，この4tを読みながら感じた。94tでは，体

細胞融合と耐病性について{l1:かれている (藤田雄二 -

ラオ)。この分野は長崎大学の右[1.藤田研究室のグ

ループ。が長年にわたって研究されてきた分野である。

スサビノリ T-14株と(養地種)とカイガラアマノリ (野

生穂)との体細胞融合によってT-14株よりも赤ぐされ

菌に抵抗性の強いノリ株が作出されるという興味深い

内容などが苫ーかれている。

10， 11 章は，ノリと健康に関して，ノリ成分の化学

特性の面から解説している (天fj.秀臣，大住幸寛 ・天

野秀臣)。 ノリは産地，生長段階や等級によりアミノ

酸，ビタミン，ミネラJレ，糖質の含有量にかなりの差

があり，うまい海苔は栄養学的にみても良質であるこ

とがわかった。最近，抗磁場活性，血清脂質低下作用，

lfll圧低下作用などノリの効用が注目されているが，ポ

ルフイランやオリゴ糖など現代語として使われ始めて

いる術語をわかりやすく説明している。テレビや広告

に氾漉しているこれらの用語を理解する一助となろ

う。12章では，磯の臭いとされている海藻の香りにつ

いて記述されている (梶原忠彦)。 この分野は海謀研究

者でも，あまり知識として持っておらず，興味が引か

れる内容である。

本書は，それぞれの研究分野の最近情報を得るに

は，大変参考になり読みごたえがある。少し，注文を

付けるとするならば， ZZによって，概観的に性かれて
いたり報告主i-的な;!?き方のところがある。編集者は執

筆者の古き方を尊重したのかもしれない。ノリに|期す
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るこのように幅広い内容の解説書は少ないので，本書

を読んで，新たな発想のもとに新しい研究が開かれる

ことを期待したい。本書は，海藻の研究に係わってい

る方々とともに，ノリ養殖業者や海藻業界の方々に読

んでもらいたい。

(大野正夫高知大学海洋生物教育研究センター)

微小藻の世界 国立科学博物館

日本のアオコ-湖沼に生息する太古の住人・

渡辺良之著 42pp. 

ツヅミモ類の世界-セクシャルな単細胞生物・

市村輝室箸 42pp. 

ポルボックスとそのなかま・小さな緑の粒に隠さ

れた秘密・ 野崎久義著 36pp.

珪藻の世界・ミクロの宝石・

南雲保・出井雅彦・長国敬五著 56pp. 

藻類の多様性-新たな生物の世界が見えてきた・

井上勲著 56pp.

各巻 600円(送料別)

問い合わせ先;国立科学博物館完庖

Tel. 03-5814-6757 

顕微鏡で覗く生き物の世界，そこには40億年の生

命の歴史が刻まれている。わずか一滴の水の中にひそ

むミクロの生物の生・謎そして美にふれてみよう。こ

れが本シリーズ全てに共通する呼びかけである。

内容は，まず各々の藻類の定義，採集・観察の方法

などがコンパクトに述べられている。特に『アオコ』に

お昨る渡辺氏の記述は，研究室で直接手ほどきを受け

ているような詳細な内容である。さらに各巻それぞれ

の主要な種についての生態を主体とした解説と鮮明な

カラー写真や電子顕微鏡写真も付されている。淡々と

語られている内容は，筆者らのたゆまぬ努力と工夫の

結果体得されたノウハウの集積であり，長年の労苦が

感じられる。小生のような中等教育の現場に携わる者

はもちろん，研究者を目指す学生諸君には，ぜひ著者

らの現在進行形の息づかいを感じ取ってほしい。そし

て本シリーズは従来の一般解説書の域にはとどまらな

い。それはサブタイトルにも示されたように，著者ら

が日々研究されているテーマの基盤をなす「進化」ゃ

「多様性Jといったロマンあふれる論点が語られてい

る点である。ミカヅキモそしてポルボックスといった

教科書でもなじみのある微小藻が，市村・野崎の両氏

の手にかかると地球生命体の進化の語り部になってし

まうから不思議である。『ツヅミモ』では「プランクト

ンパラドクス」から始まり「倍数化を伴った鼓藻類の

種分化」といった専門的分野まで，また『ボルボック

ス』では「ポルボックスはなぜ光に向かうのか」とい

う素朴な疑問から「ボルボックス傾向」の「進化の袋

小路」に対する新説まで，これら微小藻の奥の深さを

知ることができる。また『珪藻』では，南雲・出井・

長田の三氏によるミクロの技術を駆使したすばしい世

界が繰り広げられている。多種多様な珪藻を，その微

細構造，ライフサイクルそして分類という全ての研究

領域から包括できる三氏による本書はまさに圧巻であ

る。そして本シリーズを総括しているのが，井上氏の

『藻類の多様性』である。氏が専門書や放送大学の講義

で扱っている内容が，自らのカラフルな図や写真と共

にみごとにまとめられている。ハイレベルではある

が，微小藻を通して氏の「新しい生物観」が熱く語ら

れている。藻類学を学ぶ者なら必読の書といえよう。

現代は，人類史上未だかつてない知的大革命の時代

であると言われる。今までは知識の伝授を目指してき

た教育である。特に中等教育における「生物学jでは，

「細胞」から始まり「遺伝子」ゃ「生体防御」といった

最先端の生命科学やそれに付随した生命倫理，そして

グローパルな視点での環境問題にまで及ぶ複雑多岐，

膨大な量の消化が求められている。もちろんこのこと

自体決して悪ではない。実際現代の中高生は，相当量

の情報社会の中を，おぼれる大人を後目に巧みに生き

抜いている。そういう時代に小生自身直面して気づい

たのは，r生物jをそのあるがままの姿で見るという単
純なしかし基本的なアプローチが忘れられているので

はないかということである。今回これらの5冊を手に

して改めて自分の学問の方向性を再構築できた。高等

教育も含めて大転換を求められている現代において，

本シリーズのような内容が第一線で活躍されている研

究者の方々によって，しかも国立科学博物館の手に

よってまとめられたことは大変意義深い。今後の続刊

の予定もあると聞く。ぜひ英語版の出版も含めて，そ

れらの発刊を期待したい。

(鈴木秀和青山学院高等部)



藻類学実験・実習

有賀祐勝・井上勲・田中次郎・横漬康雛・

吉田忠生編

講談社サイエンティフィク 東京

3，800円+税 188頁

環境問題の解決や資源・エネルギーの確保といった

今目的な課題と絡んで，さまざまな視点からの藻類の

研究の重要性が高まっている。ところが，大学の藻類

学研究室は減少傾向にあるのに加えて，最近数年の日

本藻類学会大会では，大学生の藻類離れを嘆く芦が少

なくない。その原因のひとつとして，筆者が前々から

指摘しているように，初等中等教育段階で藻類が次第

に扱われなくなってきたことがあげられる。

筆者が関わっている教員養成コースにおいては，理

科教員養成コースの学生でさえも藻類に触れるのは，

生物学実験の中で行われる池などのプランクトンの観

察(通常2週にわたって動物と植物を観察)だけであ

る。筆者が学生のころや大学に勤務して聞もないころ

には大人気であった臨海実習は，現在では時間と労力

と金がかかる割には単位が少ないという理由からか人

気のない実習となってしまっている。大学生の藻類離

れを防止するためにも，大学での藻類を用いた実験・

実習の増加と充実が望まれるのである。

本書は，その前書きにあるように， r主に大学の水
産学部，理学部，教育学部の3年次生くらいまでの学

部学生を対象とした「藻類学実験」または「藻類学実

習jのためのテキストとして企画されJ，r藻類を対象
とした基礎的な採集法，形態学実験，細胞学実験，生

理学実験，生態学実験・実習などを』内容としている。

藻類実験法，藻類研究法，あるいはプランクトンの採

集と観察法などといった書物はこれまでに何冊か出版

されているが，大学学部レベルの実験・実習書で藻類

だけを扱ったものは類を見ない。生物の進化の過程で

重要な役割を演じ，現在でも地球生態系における生産

者として貴重な存在である藻類をトータルに見ること

のできる実験書と言えよう。

本書は，執筆者一覧，はじめに，藻類とは， 1.藻

類の形態観察と分類， 11.藻類の細施学実験， ill.藻

類の生理・生態学実験， N.藻類の養殖と利用， v.実
験の基礎技術，付録A.藻類関係の図鑑と文献，付録

B.藻類培養株の入手法，索引という構成である。取

り上げている観察・実験項目は，形態観察と分類に関

するものが30項目，細施学実験に関するものが10項

目，生理・生態学実験に関するものが15項目，藻類の
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養殖と利用に関するものが4項目，実験の基礎技術に

関するものが11項目ある。項目数や内容は，バランス

の取れたものといえるだろう。

それぞれの項目は，ページを聞いたときに左側に解

説や手順説明の文章，右側に図が配置された形になっ

ており，図を見ながら説明文を見れば『先生が時間を

かけて説明しなくても学生自身が解説に従って作業を

進めれば結果が得られる(本書前書きより)Jことを
狙っている。しかし，項目聞で記述が微妙に異なるの

はやむをえないとしても，該当する図の番号が説明文

中に記されていない項目や，光学顕微鏡による形態観

察に関して，観察に適した倍率が記されていない項目

がある。これらは，このテキストを見ながら観察を進

めていこうとする学生に対してやや不親切で，編者の

狙い通りになっているとは言えない。

同様に，それぞれの観察項目の狙いがはっきりしな

いものがある。導入的な位置付けである「藻類とはjで

は，現在広〈認められている藻類の定義が示され，分

類体系と綱レベルのクライテリア，藻類の生育場所，

および学名のつけ方の解説がある。だが，それと次の

章「藻類の形態観察と分類jで取り上げられている藍

藻類から始まって緑藻類までの30項目の観察との関連

が見られない。この30項目の藻類の観察が藻類の系統

分類の講義とセットになっているならば，学生は取り

上げられている種なりグループをなぜ観察しなければ

ならないのか，どこに注目しなければならないのかを

理解することができるかもしれない。しかし，r藻類と
はJを読んでもその答えは得られない。この章だけで
なく他の章も，それぞれのはじめに，そこで取り上げ

られている観察・実験項目の位置付けや意味を解説す

るものがあったほうが良いと思う。

また，解説文中で引用されている文献やそれぞれの

項目と密接に関連する文献が付録の「藻類関係の図鑑

と文献jにあげられていないものもあり，実験・実習

に参加した学生がレポートを書くときに苦労するので

はないかと恩われる。

こうしたいくつかの欠点はあるけれども(これは本

書を改訂する折に考慮していただければ幸いである)，

本書は，学生実験や実習を実際に担当した方々がその

経験を踏まえて書いたものであるから，大学の生物学

実験や藻類学実験あるいは臨海実習などで十分利用で

きると思う。また，高等学校で生物を担当しておられ

る先生方にもお勧めの書であると思う。

(片山智康東京学芸大学)
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会員のぺージ

藻場のビデオ紹介と頒布のお知らせ

「磯やけJって何7-長崎県野母崎町を訪ねて

地球温暖化，二酸化炭素削減問題が世界的に論議さ

れている20世紀末の今年，海藻の立場からその問題を

広く考えてもらえる格好のピデオが制作された。「皆

さんは磯やけという言葉をご存じですか?J藻類学会
会員であれば誰もがYESと答えるであろう問いかけで

始まるこのピデオは，タイトルからもわかるように研

究者向けというよりは，r磯やけ』問題を啓蒙するもの
である。

長崎県沿岸でのクロメ等の立ち枯れ被害に関して藻

食魚類の関与の可能性を探ってきた関係者の地道な研

究と環境庁依頼の緊急調査により，従来原因が特定し

にくかったクロメ等の立ち枯れが藻食性魚類による食

圧によることを初めて確認した映像記録である。

製作の中心は，新井章吾((株)海藻研究所)，吉村

拓(水産庁西海区水研)，清本節夫(同)，寺脇利信(瀬

戸内海区水研)の各氏である。 1999年8・12月に撮影さ

れている.舞台は長崎市の南方約30kmに位置する長

崎半島先端の野母崎町樺烏沿岸。 l年前までクロメの

海中林が生い茂っていた水深10mの海底である。ここ

ではクロメの基部ばかりが墓標のように立っている。

さらにバリカンで刈られたように短くなったマメタワ

ラ，海底を我が物顔に動き回るラッパウニ，ガンガゼ

など暖海性動物，海藻に覆い被さるように育つサンゴ

など，今まさに日本の海で実際に起こっている藻場消

失現場と，長崎県総合水試での屋内水槽でのプダイの

摂食行動，実験的でクロメやマメタワラがプダイやア

イゴにより食い尽くされる過程などが紹介されてい

る。比較としてキタムラサキウニに食い荒らされ真っ

白な海底と化した北海道小樽市忍路湾の「磯やけ」映

像も紹介されている.

ピデオで新井氏は，藻食性魚類の大繁殖の原因は気

温上昇による水温上昇であると明言している。日本気

象協会による今世紀初頭の30年と最近30年の水温比

較によれば，南日本一帯で冬の水温が2'C高く，奄美

大島や鹿児島南の冬の水温に相当する.このため南方

に多い藻食魚が来て繁殖する.すなわち「藻食魚が増

えると藻場が減る」という海洋生態系における魚類と

藻類の被食関係にはじめてスポットが当てられた。新

井氏はいう.r陸で言えばシカが草や木をすべて食べ
つくして枯らしてしまうという状況が，海の中でも現

実に起こっている。 1ヶ月ほどの短期間に大規模な藻

場が消失する原因は，異常発生したアイゴによるもの

である。陸の場合温暖化したと言っても植物の種類が

変わったりというのは報告されていない。それに対し

て海の中では 1-2'Cの差が分布の制限要因になって

おり，温暖化による生物相の変化，既存の生態系の破

壊が，海の中ではすでに起こっている。この認識に

立って早急に海の温暖化を阻止するような方策を今か

ら国際的に協議していく必要がある.1.長崎でも潮間

帯の海藻は特にここし 2年生育の減少が顕著である

ことを実感していた筆者にとって特に印象深いコメン

トであった。

ビデオでは北海道水試が取りくんでいるキタムラサ

キウニの摂餌圧調節によってコンブ類を繁茂させる方

法を紹介している.今後長崎でも非食用のプダイ・ア

イゴを積極的に利用することで，変化する環境に対す

る対応を考えて行くべきだと寺脇氏は主張する。

藻類学会会員のみならず磯やけや藻場造成にかかわ

る研究機関・企業などの藻類研究者，海洋生物学・海

洋土木工学関係者，地球環境問題研究者，環境教育関

係者に是非お手元においていただきたい。

また，瀬戸内海区水産研究所が中心となって広島湾

の砂地海底でおこなった，種組成の多様なガラモ場の

植生を回復に関する現地試験の記録「豊かな暮らしの

ために~自然の藻場にならう階段藻礁」も同時に頒布

する.

1. r磯やけって何?-長崎県野母崎町を訪ねてJ
(20分・ VHS)2500円+税

2. r豊かな暮らしのために~自然の藻場にならう階
段藻礁J(23分・ VHS)25∞円+税

ビデオ入手方法

申込 (FAXに限る): FAX03・5202・6066r毎日 EVR
システム内 藻類絵はがきの会ビデオ係」

申込記入事項:希望ビデオのタイトルと本数・氏名

(振込者名)・住所・電話番号・ FAX番号

料金(税・送料700円込):1本3.360円， 2本5.985円

振込先:三和銀行東京営業部 当座預金口座∞'5902

(株)毎日イーヴイアール・システム

振込手数料は申込者の負担とさせて頂きます，振込

確認次第ピデオを発送します

間合先:毎日 EVRシステム佐藤建男 Tel03・5202・6060

(飯間雅文長崎大学環境科学部)
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| 学会録事 | 
1. 日本藻類学会第24回大会報告

(1)日本藻類学会第24回大会

日本藻類学会第24回大会を2000年3月28~ 31日，

長崎大学環境科学部・全学教育棟(長崎市)において

開催した。大会会長は四井敏雄氏(長崎水試)で，一

般講演は95題(口答発表62題，展示発表33題)におよ

んだ。大会参加者は207名であった。また，講演数が

多かったことから2会場を用いて並行して発表が行わ

れた。

大会 l日目に編集委員会と評議員会が聞かれたあ

と，大会2日目の午前から一般講演が行われ，午後に

は公開記念講演会が開催され，吉田忠生氏(北海道大

学名誉教授)による「長崎と海藻研究J，右田清治氏(長
崎大学名誉教授)による「九州産天然記念物指定淡水

藻の生育現況」の講演が行われた。引き続き，展示発

表，総会，懇親会が開催され楽しいひとときを過ごす

ことが出来た。懇親会参加者は 141名であった。

大会3日目には午前中から一般講演が行われ，午後

には公開ミニシンポジウム「藻食性魚類の食害による

藻場の衰退J(オーガナイザー四井敏雄氏)が開催され

3題の講演が行われた。また，最終日にはハウステン

ボスへのエクスカーションが行われた。大会の運営に

あたっては，四井大会会長をはじめ，飯間雅文氏，桑

野和可氏ほか多数の方々にご尽力いただいた。ここに

記して厚〈御礼申し上げる。

(2)第24回大会参加者名簿

Alecia Bellgrove， Annett Tehmann， Bronwyn 

Robertson， Moat War Dainaw， Raikar Sanjeev Vencu， Rini 

Sundarmi， Ruth Nielsen， Sarah C. Christensen， Srinivasa 

Rao Uppalapati， Valerie Stiger，青木優和，秋岡英承，秋

野秀樹，熱海美香，阿部剛史，新井章吾，荒巻裕，有

賀祐勝，飯田勇次，飯塚治，飯間雅文，五十嵐聖貴，池

原宏二，石川依久子，市原嘉律彦，市村輝宜，出井雅

彦，伊藤龍星，伊藤泰二，伊藤隆道，井上勲，今井一

郎，岩木博之，岩滝光儀，岩本浩二，上野良一，内凹

博子，内田英伸，内村真之，上井進也，追鳥まさよ，大

西啓介，大野正夫，岡本典子，奥田武男，奥田一雄，長

田敬五，影山純子，笠井文絵，葛西ハルエ，加崎英男，

梶原庸生，片山吉子康，加藤亜記，加藤めぐみ，金井塚

恭裕，金田美奈子，神谷充伸，亀井正志，鴨下祐也，鴨

下美和， JlI井浩史，川口栄男，川嶋昭二，河津かおり，

川原逸朗，川村嘉応，菊地則雄，金聖j告，木村靖子，桐

山隆哉，金高卓二，日下啓作，熊野茂，倉島彰，倉橋

亜希，栗原暁，栗山あすか，桑野和可，小亀一弘，小

林一隆，小林敦，近藤貴靖，嵯峨直恒，坂西芳彦，坂

山英俊，楼井納美，佐々木秀明，佐々木謙介，佐藤征

弥，島袋寛盛，下村謙悟，菅原洋子，杉野伸義，洲崎

敏伸，鈴木秀和，須谷昌之(及び高校生5名)，関口弘

志，関田諭子，芹i畢如比古，高野敬志，高橋昭善，瀧

下清貴，田口保彦，竹下俊治，武田宏，田中i専，田中

貞子，田中次郎，田中敦子，田中敏博，田中和弘，田

辺敦，谷昌也，田幡憲一，津悶藤典，土屋英夫，寺田

竜太，寺脇利信，傍法隆，道家章生，徳田拡士，豊田

健介，長里千香子，中i畢敦，中島典之，長島秀行，中

嶋泰，中原美保，中山問。，南雲保，名畑進一，成田貴

子，南波聡，南森陵司，野崎久義，野田幹雄，能登谷

正浩，野呂忠秀，長谷川啓介，長谷川和清，幡野恭子，

羽生田岳昭，馬場将輔，林正男，林田文郎，原慶明，半

田信司，樋口澄男，比喜敦，平岡雅規，福島博，藤島

純子，藤田大介，藤田雄二，藤吉栄次，保科亮，細井

利男，堀輝三，堀口健雄，本多正樹，本多大輔，松尾

嘉英，松岡数充，松本正喜，松山和世，真山茂樹，三

浦昭雄，右田清治，水野真，御園生拓，峯一朗，宮坂

郁，宮下英明，宮地和幸，宮永貴幸，宮村新一，宮本

奈保，村岡大祐，村上明男，本村泰三，森史，森田

哲生，森田晃央，守屡真由美，矢野友美，矢部和夫，山

崎武央，山田英明，山本正之，湯浅健，士入本達也，横

尾一成，吉井幸恵，吉川伸哉，吉崎誠，吉田忠生，吉

田吾郎，吉武佐紀子，四井敏雄，和田実，渡辺信 (以

上207名)

(3)編集委員会・評議員会

3月28日に長崎大学会学教育事務棟3Fセミナ一室

において英文誌編集委員会および和文誌編集委員会を

合同で開催した。和文誌に関しては田中編集委員長よ

り第47巻， 48巻「藻類」の編集状況などに関する報告

があった。編集経費，特集・連載記事などに関して議

論が交わされた。英文誌に関しては本村編集長から第

47，48巻 rPhycological ResearchJの編集状況，年間投
稿状況，オンラインジャーナルなどに関する報告が

あった。また，平成12年度より科学研究費補助金(研

究成果公開促進費)学術定期刊行物公募の審査体制が

変更されたことに関して報告があり，外国での

r Phycological ResearchJの購読数を増加させる対策な
どについて話し合われた。
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引き続き評議員会を同会議室で開催した。2∞0年度
総会に提出する報告事項・審議事項などに関しての審

議を行った。また，国際藻類センターについて石111依

久子氏より報告があった。その他の内容に関しては総

会の項を参照されたい。編集委員会・評議員会の開催

にあたっては四井大会会長，飯間雅文氏，桑野和可氏

ならびに長崎大学の学生F諸君に大変お世話になった記

して御礼申し上げる。

編集委員会出席者:問中次郎，南雲保，本村泰三，

出井雅彦，井上勲，今井一郎，奥田一雄，長田敬五，

神谷充伸，川井浩史，州崎敏伸，野崎久義，堀輝三，

堀口健雄，村上明男， (オブザーバー:宮村新一，中山

剛，岩本浩二)

評議員会出席者:堀輝三，宮村新一，中山剛，

岩本浩二，田中次郎，南雲保，本村泰三，鯵坂哲朗，

有賀祐勝，石川依久子，市村輝宜，井上勲， 111井浩

史，川口栄男，嵯峨直恒，原慶明，堀口健雄，真山

茂樹，吉崎誠，渡辺信

(4) 2∞0年度総会
2000年3月29日の展示発表終了後，長崎大学環境

科学部・全学教育棟にて総会を開催した。場輝三会長

の挨拶の後，川井浩史氏(神戸大)を議長に選出して

議事に入った。

[報告事項1
・庶務関係

(1)会員状況(1999年12月31日現在):名誉会員3名，

普通会員609名，学生会員80名，団体会員58名，賛

助会員13名，外国会員 119名，圏内購読30件。(2)1999 

年度文部省科学研究費刊行助成金「研究公開促進費」

交付額は 1，060，1∞o円であった。(3)第23回大会を 1999
年3月27日-30日山形大学理学部先端科学実験棟・教

養教育2号館で開催した。(4)評議員会を3月27日に総

会を3月29日にそれぞれ山形大学教養教育 l号館第1

会議室，教養教育2号館2開A会場で開催した。(5)11 

月29日に秋季シンポジウム「藻類の安全性と健康への

効果」を学士会館で開催した。(6)日本藻類学会論文賞

を長皇千香子氏，本村泰三氏，市村輝宜氏へ授与した。

(7)第 18期日本学術会議学術研究団体登録をした。(8)

日本学術会議第18期会員候補者として石川依久子氏を

推薦した。(9)地球圏・生物閤国際共同研究計画(IGBP)

コングレス (5月7日-13日，神奈川県湘南国際村)に

協力した。(10)第3回マリ、ンバイオテクノロジー学会

(5月27，28日 工業技術院筑波研究センター)に協賛

した。(11)平成 12年度科学研究費補助金「研究成果公

開促進費J(研究成果公開発表(B))2件の申請をした。
(12)インターアカデミーパネル2000年会議及び第8回

アジア学術会議に対して協力した。

・会計関係

(1) 2000年3月24日現在の会費納入率は，普通会員95

%，学生会員76%，賛助会員85%，団体会員60%，外

国会員96%であった。ο)その他の事項に関しては審議
事項参照のこと。

.編集関係

(1) 1999年に発行した和文誌「藻類J47巻1-3号は，
総頁数254頁，掲載論文数6，総説2，記事16，その他

雑録であった。(2) 1999年度に発行した英文誌

rPhycological Rese蹴 hJ第47巻 1-4号は総頁数289

頁で掲載論文数33編であった。(3)英文誌rPhycological

ResearchJについてBlackwell杜と2∞o年 1月から2年
間の出版契約を結んだとの報告があった。

I審議事項1
.庶務関係

(1)以下の2000年度事業計画が承認された:1)第24回

大会・総会・評議員会(長崎大学)の開催， 2) 

rPhycologica1 ResearchJ 48巻1-4号の発行， 3)藻類

48巻1-3号の発行， 4)秋季シンポジウムの開催，世

話人大野正夫氏(高知大)， 5)平成13年度秋季シンポ

ジウム開催を計画する， 6) 日本藻類学会論文賞の授

与， 7)第4回マリンパイオテクノロジー学会(5月20，

21日，香川県民ホール)の協賛。 8)日本植物学会第

64回大会で藻類関係のシンポジウムを計画する。9)会

長・評議員選挙を行う。(2)アジア大平洋藻類学連合

(APPA)への日本藻類学会としての加盟，および

Council member (各国学会長)と Executivecommittee 

members (2名)の選出についての提案がなされ承認さ

れた(詳細については「藻類」第48巻1号51・52頁参

照のこと)0 Executive committee membersとしては原慶

明氏(山形大)と川井浩史(神戸大)が推挙され，承

認された。 (3)日本藻類学会創立50周年記念大会(2002

年)と第3回APPFとの合同開催について提案がなさ

れ，承認された(詳細については「藻類」第48巻l号

52頁参照のこと)0 (4) 2002年の日本藻類学会大会はつ

くば地区で開催し，渡辺信氏(環境研)にお世話をお

願いすることになった。 (5)日本藻類学会創立50周年

記念事業については評議員会で組織，行事内容，資金

などについて検討し来年度の総会に報告することが承

認された。(6)r藻類Jパックナンバーについては各号
30部を残して処分することが承認された。処分方法に

ついては会長・事務局と現在保管する部処の人々の協

議に一任された。(7)植物分類学関連学会連絡会共同名

簿についてはこれまで通り希望者のみ名簿に掲載する

ことが承認された。

.会計関係

(1) 1999年度一般会計決算報告および問監査報告は表



lの通り承認された。(2)1999年度山田幸男博士記念事

業特別会計の決算報告および同監査報告は表2の通り

承認された。(3)2∞0年度一般会計および山田幸男博士
記念事業特別会計の予算は表3，4の通り承認された。

【日本藻類学会論文賞授与】

第3回日本藻類学会論文賞受賞者の発表がおこなわ

れた。これは 1999年度に出版された「藻類J.
fPhyco1ogica1 ResearchJともに 1-3号の中から規定

により審査員の投票により選ばれたもので，総会前日

に開催された編集委員会および評議員会で了承を受け

たものである。今回の投票では最高得票数を得た以下

の論文の著者に賞状が授与された。

Chemical races in the red alga Laurencia nipponica 

(Rhodomela∞ae，Ceramiales) (受賞者:安倍剛史氏，増田
道夫氏，鈴木輝明氏，鈴木稔氏)

2.その他の報告

(1)植物分類学関連学会連絡会議

表記の第11回会合が2000年3月26日に東北大学で

開催された。藻類学会からは横山亜紀子氏(山形テク

ノポリス財団)が代理出席した。代表が出席した他の

学会は植物地理・分類学会，植物分類地理学会，地衣

類研究会，日本シダ学会，日本植物分類学会，日本蘇

苔類学会，種生物学会であった。1)秋の植物学会大会

での連絡会企画のシンポジウムについて「植物の大系

統-最新のトピック-J(仮題)というテーマで行うこと

になり，藻類学会からは井上勲氏(筑波大)がオーガ

ナイザーになり，中山剛氏(筑波大)と本多大輔氏(甲

南大)に講演をお願いすることになった。 2)日本動物

分類学会連合の発足と植物分類学関連学会連絡会の対

応について話し合われ，連絡会としては当面は井上健

氏(信州大)を担当窓口として動物分類学会連合から

連絡会へ情報を提供していただく形をとることにとど

まり，連絡会としてのアクションは起こさないことに

なった。 3)連絡会企画の科研費，平成12年度基盤研究

(c)研究計画調書「分類学関連学会の連携に基づく生物

多様性共同基礎研究の推進jを提出した(残念ながら，

この科研費は不採択になった)。また，この科研費は今

年度も申請することになった。4)日本植物分類学会と

植物分類地理学会がおおむね統合に向けて動くことに

なったとの報告があった。 5)纏物学会以外で連絡会企

画シンポジウムを企画してはどうかという提案があっ

た。シンポジウムの立案などに関しては各学会で検討

することになった。 6)共同名簿の発行の統括と今後の
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取り組みについて議論がかわされ.2001年9月末まで

に各学会がデータをまとめ.2001年 11・12月をめどに

新しい共同名簿を発行することになった。

(2)平成 12年度科学研究費補助金研究成果公開促進

費「学術定期刊行物」の fphyco1ogicalResearchJへ

の交付内定について:昨年度申請した上記促進費に

ついて 1年間 1，800，000円の内定通知があった。

(3)平成 12年度科学研究費補助金研究成果公開促進

費「研究成果公開発表(8)Jの交付内定について:

昨年度申請した2件のシンポジウム・学術講演会の

うち「生物はいかにして硬くなったかーバイオミネラ

リゼーション研究の最前線J(世話人:南雲保氏，日
歯大)が採択され.2001年3月27日(火)に日本歯

科大学でシンポジウムを開催することになった(詳

細は「藻類J48(1): 49.参照)。

(4)日本植物学会第64回大会での藻類関係のシンポ

ジウム開催について

「葉緑体.細胞内共生体としての動態を藻類に探

る-J (責任者:111井浩史氏，神戸大，堀口健雄氏，北
大)というテーマで開催する予定である。予定シンポ

ジウムの内容は以下の通りである。

1)川井浩史(神戸大学)fイントロダクションー葉

緑体の起源から見た藻類の多様性-J2)杉田護(名古

屋大学Hラン藻ゲノムと色素体ゲノムの構造と発現J
3)石田健一郎 (Universityof 8ritish Co1umbia)f細胞内

共生体の手なずけ方ー二次共生由来葉緑体へのタンパ

ク質輸送-J 4)箸本春樹(東京大学)f葉緑体分裂か
ら見た藻類の多様性と統一性J5)本村泰三(北海道
大学H藻類に見られる葉緑体の分配機構J6)堀口健
雄(北海道大学)fクレプトクロロプラストー盗まれた

葉緑体:捕食と細胞内共生の問J

(5) fphycological ResearchJのオンラインジャーナル

について:準備段階であるとの連絡が81ackwell社か

らあった。近いうちに会員の皆様は同誌をオンライ

ンで読むことができるようになる予定である(契約

期間中は会員の皆様には無料で提供の予定)。

(6)日本i築類学会会長・評議員選挙について

2001年1月l日から2002年12月31日を任期とする

次期会長・評議員選挙を 8-9月の期間に行う予定で

ある。
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表1・1. 1999年度一般会計決算 (1999.1.1-1999.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

会費 5，982，570 和文誌印刷・発送費 1，810，820 

普通会員 4，373，000 印刷代 1，274，485 

学生会員 280，000 別席IJ代 319，640 

外国会員 525，570 発送費 216，695 

団体会員 654，000 英文誌印刷・発送費 5，944，599 

賛助会員 150，000 編集費 156，465 

販売 536，450 編集補助費 40，000

定期購読 403，950 通信連絡費 81，503

バックナンバー132，500 事務用品費 34，962

別刷代 329，600 庶務費 219，640 

超過頁負担金 24，000 事務用品費 16，292

広告代 260，000 会議費 47，000 

受取利息 4，025 通信・印刷費 119，680

文部省刊行助成金 1，060，000 諸雑費 36，688 

英文誌還付金 79，483 幹事旅費補助 O 

雑収入 10，160 事務補助 22，000 

寄付金 308，000 第24回大会補助費 119，481 

秋季シンポジウム補助費 50，000 

自然史学会連合分担金 20，000 

小計 8，594，288 小計 8，343，005 

前年度繰越金 7，170，908 次年度繰越金 7，422，191 

合計 15，765，196 合計 15，765，196 

表1・2. 1999年度一般会計貸借対照表

貸方(円) 借方(円)

普通預金(常陽銀行、つくば1) 5，156，809 未払金 995，148 

普通預金(常陽銀行、つくば2) 1，061，056 前受会費 1，810，000 

普通預金(常陽銀行、つくば3) 836，633 次期繰越金 7，422，191 

普通預金(関東銀行、つくば) 16，352 前期繰越金7，170，908

郵便振替口座(つくば1) 538，200 当期剰余金 251，283 

郵便振替口座(つくば2) 2，021，880 

郵便振替口座(松江) 53，885 

現金(つくば) 30，519 

現金(札幌) ー10，995

未回収金 473，000 

合計 10，227，339 合計 10，227，339 



表2-1. 1999年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 (1999.1.1-1999.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

山田博士記念号販売 3，0∞ 論文賞用雑費
受取利息 2，683 

小計 5，683 

前年度繰越金 2，592，250 

合計 2，597，933 

小計

次年度繰越金

合計

表2・2. 1999年度山田幸男博士記念事業特別基金貸借対照表

貸方(円) 借方(円)
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600 

600 

2，597，333 

2，597，933 

定期預金(住友、京都 1，900，000 次年度繰越金

普通預金(住友、京都 687，521

2，597，333 

前年度繰越金 2，592，250

現金(つくば 9，812 当期余剰金 5，083 

合計 2，597，333 合計 2，597，333 

日本藻類学会 1999年度決算報告書に対し記名捺印する。 2000年3月20日 会長堀輝三，会計幹事中山剛

決算書が適正であると認める。 2000年3月20日 会計監査渡辺真之，北山大樹

表3. 2000年度一般会計予算案 (2000.1.1-2000.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

会費 6，075，900 和文誌印刷・発送費

普通会員 4，075，200 印刷代 1，500，000 

学生会員 283，500 別刷代 250，000 

外国会員 583，200 発送費 220，000 

団体会員 783，000 英文誌印刷・発送費

賛助会員 351，000 編集費

販売 370，000 編集補助費 150，000

定期購読 300，000 通信連絡費 200，000

/¥ックナンバー 70，000 事務用品費 100，000

別刷代 250，000 庶務費

超過頁負担金 。 事務用品費 50，000 

広告代 120，000 会議費 50，000 

受取利息 3，000 通信・印刷費 400，000

文部省刊行助成金 1，060，000 諸雑費 50，000 

英文誌還付金 70，000 幹事旅費補助

雑収入 2，000 事務補助

寄付金 250，000 第25回大会補助費

秋季シンポジウム補助費

自然史学会連合分担金

小言十 8，200，900 小計

前年度繰越金 7，422，191 次年度繰越金

合計 15，623，091 合計

表4. 2000年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算案 (2000.1.1-2000.12.3 J) 

受取利息

小計

前年度繰越金

合計

収入の部(円) 支出の部(円)

l0，000 論文賞用雑費

l0，000 小計

2，597，333 次年度繰越金

2，607，333 合計

1，970，000 

6，000，000 

450，000 

550，000 

20，000 

100，000 

120，000 

50，000 

20，000 

9，280，000 

6，343，091 

15，623，091 

1，000 

1，000 

2，606，333 

2，607，333 
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会員移動



編集後記

編集2号EI，前学期中は本業もあり，あたふたと作業をしました。今は梅雨，次号の編集は紅葉の秋。

(1. T.&T.N.) 
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賛 助会 員

北海道栽培漁業振興公社(060-0003札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-0463北海道阿寒郡阿寒町字阿寒ioR111半)

株式会社シ口ク (260-0033千葉県千葉市春日1-12 -9 -103) 

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108-0074東京都港区高輪2-16 -5) 

有限会社浜野顕微鏡(113-0033東京都文京区本郷 5-25-18)

株式会社ヤクルト本社研究所(186-8650東京都国立市谷保 1769)

神協産業株式会社(742-1502山口県熊毛郡田布施町波野962-1) 

理研食品株式会社 (985-8540宮城県多賀城市宮内2-5 -60) 

(株)ハクジ、ュ・ライフサイエンス (173-0014東京都板橋区大山東町32-17) 

三洋テクノマリン株式会社 (103-0012東京者阿コ央区日本橋堀留u町1-3-17)

マイク口アルジエコーポレーション (MAC)(104-0061東京都中央区銀座2-6 -5) 

(有)祐千堂葛西 (038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井38-10) 

株式会社ナボカルコスメティックス (151-0051東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-29 -7) 

日本製薬株式会社ライフテック部 (598-8558大阪府泉佐野市住吉町26)

海産微細藻類用培地

<特徴>。多様な、側四藻類に使用できる。。手軽に使用できるので、時間と、労力の師事包。安定した性自包 1 一山
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“専任のオペレーターに任せず、もっと自分でSEMを使いこなした

い!"lもっと多くの郵書でSEMを利用したい!IIーこんなこーズに

おこたえするの古t目立走車電子顕微鏡S-2600N/S・2600H。
吉水鼠草寺やJea体を編処理で副頭・分析できる5・2600N、そして寓
真空専用樋S・2600Hは、はじめての方でも僅える分かりやすい

メニューウインドウ、霞置鋼所を選ばないコンパクトボディを実視

し、SEMをさらに身近により使いやすくしました。

COMPACT BODY 
設奮1量所を選ばない

コンパク トな一体型ボディで、

SEMをもっと身近に。

MAINTENANCE 
GUIDE 
3D CG動画の

わかりやすいガイドで‘

メンテナンスを

もっと安心確実に。

r-

i2.!~ 
~ 

|頓主な仕棟

割・T・EE I 1:畳盟副・I創刊

60mm径
PC、08 PC/AT互換i盟、 WindowsNT'

EASY 
OPERATION 
ラクラクi呆作のタブ方式

メニューウインドウと

機能の自動化で、

SEMをもっと簡単に。

WITHOUT 
PREPARATION 
生サンプルを無処理で

観察できるNモードで、

SEMをもっと活用

(S-2600N)。

5-己600N/S圃2600H
*Windo時 NTIl米国およびその他の凶における米国M町。田ltCorpの丞錦衛慣です.

日製産業株式会社 科学yステu宮察本昌 子1匹8717 東京軍港区西新揖丁目24雷14号(白型産量ビJレ) 匂話 タイヤルイン(C目}主制 7211 FAX (C目)主制刀暗

I!I.D http://www.ni日eisg.co.jp/kagaku/ 

株式会社目立サイエンスシステムズ 志 社 工 場干312.0033苦縄県ひたち草力、市市毛1曲。雷地 笛路{使9)272剖71({t衷) FAX (田町274-4497

[!]]] h tI p://www.hitachi-scicncc.co.jp 

抹式会社日立製作所 計剥盤7Jレ ブ〒1∞喧旬東京都千代田区丸の内一Te5雷1号{斬丸ビル) 電話 (03)3212.1111 (大代) FAX (凶)3212.14田

l!Ia! http://www.l1itachi.co.jp/O ivjkeisoku ki 



待望の海藻食材に関する本が発刊されました

食材魚貝

大百科
海開類@海獣類ほか

監修:多紀{~彦・近ì l: 't-t 企画 ・写真.中村MtÀ

ll'凡社

平凡祉の食の本・魚貝の本

食材魚貝大百科全特
多紀保彦・奥谷喬司・武田正倫・近江卓=監修

中村庸夫=企画・写真 各2800円/A4'f1J/各184頁
食べものと健康に気を使う人、旅先で食べ」12きが趣味の入、料:!'I!や
食品の研究家、料到! J除入、 r~ り愛好家など、食べることを愛し 、 興

味をもっすべての人にシーフードの会科がわかる大i'i利。全4巻に
わたって1400Hlの海産物を4000.'.':':の|豆|版で解説。

[第1谷]エビ・カニ類|魚額 貯l
イセ工ビ、?Jレマエピ、アマ工ビ、宮ラパガ二、ズワイガ二、 サメ、エイ、ウ

ナギ、アナゴ、 ニシン、イワシ、コイ、アユ、サケ、ニジマス、合ラほか

Fish and Seafood 

[i:li2巻]貝額|魚額 既刊
サザ工、アワビ、ホヲテガイ、アサリ、ハマグリ、シジミ、アンコウ、サヨリ、

トビウオ、サンマ、キンメ'fイ、カサゴ、メバル、 ホウボウ、コチ、アイナメ、

カジカ、ススキ、ハ空ほか

[抑 制イカ・タコ顕刷、|魚類 既刊
スルメイ力、 コウイ力、マダコ、ウ二、ナマコ、ホヤ、キス、アマヨfイ、マアジ、

シイラ、フエダイ、イサキ、マヲイ、ヲロタイ、ニベ、 ヒメジ、メジナ、ポラ、ベ

ラ、ブタイほか

[第4巻li毎藻類|魚類1;毎獣簸ほか 本巻
コンブ、ワカメ、ノリ、ハ~ハ宮、 ハゼ、 カマス 、 サパ、カツ オ、サワラ、 マヴ

口、 カジキ、マナガツオ、力レイ、 ヒラメ、 カワハギ、フダ、マンボウ、力工Jレ、

スッポン、ウジラ、 イルカ、カエJレ、スyポンほか

(株)王子凡社 干152-8601 東京都目里区碑文谷5-16-19 Tel. 03-572ト1234 http//www.heibonsha.co.jp 



菜類を使った形態観察・細抱学実験・生理生態学実験がすべてこの一冊で!

d三三f lJ醤学
・ノ'話3tが実習量

-EヨEヨ[i)~r..，";'.
-理学部・水産学部系-教育学部系向けの学生実験 ・実習用テキス卜。

・形態観察301頁，細胞学実験101頁，生理生態学実験151頁，応用実験41頁，のほか、採集j去や培養法芯どの
実験基礎技術を11 1頁まとめた。付録には文献と培養株の入手法を掲載。
・各頁見開きとし、左頁にテキス卜、右頁には形態図版や実験手1I慎などをまとめ、視認性に配慮。

・藻類学実験や実習教育に直接携わっている教官の手による執筆芯ので、実際の学生教育レベルで解説0

・担当教官の実験 ・実習計画がスムーズにたて5れるよう当該項目の実験所用時閣を記載したり、
容易に連続実験をこなせるような実験の配列がされている。学生が自学自首する際にも便利である0

・必要に応じて写真版を配置し具体性を重視した。

・各項目の中で重複するような実験のための基礎技術は一括してまとめてある。

圃園三園圃圃悔a・
|1.藻類の形態観察と分類 |藍藻類の観察/紅藻類の観察/黄金色藻類の観察/黄緑色藻類の観察/珪藻類の観

察/ラフィド藻類の観察/褐藻類の観察/八ブ卜藻類の観察/クリプ卜藻類の観察/渦鞭毛藻類の観察/ミドリ

ムシ藻類の観察/車軸藻類の観察/淡水緑藻類の観察/海産緑藻類の観察

1E藻類の細胞学実験 |海藻のブラトプラスト作製とその発生/藻類の組織培養/ミカヅキモの有性生殖(接合)の
観察/クラミドモナスの有性生殖(接合)の観察/褐藻類の生殖実験/海藻類の核や染色体の観察/蛍光顕微

鏡による核や染色体の観察/原形質3程hの観察/藻類の走光性の観察
|E藻類生理・生態学実験|生体吸収スペクトルの測定/薄層クロマトグラフィーによる光合成色素の分離/光合成

と呼吸の測定/藻類の成長速度の測定/海藻群落調査法/海藻栢の調査(水平分布)/海藻の垂直分布/大型

藻の現存量調査/植物プランクトンの現存量ークロロフィル量の測定(眼光光度法)/植物プランクトンの生産量句

生産量・呼吸量の測定(明暗瓶法)/藻類の食作用/藻類を指標とした水質評価

lN.藻類の養殖と利用 |スサビノリの採百/ワカメの採苗/食用の海藻/養殖海藻の病害
|V実験の基礎技術 |藻類の採集法/顕微鏡操作法/海藻標本の作製と保存/プレパラート作製法/走査型電子
顕微鏡による観察法/培養法

付録A藻類関係の図鑑と文献

B藻類培養株の入手法

東京都文京区音羽2-12ー21
振替 00180-1-3930 圏圏困

編集部fi03 (3235) 3701 
販売部fi03(5395) 3624 



世界の淡水産紅藻
熊野茂著

85判・上製416頁・本体価格28∞o円
清澄な水域に生息している淡水産紅藻は，環境汚染に極めて敏感であるため，地球的規模での水の汚染の危険を人

類に知らせる有効な指標としての役割を担っている.しかし水質の汚染に伴い残念ながら淡水産紅藻種のいくつか

の種は既に絶滅し，また多くの種の絶滅が危倶されている.本書は淡水産紅穏という分類詳の現時点での研究成果

をまとめたものであり，世界で認められている淡水産紅諜の大部分の分類群を，種，変種のランクまで収録する.

淡水藻類入門官塁手2孝弘究 山岸高旺編著

85判・ 700頁(口絵カラー含む)・本体価格250∞円

「日本淡水藻図鑑」の編者である著者がまとめる，初心者・入門者のための密.多種多様な謙頬群を，平易な言葉で誰にも分

かるよう，丁寧に解説する.1網.II舗で形質と分類の概説を行い.皿緬では各分野の専門家による具体的事例20舗をあげ，
実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように構成する.

淡水藻類

淡水藻類写真集ガイドブック

1巻 山岸高旺・秋山優編集

-20巻 各巻町判・ 216頁・ 100シート
1・2巻4αm円.3-10巻5航ゆ円.11-20巻 7αm円

山岸高旺著
R'i釧 .144頁・本体価格38∞円

新日本海藻誌一日本産海藻類総覧一吉田忠生著
85判・総頁 1248頁・本体価格460∞円

本容は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである.r日本海務蕗J刊
行以後の約ω年間の研究の進歩を要約1...1997年までの知見を盛り込んで，日本産として報告のある海藻{緑謀，褐藻.紅
起草)約14∞種について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.織物学・水産学の専門家のみならず，広〈関係各方面に必
携のl!F.

唖 曾 d嚇珪藻図鑑 小林弘
南雲保・出井雅彦・真山茂樹・長田敬五著

藻類の生活史集成 掘輝三編藻類多樹生の生物学 J誌なt
第I巻緑色藻類 B5・448p(l85種) 8醐円

第2巻褐藻・紅藻類 B5・424p(l71種) 8脚円

第3巻単細胞性・鞭毛i類 B5・4∞P(l46種) 7側円

陸上植物の起源 FJ共訳
一緑藻から緑色植物へ A5・376p・4蜘円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したの地」ーー.分子生物学，生化学.発生学.形態学な

どの成果にもとづく探求のl!F.

日本淡水藻図鑑蜘弘ご誌でZi

藻類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により.

首長学および周辺領織の膨大な知織の蓄積が整理され.新しい研究成果

も取り入れられている.瑛学を学ぷ方，またこの分野に興味のある方

の新たなスタンダード.

日本の赤潮生物 福代・高野 共編
千原・訟岡

ー写真と解説 85・430p・ 13卿円

日本近海および日本の淡水域に出現する笈旧種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分額・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸山晃著
丸山雪江絵

図鑑としての特性を最高度に発揮さす為に図版は必ず左頁に.図版 .細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 85・判。p・28卿円

の説明は必ず右頁に組まれ.常に固と説明とが同時にみられるよう 原生生物，すなわち細菌，藻類.菌類と原生動物の分類という壮大な

に工夫.また随所に総括的な解説や検索衰を配し読者の便宜を図る. 世界を綴密な点描函とともに一巻に収めた類例のない曾.

表示の価格は本体価絡ですので.SlJl量消費税が加算されます. E121誌52交互応急主診る内田老鶴圃



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格，各号，会員 1，750円，非会員3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号，
1・30巻索引付き)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円;欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。「藻

類」パックナンバーの特別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類J索引 1・10巻，価格，会員1，500円，非会員2，000円;r藻類j索引 11・20巻，価格，会員2，000円，非
会員3，000円，創立30周年記念「藻類J索引 1-30巻，価格，会員， 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii + 418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼

文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24) を掲載。価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific.1. A. Abbott. 

黒木宗尚共編， 1972， B5版，xiv+280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日

米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977， B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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